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				　０

				

				「このまま救助を待ってもじり貧だ！　俺たちはここを出て、自衛隊の基地へ向かう!!」

				　その言葉を聞いて、俺は長年の疑問が解けた気がした。何故日本のアニメ・漫画の主人公は中高生なのか。

				　ただのマーケティングといってしまえばそれで終わりだが、多分それは正しくない。アニメの世界で学生が活躍できるのは、彼らが行動できるからだ。動けない人間が、物語を動かせるわけがない。そして俺のような安定第一、現状維持が大好きな人間にはできないことだ。

				「いいかみんな────絶対に死ぬなよッ！」

				　高校生の激励に、他のみんなは雄叫びで応える。俺はというと……座っていた。立ち上がりもせず、行動しようともせず、変わろうともしなかった。

				　俺は今年で二八。特にこれといった特技も趣味もない普通のサラリーマン。

				　対して、彼らの平均年齢は十七ほど。希望に満ち溢れ、体力も精神力も俺とは段違い。だからここを去り、出る決心がついたのだろう────ゾンビが蔓延(はびこ)る、外へと。


                			

	
			
				　１

				

				　パンデミック。

				

				　ウイルスの突然変異やら細菌兵器だとか、ニュースでは面白おかしく……とまではいかないにしても、まるで他人事のようにキャスターが呑気に原稿を読んでいた。既にアフリカでは死者が数万人に達し、アメリカでも二次感染を防げなかったというのに、島国という環境の所為か大多数の日本人は何も対策を講じていなかった。

				　そうして訪れた十二月のクリスマスイブ。日本で初めての感染が確認されたらしい。当時の俺はちょうどインフルエンザにかかっており、そのことを知らなかった。

				　だが医者から貰った薬が切れる頃にはもう、全てが終わっていた。俺がテレビは見ないこと、都内とはいえ端の田舎に住んでいたこと……それらが上手い具合に合わさり、俺は出社しようとして初めて気が付いた────人類の敗北に。

				　インフルエンザにかかった時、病院にスマホを忘れたのが痛かった。どうせ一週間は出社できないし、溜まった有給をこの際に消費しようと二週間の休みを取っていたため、俺は携帯に固執しなかった。食に拘りがなかったためコンビニにもスーパーにも行くことなく、二週間自宅から出ずの生活。

				　完全に社会から隔離されていたため、俺は人類がゾンビ化しているなんて事実に気が付かなかった。

				　時間になってもバスが来ず、携帯が無いからタクシーも呼べず駅まで歩き、誰も人と会わないという事実に気付いてようやく異変を感じた。

				　そんなわけでいろいろ彷徨っているうちに、食糧確保のために外に出ていた学生グループと合流し、ここ……安住の地ショッピングモールに潜り込むことができたわけだ。

				　無論そこに至るまでに何度も死にかけた。あの高校生のリーダーに助けられなかったら、俺も今頃はゾンビの仲間として呻き声を上げていたことだろう。だから感謝はしているが……それでも俺は、彼に付いていくことを選ばなかった。

				　ゾンビの動きは鈍いため、みんなで助け合えば危険はかなり減るだろう。それでも死ぬやつは死ぬし、多分その死ぬやつってのは俺だ。何せ現役の学生ほど体力がない。死ぬのはもう、こんな世の中になってしまった以上ある程度の覚悟はしている。でも足を引っ張るのはまた別の問題だろう。

				　自分の三分の二くらいしか生きていない若い子たちが、俺の所為で命を落とすなんて考えたくなかった。

				「……行っちゃいましたね」

				　残ったのは俺と、高校生の少女一人だけ。

				　腰近くまで伸びる長い黒髪と、わずかに垂れた瞳が印象的な女の子だ。どこか昔好きだった女の子に似ている。

				　リーダーは俺にこの子を頼むと言ってくれた。そうすれば俺に、ここを出なくていい理由ができるから。聡い少年だった。彼らはきっと成し遂げるだろう。

				「そうだね」

				　ここで気の利いたことが言える大人なら、彼らと外へ向かっただろう。だが俺には無理だった。

				　自分の限界は分かっている。俺には何も無い。彼らのような熱がなかった。……なんとなく見た己の手は、驚くほど乾いていた。

				「取りあえずこれ、みんなが残してくれた食料だけど、量は多くないから大事にね」

				「ありがとう、ございます」

                			

	








			
				　缶詰、水などの携帯食料を均等に分配する。ぱっと見て量は多く見えるが、先の見えない籠城戦を考慮すれば少ないはずだ。一ヶ月は辛うじてもつかな、程度でしかない。

				　ここから自衛隊の基地まで徒歩だと一週間近くはかかるだろう。電車や地下鉄が動いていた頃ならまだしも、交通機関どころかまともに歩くことすらできない道を行くと考えれば……一ヶ月、というタイムリミットは厳しい。不可能だとも言える。

				　仮に二週間で彼らが目的地に到達したとしよう。だけど一ヶ月という期間ではこちらに戻ってこられない。自衛隊がきちんと機能しているなら、俺たちはここで籠城なんてしなくていいはずだ。つまり自衛隊は最悪全滅、良くてもゾンビを駆逐できるような戦力は有していない。

				　ここに残った時点で死は決まったようなものだが、俺は生きることを諦めていた。どうせ死ぬなら足を引っ張ることはしたくない。そのことを伝えたら、無理やりでもあのリーダーは俺たちを連れ出しただろう。

				　だから俺は、英雄よりも一人の少女を生け贄に捧げた。彼らは頑張ったけど、俺と少女は死ぬ。

				「あの、これ……」

				　そんなことを考えているとも知らず、少女は俺の所へやってきた。手には桃の缶詰が。

				「あれ、缶切り無かった？」

				「使い方……分からなくて」

				　そういえば、最近の缶詰はプルタブが付いたものがほとんどだ。それに慣れた若者は、缶切りの使い方が分からなくても仕方がない。

				「これはこうやって……」

				　動かす手を少女の視線が追う。だが警戒してか、手の届く範囲には決して近付かなかった。

				　無理もない。いきなり見知らぬ男と、二人っきりで過ごさねばならなくなったのだ。その態度は正しいし、むしろそうでなければ俺から何かを言っただろう。

				「他にも分からないことがあれば、遠慮なく聞いていいから」

				「……ありがとうございま……ひっ！」

				　桃缶を渡す時に手が触れ、彼女は大きく後退った。そこまで警戒されると流石に気まずいが、申し訳なさそうにこちらを見る少女に俺は軽く手を振って、気にしてないよと答えた。

				

				　　　　

				

				　少女と二人っきりになって二日目。

				　俺はショッピングモールの四階、つまり屋上へと足を運んでいた。一応の足掻きで、箒を集めて『ＳＯＳ』と文字を書いてみたのだ。

				　このショッピングモールは地下に駐車場があるため、屋上は規模のわりにこじんまりとしている。給水塔とちょっとした広場……どこか高校の屋上が思い出される空間だ。

				「……明るいな」

				　雲一つ無い晴天に、思わず愚痴にも似た呟きが漏れる。屋上から身を乗り出して下を見れば、そこは正しく地獄だった。ゾンビと呼称すればいいのか。学生の中には歩く者(ウォーカー)と呼ぶ者もいた。まあ、どちらにせよ死人が動くという現象に変わりはない。

				　ゾンビは綺麗な者もいれば小汚い者もいた。胸元がはだけたゾンビは確かにセクシーだが、腸までぽろりをされると萎える。

				　だが萎えたといって居住区である三階に戻るのは勘弁だ。何せそこにはあの少女がいる。

				　二階はゲーセンと服屋しかなく、三階は家具売り場であるため大量のベッドが置いてあるのだ。もう三十路近い俺には、固い床で寝る決心は付かなかった。かといってベッドを二階に移動させるような元気はない。諦めて敷き布団と毛布でも持って、四階(ここ)か二階(した)で寝るべきか……。

				「何を、しているのですか……？」

				　煙草は吸わない主義だが、一服しているかのような気分に浸りつつゾンビを眺めていると少女がやってきた。手を触れて以来、一言も喋っていなかったため俺は首を傾げた。だが若いのだからそういう心境の変化もあるだろうと判断し、平静を装って答えた。

				「念のため『ＳＯＳ』マークでも作っておこうと思ってね」

				　だがしかし、その答えは彼女の気に障ったらしい。

				「そんなの要りません！　誠くんは私と約束したんだから、絶対に戻ってくるんです！　必要ありません!!」

				　激高。正に憤怒といった表情を浮かべ、唾液を撒き散らしながら彼女は叫んだ。勢いにつられるかのように長い黒髪が宙を舞う。

				　誠くんとやらは確か、リーダーの名前だ。そしてこの少女の幼馴染でもある。

				　彼氏彼女の関係ではなかったけどほとんど変わらない。同じようなものだ。この子はヒロインで、あの少年はヒーロー。物語が今、俺の前にあった。

				　そしてそれは俺が投げ出し、逃げてしまった過去でもあった。だから思う。この子は死なせられない。生きて誠くんと再会してもらわなければいけない。

				「……ああ、そうだね。軽率だった。悪かったよ」

				　何も反論せずに頭を下げると、彼女は正気に戻ったのかバツの悪そうな顔をしていた。

				「そういえば俺、君の名前を知らないや。────俺は的場(まとば) 和矢(かずや)と言います。君の名前は？」

				「本条、弓です。弓矢の『弓』で、ゆみと言います」

				　矢と、弓。残ったのは剣でも槍でもなく、弓矢。面白い話だと思った。それこそ、運命を感じてしまうほどに。

				「みんなが戻ってくるまでの間、どうぞよろしく」

				　差し出した手を、彼女はおずおずと握り締めた。

				

				　　　　

				

				　本条さんと二人っきりになって一週間目。

				　俺たちはたまに談笑するくらいには仲良くなっていた。……だがその微妙な距離感がある事件を招いた。

				　普段の彼女なら絶対に夜、俺に近付くことはなかっただろう。しかし警戒心が薄れてしまったのか、たまたま何か用があったのか、彼女は俺に近付いてきてしまったのだ。

				　俺も男だ。高校生に手を出そうなんて思わないが、溜まるものは溜まる。……つまるところ本条さんは、俺の自慰現場に出くわしてしまったのだ。

				　それからは早い。彼女は悲鳴を上げて俺から遠ざかると、三階にあるスタッフしか入れない事務室に立て籠もってしまった。鍵は中にあるため俺は入ることはできない。もちろん入るつもりはさらさらないのだが、せっかく打ち解けてきたと思ったのに……と軽くショックは受けた。

				　こればかしは言い訳ができないため諦めるしかない。幼馴染ひと筋な彼女はきっと処女だろうし、どこか潔癖なところがあった。我慢できなかった俺が悪い……のだが、男だから仕方がないじゃないか。そんな訴えはきっと聞いてくれないだろう。

				　ゾンビの脅威より、女子高生の好感度を気にする三十路前の男……幸せなやつだよ、本当。

				

				　　　　

				

				　彼らが去って行って、一ヶ月が経とうとしていた。

				　おそらく食料は尽きているか、ほとんど無いだろう。

				　俺がどうするべきか水を飲みながら考えていると、珍しく本条さんが俺に近付いてきた。

				「……どうして、まだ食料が残っているんですか？」

				　言葉から察するに、彼女は既に食料が尽きたのだろう。

				「どうしてって、節約してるからだよ」

				「でも普通、男の人の方が食べますよね？」

				「……何が言いたいんだ？」

				　なんて、言われなくても分かっている。俺を疑っているのだろう。何せ食料を分配したのは俺なのだから、ちょろまかすのは簡単だ。追い詰められた状態ならそう考えてしまうのも無理ない。

				「的場さんはあの時、本当に同じ量を私に配ったんですか？」

				「……まあ、うん。気付かれたら仕方がない。実は俺、本条さんより三週間分は多く取っていたんだ」

				「やっぱり……！」

				　本条さんは納得したように頷くと、俺を睨め付けた。

				「そんなに睨まないでくれよ。君も言ったけどさ、男と女じゃ消費カロリーが違うだろ？」

				「そんなのッ！」

				「まあまあ、怒らないでよ。ほら、残りの三週間分は全部あげるからさ」

				　何の躊躇いもなく残った食料を全て本条さんに渡す。最初からそのつもりだったのだから、そこに未練は全くない。だがそのつもりじゃなかった彼女は、まるで鳩が豆鉄砲をくらったかのような顔をしていた。

				「要らないの？」

				「い、要ります！　……でも、的場さんは？」

				　そこで俺のことを気遣える彼女は、こんな世界でなければ物静かで優しい子だったのだろう。生き物である以上、食べる物がなければ精神は不安定になる。

				「俺はいいよ。地下に取りに行くから」

				　その言葉を聞いた彼女は、まるで迷い子のようだった。

				　もしかしたら間違っているのかもしれない。一人で生きるより二人で死ぬ方が、幸せなのかもしれない。でも、それでも俺は、彼女に生きてほしかった。あの少年と約束したのだから。

				

				　　　　

				

				　地下に行くのは簡単だ。防火扉の鍵を開け、階段を下りればそこは地下一階。食品売り場だった。

				　生鮮食材は腐っているだろうけど、缶詰の類はまだまだ食べられるだろう。お菓子も賞味期限内のはずだ。それなのに今まで地下に向かわなかった理由は明快で、ここから外に通じているからだ。正確に言えば外に通じている地下駐車場に通じているわけなのだが、まあ何の障害物もなく外に繋がっているという点で意味は一緒だ。

				　その地下一階に俺は来ていた。物音は聞こえない。

				「……はっ、────は」

				　短い息を小さく吐く。手にした懐中電灯は、なるべく光が拡散しないように手の平で覆っている。

				　視界は限られており、万が一にも足元の何かに躓いて音を鳴らしてしまったら……そう考えると足取りは重くなる。一応ゾンビの気配は感じないが、いないわけがない。少年たちが残してくれた食料はここで調達したもので、その時は二人が死んだ。最低でもその少年二人と、少年を貪ったゾンビはいるはず。

				「……桃缶か」

				　食べられそうな物を見繕っていると、桃缶を見つけた。俺の記憶が正しければ一ヶ月前、真っ先に本条さんは桃缶を手にしていた。

				　これは必須だな、と上着のポケットに無理やりねじ込む。

				　一応買い物カゴを右腕にぶら下げてはいるが、ゾンビの集団に襲われた場合はこれを放棄して逃げなくてはいけない。その時に桃缶まで捨ててしまわないように、という俺なりの配慮だ。

				「あー、運動不足がここで……」

				　懐中電灯で前を照らす必要があるため、腕の角度を変えるわけにはいかない。だけどサラリーマンになって十年近く経つ今、俺にそんな体力と筋力は残されていなかった。

				　カゴにはそこそこの食料が入っていた。体力的にも厳しいし、もう戻ってもいいかな。前回の残りと合わせればもう一ヶ月はもつだろうし。もちろん一人だけなら、の話ではあるが。

				「……っ」

				　かたん、と物音が鳴った。

				　戻ろうと油断した瞬間のことだったが、俺はなんとか懐中電灯を落とさなかった。

				「頼むぜ、マジで」

				　幸いやつらは鈍重だ。力こそ強いが、速度は全くと言っていい。最近のゾンビ映画は強化された走るヤツが多いため、その点では感謝せねばならない。

				　取りあえずやつらが光に反応するのかは分かっていないが、念のため懐中電灯の電源を切る。

				　ぱちん、と軽い音が響く。しかしどこかにいるであろうゾンビに気付かれることは無かった。

				　目が暗闇に慣れるまでここから動くわけにもいかず、仕方なく俺はその場に座り込んだ。何があってもすぐ動けるように片足だけは立たせる。

				「────は、……はっ」

				　俺の呼吸音とは別に、時折かたんと何かがぶつかる音が聞こえる。確実に何かがいるが、それが単数か複数かは微妙なところ。おそらく一体だとは思うが、間違っていた場合は俺が死ぬのだ。慎重にならざるを得ない。

				「よし」

				　短く決意の言葉を吐き、腰を屈めながら動く。なるべく慎重に移動しているが、どうしてもカゴの中身がわずかな音を立てる。

				　どくどくと脈動する心臓がうるさい。そんなことはないと分かっているが、この音でゾンビを呼び寄せてしまうんじゃないかと思うと、気が気じゃなかった。

				「……ふぅ」

				　食料コーナーを抜ける。ここは左右に食料棚という壁があったため、万が一にも挟まれたらどうしようもなかった。あとは腰ほどの高さしかない生鮮売り場を抜け、レジを通り抜けるだけだ。

				　だけど当然ながら、何もないまま終わるほど世界は甘くなかった。

				「マジかよ」

				　つぅ、と汗が垂れる。

				　ここからはよく見えないが、ゾンビが一体いる。一体なら問題はないはずだったが、それはやつらに近付かないことが前提だったのだ。

				　────たった一体のゾンビは、扉の前にいた。

				　こちらではなく扉の方を向いている。鍵は閉めていないが、扉は閉まっているためただのゾンビにはどうすることもできないだろう。だけど俺はあのゾンビをどうにかしなければいけない。音を立てて呼び寄せ、その隙に別ルートから扉に行くという方法もあるが、他のゾンビまで呼び寄せてしまったら死は免れない。

				　どうする？　力は基本的に向こうの方が上だ。横を通るにも扉でもたついたら危険だ。

				「……先手必勝しかないか」

				　後ろから頭を全力で殴り、脳を損傷させるしかない。現実のゾンビも頭が弱点だから、それで仕留めることはできるだろう。

				　だがそれには問題があって────俺はまだ、人を殺したことがなかったのだ。

				　内臓がはみ出ていたり、腐りかけている死体すら殺めたことがなかった。その俺が、果たしていきなりゾンビを殺すことができるのか、という疑問が俺の中にあった。もちろんぶち殺す気満々だが、それを実行できるかどうかは別問題だ。

				　それでもこのままここで暮らすわけにもいかないため、俺は決意を固めて前へ進んだ。

				「悪く思うなよ」

				　カゴから取り出した何かの缶を握り締めると、それをゾンビの頭頂部に叩き付けるために俺は腕を振り上げた。

				　だがその腕を振り下ろす前に、俺はある違和感に気が付いてしまった。遠くからは暗闇と緊張が相まって全く分からなかったが、ゾンビは十代後半の少女だった。無論後ろから見た姿の予想でしかないが、その身体はあまりにも綺麗過ぎた。

				「き、君。ゾンビじゃないのか？」

				　我ながら頭の悪い質問だと思う。

				　だがその問いに振り返った少女は予想どおり若い女の子で、その身は傷一つ付いていなかった。

				「人間か……驚かせないでくれよ。何でこんな所に？」

				　少女は答えない。虚ろな瞳でこちらを見ている。

				「取りあえずここは危険だから中に────ッ!?」

				　思わず上げそうになった叫び声を、俺は寸前のところで止めることに成功した。

				「く、くそッ！」

				　少女はゾンビだったのだ！

				　あまりにも綺麗な身体をしていたので気が付かなかったが、どこか見えない所を噛まれていたのか、その凶暴性は紛れもなくゾンビそのものだった。

				「ぐ、この」

				　力任せに押され、レジをなぎ倒す。馬鹿みたいに大きな音が響き、そこかしこから物音が聞こえ始めた。他のゾンビにも気付かれたらしい。

				「くそ、退けよ！」

				　無理やり右足をゾンビと自分の間に割り込ませ、思いっきり腹部を蹴る。少女を蹴った柔らかい感触に罪悪が募るが、彼女はもう人間ではない。

				　少女がバランスを崩し、倒れるのを見届けることなく俺は扉に向かった。

				　鈍重なやつらは起き上がるにも数秒の時間を要するため、扉を開けて鍵を閉める時間は十二分にあった。

				「……くそ、ついてねえ」

				　防火扉にもたれかかり、身体を隅々まで調べる。

				　────肩が、欠けていた。

				　いつ齧(かじ)られたか分からなかった。アドレナリンが出ていた所為だろうか。

				　まあその瞬間が分かったところでどうにもならないが、むしろ萎縮して今この場に居なかったかも知れない。

				「……ほんっと、ついてねえ」

				　ため息のような、乾いた笑いが出た。もうどうしようもなくて、笑うしかなかったのだ。

				

				　　　　

				

				「的場さん！」

				　血の付いた服を二階で捨て、血の目立たない黒シャツに腕を通していると本条さんがやってきた。ぎりぎり間に合ったようだ。

				「ちょうどいいや。これ、差し入れ」

				　レジをなぎ倒し、ゾンビに肩を食い千切られても放さなかった買い物カゴと、その中身の一番上に桃缶を乗せて彼女に渡す。

				「好きなんでしょ？　桃缶」

				「……ぁ」

				　差し出した食料を見たが、本条さんは受け取らなかった。それどころか一歩後ろに下がった。

				「……さい」

				「え？」

				「ごめん……な、さい。疑ったりして……さっき、あの、ごみが……ごみが一週間分しか無いことに気付いて、それに残った食べ物も全部、私と同じ物で……」

				　ほろりと、溜まった涙が零れた。

				　気付いたのだろう。俺が本当に、同じ量を分配していたことに。

				　リーダーは同じ物を同じ量だけ置いて、残りは自分たちで持って行った。つまり、残された食料を見れば消費具合が分かる。ゴミもちゃんと処理したわけじゃなく、そこらのゴミ箱に捨てていたため気付いたのだろう。

				　もちろんそれを見越して、ゴミやら残りの食材を隠してしまえばバレないだろう。同じ物を二つ取ってしまえば、彼女にそれは分からない。

				　だけど根が優しい彼女はそこには気が回らなかったらしい。いや、そんな酷いことはしないけど。

				「お腹空いたらさ、判断鈍っちゃうよね。仕方ないよ」

				　金の切れ目は縁の切れ目という言葉があるけど、必要な物が無いっていうのは精神的にかなり負担だ。少し前まで平和に暮らしていた十代の女の子が、そう簡単に切り替えられるはずがない。

				「ふぇ……的場さん……！」

				　抱き締められた。

				　あまり動かすと肩が痛いのだが、彼女はそれを知らないために力を入れてくる。

				　仕方なしに頭を撫でてやると、本条さんはおずおずとこちらを見た。

				「あの、的場さんはどうしてあの時、否定しなかったのですか？」

				　あの時とは彼女に疑われた時のことだろう。

				「何でって、最初からそのつもりだったしなぁ……」

				「へ？　最初からって、どういうことですか？」

				「いや、考えてみてよ。君の幼馴染は優秀だから、援軍を連れてここまで戻ってきてくれたとしても、流石に一ヶ月じゃ無理があると思うんだ。でも二ヶ月近く生き延びられれば、確率はかなり高まる」

				　一緒に生きる、なんて選択肢はもちろんない。食料を取るために地下に行くしか方法はないし、その結果、肩を噛まれるというオチしかない。

				　ちなみにだが、ゾンビ化するのは大体一週間前後だ。食われた範囲が狭いため、俺の場合はもう少し猶予があるかも知れない。

				「そんなのって……でも私、気が付きました！　気が付けたんです！」

				　そう言うと彼女はちょっと待ってください、と言い三階に上がっていった。

				　ちょうど着替えの途中だったため、若干血の付いた青いジーンズも履き替える。

				　着替え終える頃、本条さんは戻ってきた。

				「見てください！」

				　俺に見えるように掲げた右手には、缶切りが握られていた。そしてその缶切りを使い、器用に桃缶を開けていく。どうやら缶切りの使い方は完全にマスターしたようだ。

				「独りで生きるなら、二人で死んだ方がマシです！」

				　開けた桃缶の中身をフォークで突き刺し、俺の口元まで持ってくる。

				　ここで肩の傷を見せたら、この子はどんな反応をしてくれるのか……気にはなったが、そのどす黒い感情は飲み込んでおく。

				「ありがとう……でも俺、桃は食べられないんだ」

				　うぇ、と本条さんが素っ頓狂な声を上げた。

				

				　　　　

				

				「それでですね、誠くんが……的場さん、聞いてます？」

				「ああ、うん。聞いてるよ」

				　現在居場所は三階、家具売り場のベッドの上。おそらく日を跨ぐか跨がないかの時間だが、本条さんは俺と同じベッドに座っている。

				　話題は幼馴染である誠くんのことだ。だけど何というか、はっきり言えば興味のない話であるため眠くて仕方がない。

				「悪いけど本条さん。俺、そろそろ寝ようと思うんだけど」

				「わっ！　もうこんな時間なんですね！」

				「そうそう。じゃあ、おやすみ」

				「はい、おやすみなさいっ」

				　……だがしかし本条さんはその場から動かなかった。

				「あのー、本条さん？　俺、寝たいんだけど？」

				　それどころか返事すらしなくなった。よくあるゾンビものだったら、ここで本条さんが襲いかかってくるわけだけど、本人は言葉を発しないだけで真剣な表情を浮かべている。

				　どうやら何かを考えているらしい。そして当たり前だが生きている。

				「えーと、本条さん？　聞いてる？」

				　悩んでいるところ悪いのだが、本格的に眠い……のではなく、息子が暴走しているためお引き取り願いたい。生殖本能ってやつなのかは分からないが、今の俺は十代でも無かったような興奮を覚えている。

				　命の危機に曝され、というか死が決定した今、俺の本能が目の前の女の子を相手に、種を残せと訴えかけてくる。

				　給水塔の水や雨水は確保しているため、さっぱりとまではいかないものの一応身体は清潔にしている。年頃の女の子である本条さんには物足りないかも知れないが、シャンプーもリンスも揃っているこの状況はかなりいい方だろう。少なくとも野ざらしなゾンビよりは。

				　まあそんなわけで、女の子の香りが鼻腔を掠める今という現状は非常に芳しくない。

				　下手に距離が近くなった所為で、本条さんはガードが甘くなってしまっている。覗くうなじに、はだける胸元に、理性がごりごりと削られる。何のこだわりか彼女はセーラー服を着用しており、洗濯して屋上で干している時以外はそれを着ている。もちろん下はスカートで、わずかに捲れたスカートから覗く生足に、ぴくりと息子が反応する。

				　女の子は太陽の下で最も輝く存在だと思っていたが、蝋燭の火に照らされて淡く輝く太ももは不思議な艶やかさを孕んでいた。

				「……的場さん」

				　俺の質問に答えないまま、ベッドの上でずい、とにじり寄ってくる。

				「な、なにかな？」

				「男の人って、その、ああいうことをしなくちゃいけないんですよね？」

				「ああいうこと？」

				　咄嗟に頭が回らず、俺は本条さんの言葉をオウムのように復唱した。

				

				「その、お、おな……お、お……おなにぃ、です」

				

				　息子が跳ねた。

				　マスターベーションでもなく、自慰でもなく。本条さんは確かに今、オナニーと言った。

				　この子はいきなり何を言いだすのだろうか。俺に理性がなければ、既に本条さんの処女膜は無惨に破られていただろう。でも誘惑しようとしている素振りではないし、そもそも彼女には誠くんという想い人がいる。

				「……まあ、万が一間違いが起きないように、処理する必要はあるね」

				「間違い……」

				　何を想像したのか、彼女はぽっと頬を赤らめた。

				　女性にも性欲はあるし、生理前は性欲が強くなる人が結構いたりするのは知っていた。でもどこかで高校生は子供と思っていた自分がいて、なんとなくどきっとした。多分今、俺は本条さんを性の対象として見ている。だから早急に距離を取りたかったのだが、どうやら彼女には何か思惑があるらしい。

				「その……協力って大事だと思うんです。的場さんはご飯を取ってきてくれましたし、前回のお詫びも含めて、その、お礼をしたいなって」

				「えーと、つまり何が言いたいの？」

				　俺の局部をちらりと一瞥し、彼女は口を開いた。

				「あの、本番は無理ですけど、お口でなら……私、頑張りますのでよろしくお願いします」

				　そう言って、本条さんは深々と頭を下げた。

				　もちろん俺はこの提案を拒否するべきだ。何故なら彼女の幼馴染に、俺は恩義を感じているからだ。命を救われた。現実から逃げる理由まで作ってくれた。

				　その彼が己の大切な人を、俺に託したのだ。そのたった一つの頼みを卑下にできるほど俺は屑じゃなかった。

				　────だけど、この状態で首を横に振れるほど俺は聖人君子じゃなかった。

				「……ぁ」

				　無言で彼女を引き寄せ抱き締める。同じシャンプーを使っているのに、どうしてこんなにもいい匂いがするのか不思議でたまらない。

				　もう止まる気はなかった。もちろん本番まで行こうなんて欠片も思っていないが、俺は死ぬのだ。死ぬ前に少しくらい、いい思いをしても罰は当たらない気がする。彼女もここでのことを言わなければ、誠くんと順風満帆な生活が送れるだろう。

				　新規でゾンビウイルスにかかった人間は知っている限りいないし、セオリーどおりなら噛まれたりしない限りゾンビ化はしない。つまり、外のゾンビが朽ち果ててしまえば人間の逆転勝ちだ。

				「それじゃあ、お願いしようかな」

				　ジーパンのチャックを開ける。本条さんは腕の中で固まっていた。

				　そんな彼女の手を握り、既にガチガチに勃起している俺の息子へと導く。

				「あ、っつ……それに、硬いです」

				　ひんやりとした細い指が、俺の股間に纏わり付く。律儀に感想を述べる本条さんの顔は至って真面目で、行為とのギャップがさらに俺を興奮させた。

				「やり方とか分かる？」

				「や、やり方ですか!?　……た、多分、大丈夫です。ほんの少しなら」

				　そう言うと本条さんは三本指で俺の息子を掴み、くにくにと上下に扱き始めた。

				　もどかしい。快感がないわけじゃないが、むしろ焦らすだけでマイナスでしかない。もう少し手の動きを速めてもらおうと彼女を見れば、口を半開きにしたまま呆けた顔でペニスを見つめていた。

				　そういえば本条さんは、本番は無理だけど口でならと言っていた。

				　視線がわずかに開かれた口元へと吸い寄せられる。あそこに怒張したイチモツを突っ込めばどれだけの快感が得られるのだろうか。

				　俺は静かに本条さんの後頭部を押さえた。

				「ふえ……？」

				　彼女は不思議そうにこちらを見る。何が起きているのか理解できていないその表情は、俺が高校生の時に好きだった少女の顔を想起させる。本条さんと違い少女は凜としていた。だけど何故か、面白いほどリンクしていた。

				「んぷっ!?」

				　腕に力を入れると同時に腰を突き出し、本条さんの口に剛直を押し込む。ぬるま湯のような口内とペニスを押し戻そうと踊る小さな舌が、俺の理性をゆっくりと溶かしていく。

				「歯、立てないようにね」

				　右手で掴んだ頭を上下に動かす。まるでオナホを扱っているようで、初めてゾンビを目にした時にはこんな贅沢な自慰ができるなんて、思いもしなかった。

				「んぐっ……ぐぽっ、……じゅるっ！」

				　本条さんは瞳に涙を浮かべつつも、されるがままとなっている。舌を掻き分けながら喉を抉る感触は、市販のオナホでは味わえない極上のものだ。それにオナホとは違い、少女の柔らかさと立ちこめる匂いが快感を助長する。

				　技術なんてない受動的な動きではあったが、それでも射精感が込み上げてくるまでそう時間はかからなかった。

				「ごめん、本条さん。射精(だ)すよ。喉の奥で出すから受け止めてね」

				　反応はなかった。聞こえていないのだろう。

				　こんな状況では無理もないと思うし、そもそも返事が欲しかったわけじゃない。言うなればただの独り言で、彼女の口内に射精するのは確定事項だった。

				「────射精(で)る……！」

				　びゅるるる！　と吐精振動が身体を伝わってくる。まぶたの裏でちかちかと光が迸(ほとばし)った。

				「んんっ!?」

				　喉奥を貫かれた本条さんは反射的に身体を離そうとするが、生憎のことに後頭部を掴まれているため、逃げることもできずにびしゃびしゃと口内で射精を受け止める。

				「はー……」

				　腰が鈍痛を覚えるほどの強烈な射精だった。過去これほどまでに激しく精を出したことは無く、身体はほど良い疲労感に包まれている。

				「んー！」

				「ああ、ごめん。忘れてた」

				　本条さんの頭をがっちりとホールドしたままで、解放するのをすっかりと忘れていた。謝りながら右手を後頭部から退かすと、本条さんは口の中に溜めていた精子を勢いよく吐き出した。

				「うっ……おぇ」

				　びちゃびちゃとベッドに水溜まりができる。唾液と精液のにおいで凄いことになっている。

				　我ながらよくもまあ、こんなに出したものだと、呆れと謎の達成感に包まれる。流石にやり過ぎたかも知れないが、もうじきゾンビの仲間入りだなんて思うと、これくらいの得があってもいいだろうなんて考えてしまう。

				「大丈夫？」

				　嘔吐(えず)く本条さんの背を撫でながら問うと、彼女はゆっくりとこちらを見上げた。てっきり罵詈雑言でもぶつけられると思っていたが、こちらを見る本条さんは不安気な表情を浮かべており、まるで罪を咎められる幼子のようだった。

				「あ、あの、的場さん……私で、気持ち良くなれましたか？」

				　制服の袖で口を拭いながら聞いてくる。糸を引く白い液体が口と袖でアーチを描き、やがてぷつりと切れた。

				「え、あ、うん。最高に良かったよ」

				「本当ですか!?　それなら良かったです！」

				　嬉しそうに笑顔を浮かべる女子高生を見て俺は、ゾンビ化するまでの一週間で可能な限り、彼女に精液を飲ませてやると心に誓うのだった。

				

				　２

				

				「そろそろ射精(だ)すけどいい？」

				　俺がそう聞くと、本条さんは目を瞑ったまま軽く頷いた。

				「じゃあ、遠慮なく」

				　左手を後頭部に添え、腰を突き出す。ぷりぷりとした喉奥を抉るように腰を振るが、この一週間で大分慣れたらしく、嘔吐くどころか舌を絡ませてくる有様。この様子は誠くんには見せられないな、なんて思いながら右手で胸を揉みしだく。

				　ブラは予め外させておいたため、制服越しに生乳の感触を堪能する。

				　あまり大きくはないが真っ白い肌にちょこんと乗る、桜色の頭頂部は何度見ても飽きないだろう。今はセーラーを着用しているため見えないが、それでも固く自己主張をしているため場所は明白だった。

				　そのさくらんぼを指で軽くつまむと、本条さんはびくりと反応した。それに伴い開かれた口がわずかに閉じ、カリに歯が掠めた。

				「────っ！」

				　射精の瞬間、反射的に後ろへと行く本条さんを逃がすまいと、両手で頭をホールドする。

				　びゅくっ、びゅくっ、とペニスが跳ねる度に腰がびくつき、喉を突く。今までなら吐き出して終わりだったのだろうが、一週間口内で射精を受け止め続けた今の本条さんはひと味違う。

				「あー……」

				　あまり射精直後の亀頭を刺激しないように、もごもごと口を動かしつつゆっくりと尿道に残ったザーメンを吸引してくれる。まるで股間だけが温泉に入っているかのようだ。

				　そういえば、水は十分にあるためシャワーは浴びている。だけどお風呂には長らく入っていない。もちろん水風呂ならすぐにでも用意できるのだが、やっぱり熱々のお風呂に入りたいものだ。もちろん本条さんにはボディーソープでも塗りたくって、一緒に身体を────。

				「んっ、また大きくなりましたよ!?」

				「あ、ごめん」

				　ちゅぽん、と亀頭から口を離し、本条さんは驚いたように言った。確かに我が息子は、既に硬度を取り戻していた。

				「的場さんっていくつでしたっけ？」

				「……今年で二八だけど」

				「男の人って、いつまでも元気なんですね！」

				　どす、と突き刺さる。いい年したおっさんが、女子高生相手におっ勃(た)ててんじゃねーよ、と無邪気に言われた気がする。いや、被害妄想なのは分かってはいるけど。

				　まあほら、ゾンビ化一歩手前の生存本能というかね……第一、こんな美少女相手に勃たないのは病気だろう。それにまだ二十代だし。確かに全盛期よりかは衰えているけど、すぐに駄目になるわけじゃない。ピカソなんて七、八十代で愛人がいたって聞くし。

				「あ、それより的場さん。今日は何をします？」

				「そうだな……」

				　時計を見ると、時刻はお昼を少し過ぎた頃。

				　ちょっと前までは暇を潰す娯楽といえば、主に読書だった。電気が必要な物は使えないため、必然的に漫画を読んだり小説を読んだりしていた。一応アウトドアコーナーに小型の発電機が置いてあるが、これは主に暖房器具のために使用している。

				　あまり使い込んで壊れてしまったり燃料が切れると、冬は乗り越せないからだ。

				　この安全で、かつ食料も残された空間にいて凍死しました、なんて笑えない冗談だ。

				「思い付かないなら昨日の続きでもします？　私、素股のコツは掴みました！　もうマスターの領域ですよ!!」

				　そして一週間前、本条さんにフェ◯をしてもらったあの時から俺たちの暇潰しは変わった────主にエロ方面へと。

				　何せエロいことをしていれば身体はぽかぽかだ。余計な燃料を使わなくていいし、しかも有酸素運動に含まれると言っていいその行為のあとは、驚くほど飯が美味い。そして時間が経つのはあっという間だ。こんなに優れた暇潰しが他にあろうか。

				　……そんな言い訳を羅列して、俺たちは性に溺れていた。

				「ほう……それは楽しみだ」

				　にやりと笑い、息子をさらけ出したまま横になる。

				　一線は越えていない俺たちだがその手前はいろいろと体験しており、今本条さんの中で最も熱いのは素股であるらしい。昨日は上手くいかず、あろうことか挿入しかけていた。幸いそう簡単に処女は貫けず、未だ本条さんは無垢なままだ。……あれ、無垢って何だっけ。

				「ちょっと待ってください。今濡らしますので」

				　真面目な顔でそう言うと、彼女は自分の指をスカートの中に入れていく。

				「あ、ストップ。それ、俺がやりたい」

				「へ？」

				「いいからちょっとここに立って」

				　ベッドから降り、本条さんを呼ぶ。

				「こうですか？」

				「そうそう。触りやすいように、少しだけ足を開いて……そうそう！　あ、手は壁にね。あんまりお尻は突き出さなくていいよ。うん、なるべく自然に立つ感じで────いいね！　それ、その感じ！」

				　なるべく自然となるように注文を出し、完成された姿に俺は感動すら覚えた。

				「それじゃ、後ろから失礼します」

				　そっと、スカートの上からお尻を触る。────そう、今俺たちは電車の中にいる。本条さんは暇そうに車外を見ており、人に潰されないようわずかに手で扉に触れている。

				　そんな女子高生のお尻を、俺は手の甲で触れた。スカートの硬さで感触なんてないに等しいが、その「女子高生のお尻に触れた」という事実が俺を興奮させる。

				　もちろん電車の揺れで思わず当たってしまっただけなので、少女は反応を返さない。ただ暇そうに外を眺めている。

				　今度は手の平で触る。まだ揉みしだくことはせず、手の平でお尻を包むように押し当てる。わずかに力を入れてお尻を持ち上げると、少女の口から「んっ」と声が漏れた。

				　だが振り返ることはせず、ただ目を瞑っている。声を出す勇気がないのか、このまま悪夢が過ぎ去ることを待っているようだ。

				　だとするなら、遠慮は要らない。スカートの中に手を入れ、指先で太腿をなで上げる。

				「……っ！」

				　唇を噛み締めて耐えているのか、声は聞こえなかった。

				　そのまま指を上昇させると、柔らかな肉に阻まれた。ずっしりとした重みを感じるそれを、二本の指で持ち上げるようにして触れる。するとお尻に力でも入れたのか、肉が上へと逃れ重みが消えてしまった。

				　だがそんなことは無意味だよと教えるために、俺は思いっきり手の平でお尻を掴んだ。

				「……ぁ」

				　指の隙間から溢れんばかりの柔肉が、俺の行為をさらに加速させる。

				「……ゃ」

				　後ろからそっとクロッチに指を這わせると流石に看過できなかったのか、きゅっと太ももが締まる。だが俺の行動を阻害するほどの力じゃない。

				「ぅあ」

				　かりかりと中指で擦ってやると、耐えきれなかったのか声を漏らした。既にそこはぐちょぐちょとまではいかないにしても濡れていて、手触りのいいショーツは女性器にぴったりと張り付いていた。

				　そのまま穴に指を埋没させていくと、下着ごと俺の指を迎え入れる。きゅうきゅうと締め付けるそれは、押し出そうと抵抗するよりも逆────むしろ、奥へ奥へと卑しくも誘うような動きであった。

				「ぁ、駄目っ……！」

				　流石にショーツをずらして直に指を入れると小さく抵抗したが、ずっぷり中指が入り込むとその抵抗もなくなった。流石に処女膜が傷付くのが怖いのだろう。小さなお尻をぶるぶると振るわせながらじっとしている。

				　周囲にバレないようにするためか、下を向いたまま懸命に堪えている。後ろからは見えないが、きっと前から見れば下唇を噛み締めている様子が見て取れるだろう。

				　浮かび上がる嗜虐心に抗うこともせず、俺は膣内で中指を折り曲げた。

				「ひっ……！」

				　ザラリとした感触が指先から感じられる。先ほどとは質の違う快感に抗えずに少女はびくびくと身体を震わせ、根本まで入り込んだ指から逃れようと懸命に身体を動かすが……目の前の扉に阻まれて大きく動くことはできない。

				　今ここで声を出したらどうなるか。その判断力はまだあるようで、右手で身体を支えながら反対の手で己の口を覆っている。

				　流石に二本の指は入らないため、進入した中指を丁寧に抜き差しする。

				「ん……く、……ぁう」

				　絞り出すような声を出しながらも、少女は目を瞑ってこの悪夢から必死に目を逸らそうとしている。

				　俺はそんな可愛らしい抵抗に深い笑みを浮かべながら、そっと首に舌を這わせた。

				「ひゃあ！」

				　汗のしょっぱさと、鳥肌が立っているためか下と同じようにザラザラとしている感触を楽しむ。強く香る少女の体臭に、股間が強く張るのを感じた。

				「そのまま黙ってろよ？」

				　ジッパーを下げて怒張した息子を取り出し、女子高生の柔らかい尻に押し当てる。むにむにと柔らかさを確かめながらそっと下にずらしていき、亀頭でひだを掻き分けた。

				　ぬちゃぬちゃと音を立てながら開いた先には、いやらしく吸い付いてくる小さな穴がある。ここで腰を思いっきり突き出せばどうなるか……少女も分かっているのだろう。指を差し込まれた時のように動かない。

				　もし動いてしまったら、何かの手違いで穴の奥に入ってしまうかも知れない。

				　俺はその恐怖心を煽るように、腰を前へと動かした。

				「ひぁ!?」

				　首を舐めあげた時よりも切羽詰まったような声が少女の口から飛び出してきた。

				　いきなりクリ◯リスを肉棒で擦られたら誰だって驚くだろう。挿入されなかった安堵と、それに伴う快感は「何とかして周囲にバレないようにしよう」という少女の思惑を打ち破るには十分だったはずだ。

                			

	








			
				「や、……ぁ、それ、……だめっ」

				　小さな声で首を振りながら否定するが、全くもって説得力はなかった。上の口はか細い声で抗ってはいるが、下の口は隠せないほどに今の感情を主張していた。

				「聞こえる……？　凄い音だよ」

				　言いながら腰を振るが、太ももに挟まれているというのに大きな抵抗感はない。それだけ潤滑油が己の役割を果たしてくれているのだ。そしてその潤滑油は、少量じゃ役には立たない。

				「そんなに気持ちいいの？」

				　聞きながら背中に手を這わせ、ブラのホックを外した。

				「あぁ……！」

				　反射的に口を塞いでいた手でずり落ちるブラを押さえ、少女は喘ぎ声を上げた。

				「ひあああ、あう、……っあ、うあ、……ああっ！」

				　壁を失った口からどんどん歓喜の感情が漏れ出てくる。思いとは裏腹に身体は素直で、その嬌声を聞けばどんな具合かははっきりと分かった。

				　俺は腰を振りながら制服の内側に手を突っ込み、後ろから胸を揉みしだく。頭頂部のびんびんに自己主張する桜色の乳首をつまんでやると、喘ぎ声がオクターブ高くなった。

				「あ、だめだめっ……イッちゃう、イッちゃうの……！」

				　絶頂を迎えそうなのか、わずかにお尻が上がっている。俺の方は一回射精(だ)している分まだ余裕はあるが、なんとか合わせるために腰の動きを速くする。

				　バックからのし掛かるようにして腰を叩き付けていると、すぐに射精感が高まってきた。

				「射精(だ)すよ。射精(だ)すから受け止めてね」

				　一心不乱に女子高生のま○こを擦りあげながら、俺はトドメとばかりに乳首をつねり上げた。

				「やっ、だ、だめ……これすご、い…………やああああぁっ！」

				

				　びゅるるるるっ、どびゅっ、びゅ、びゅ

				

				　少女を抱き締めたまま、意識が弾けるような射精を断続的に繰り返す。どぴゅ、どぴゅっ、と吐き出された精液がショーツやスカートを汚す。

				　ひとしきり出し切ったところでようやく我に返り、ぺたりと座り込んだまま動かない本条さんを見やると、虚空を見つめているのか焦点があっていなかった。

				「あー、本条さん大丈夫……？」

				　少女……じゃなくて、痴漢プレイにより息も絶え絶えな本条さんに恐る恐る聞く。ちょっと調子に乗り過ぎたかも知れない。

				「……です」

				「え？」

				「すっぅごく良かったです！　特殊な状況下でのプレイっていうのも良いですね！　途中から本当に痴漢されているような気分になって胸が張り裂けそうでした」

				「あ、うん。それは良かった」

				　いきなり痴漢プレイという変態チックなプレイを始めたのは俺だが、若干引いてしまったのは否めない。一週間ひたすらエッチなことばかりやっていた所為で頭のねじが外れてしまったのだろうか。

				　……でもまあ、こうしていると外のことを忘れられるのは確かだ。死んでいた人たちも死んだ人たちも、みんな忘れてしまえる。頭にこびりついた醜悪な姿を少しの間でも忘れられるのはいいことだと思う。……思ってしまうのは、ただの言い訳だろうか。

				　現状、俺は特殊な状況を利用していたいけな少女をもてあそんでいるといっても過言ではない。

				「……ねえ、本条さんはこの状況を────―っ！」

				　上の階から何か物音が聞こえてきた。

				「ど、どうしたのですか？」

				　いきなりしゃがみ込んで辺りを警戒する俺に、本条さんが少し焦りを見せる。

				「今何か聞こえた。本条さんは取りあえず身支度を整えて、近くに隠れていて」

				「わ、分かりました。的場さんは？」

				「俺は上を確かめてくる」

				　そう告げ、俺は近くに置いてあった護身用の棒を握った。何かあった時のためにモップの先を外し、身近な場所に置いておいたのだ。……最初からこれを持って地下に行けば噛まれたりもせずに済んだのだが、ライトだけじゃなく武器まで持った状態で物資の入手はきついかも、なんて能天気なことを考えていた過去の自分を殴ってやりたい。

				　あの誠くんが食料を確保するために地下へと行った時、手ぶらだったからそれに影響されたのだろうが、自分が物語の主人公でないことくらい分かっていたはずだ。……この非日常に高揚でもしていたのか、なんて考えても今となっては遅い。

				　俺の死は免れない。だったら本条さんだけは、なんとしてでも生かす。

				　だから物音の正体が死者でも生者でも、害のあるものなら躊躇(ためら)わずに殺すつもりだ。

				「あの、的場さん！」

				　地下でゾンビを殺せるのか、なんて悩んでいた俺が生きている人間を殺す覚悟を決めていると、本条さんに呼び止められた。

				「どうした？」

				「……お気をつけて」

				　心配そうに言う彼女に「もちろん」とだけ告げ、俺は屋上へと向かった。

				　現在地は三階。音が屋上から聞こえたということは、恐らく死者というより生者と思っていいだろう。空から降ってこない限り、やつらが上から来ることはないだろう。だが同時に、人間も普通は屋上から来たりはしないはずだ。屋上に外壁を伝って登れないこともないだろうが、そうまでする理由はなんだろうか。

				　疾(やま)しさがないなら下からくればいい。扉は閉まっているが鍵は開いている。……となると、敵意を持った人間の可能性が高いわけか。

				「────っ」

				　息を呑む。屋上の扉が開く音がした。それに続き、こつこつと足音まで聞こえてきた。どうやら靴音を隠す気はないらしい。

				　音からして階段を下りている人間は一人。鈍い、硬めな音から察するにブーツなどのしっかりとした靴だろう。少なくともハイヒールや運動靴ではない。

				　一人なら不意打ちでどうにかなるだろう。だが靴音を隠す気がないということは、敵意はないのか……考えても答えは出ない。

				　取りあえず相手の出方を窺おうと物陰に身を隠し、下りてきた相手の姿を視界に収め────安堵のため息を吐いた。

				「こんにちは」

				　相手は女性だったのだ。もちろん女性だから無条件に安心したのではなく、その女性が迷彩服を着ていたから安心したのだ。おそらく少年たちは無事に自衛隊の基地に到着し、応援を寄越してくれたのだろう。

				　サングラスをかけ、種類までは分からないがアサルトライフルを片手にこちらを窺う様子は、女性だからと見くびれない存在感を持っていた。髪は後ろで束ねられており、咥え煙草が似合いそうな少しきつめな美人といったところか。

				「……女の子がいると聞いたが？」

				「ああ、本条さんですね。念のため隠れてもらってます────本条さん！　安心していいよ！　どうやら迎えが来たみたいだ！」

				「本当ですかっ!?」

				　ぱたぱたとこちらに駆け寄り、俺の腕にしがみ付く。……ちょっと可愛過ぎやしないでしょうか。

				「君があの少年────誠、だったか。あいつの幼馴染である本条弓で間違いないか？」

				「はい、そうです！　そしてこちらが的場和矢さんです！」

				　何故か俺の紹介をする本条さん。助けが来てテンションが上がっているのだろう。

				「……そうか。私は『第一空挺団第一普通科大隊本部中隊』所属の岡田(おかだ)悠奈(ゆうな)だ。今回は特例で君たちを迎えに来た」

				「そうなんですか？　ラッキーですね、的場さん」

				　そうじゃないだろ！　とツッコミを入れたかった。自衛隊の階級や部隊なんて知らない俺でも、『第一空挺団』の噂は聞いたことがある。

				　例えば、「お金を借りるために建物の三階から飛び降りて無傷」、「四キロの銃を抱えた一般部隊の隊員が、十六キロの装備を担いだ空挺団に笑顔で抜き去られた」、「尻で踏んで頑丈なＭ２重機関銃を破壊した」などなど……。そんな逸話からついたあだ名が『第一狂ってる団』だ。

				　さっき襲いかからなくて本当に良かった……きっと死ぬのは俺の方だったはずだ。

				「……まったく、ラッキーだよ。いろいろな意味でね。……それより、空挺団ということはここまでヘリで？」

				「そうだ。上で待たせてある」

				　だったら早くした方がいいか。

				「食料や燃料など、必要な物は？」

				「特にないな。それよりもさっさと帰った方が燃料の節約になる」

				　言外に早くしろと言われて、慌てて準備をする。必要ないとは言われたが、念のため数日分の食糧と本条さん用に服関連をバッグに詰め込んだ。

				「お待たせしてすみません────本条さん、行こうか」

				　所在なさげに佇んでいた本条さんに手を伸ばすと、彼女は嬉しそうにその手を握った。

				　本来なら本条さんの隣に立つのは俺じゃなく誠くんで、俺の役割はここまでだ。……だけど、最後の瞬間まで彼女の温もりを感じていたかった。

				「うわあ！　私、本物のヘリコプターって初めて見ます！」

				　彼女から少しピントをずらせば、そこは死者が蔓延(はびこ)る地獄だ。だというのにもかかわらず、本条さんの隣には華やかで、普段と変わらない……いや、普段では考えられないような幸せな日常があった。

				「先に登っていいよ」

				　梯子を指差してそう言うと、本条さんは「的場さんこそお先にどうぞ！」と笑顔で言ってくれた。だけどそういうわけにはいけない。

				「……ほら、後からだと本条さんの素敵なお尻が堪能できるわけで」

				「……変態っ」

				　じと目でこちらを見るが、何も言わずに本条さんは登って行く。いつの間に着替えたのか、ショーツは先ほどの行為の時とは違う物になっていた。

				「さて……岡田さん、でしたね。お先にどうぞ」

				「私は後からでいいさ。君こそ先に行くといい」

				　空を仰ぐと、ヘリに乗った本条さんがこちらに向かって手を振っていた。同時に何かを叫んでいるが、風切り音でよく聞こえない。

				「……岡田さん。本条さんをよろしくお願いします」

				「疑っているのか？　向こうでは食料も────」

				「感染しているんです」

				　見て分かるような動揺はなかった。ただ素早く腰のホルスターから拳銃を抜くと、俺の額に照準を合わせた。

				「一週間前、食料を地下へと取りに行った時に噛まれたんです」

				「……そうか」

				　ヘリの方を見上げると、本条さんが叫んでいた。先ほどとは違い真剣な表情を浮かべているが、そりゃあ少し前まで一緒にいた人間が銃口を向けられていたら困惑するか。

				「君はこれからどうするつもりだ？」

				「どうもこうも、あとは死ぬだけですよ。本条さんを守るという、誠くんとの約束も果たしたわけですし」

				　諦めたように笑うと、岡田さんは微妙な表情を浮かべた。今まで機械的な受け答えと表情だったので、てっきり特殊部隊の人間はこういった状況に慣れていて、俺の存在なんか路傍(ろぼう)の小石と変わらないものかと思っていた。

				「……君の生き様は私が見届けた。君の想いも、私が受け継ごう」

				　そして俺に向かって綺麗な敬礼をすると、岡田さんは踵を返した。がしゃん、と足下に拳銃を落とすが拾う気はないのか……いや、気付いていないのだろう。落としてしまったのなら仕方がない。そしてその落とした拳銃を誰かが拾い、何をしようと、岡田さんには関係のないことだ。

				「……あーあ、昔っから貧乏くじ引いてばっかだな、俺」

				　ぶつぶつと独り言を呟きながら、俺は拳銃を拾った。

				

				　　　　

				

				「どういうことですか!!」

				　梯子を登り終えた悠奈に対して、弓は胸ぐらを掴み上げた。

				「何で的場さんを……！　いや、それはもういいです。降ろしてください！　今すぐ私を的場さんの元に返して!!」

				　悠奈は激高する弓をどう扱えばいいか考えあぐねていた。嘘をつくべきか、それとも本当のことを言うべきか。誠から二人の関係を詳しく聞いていなかった悠奈だが、二人が恋仲にあることくらいは予想が付いた。

				（こんな世の中だ。無駄に希望を持たせるのも悪い……。それに、大切な人の死くらい乗り越えないとやっていけない）

				　悠奈はそう結論付けると、弓に目を合わせて口を開いた。

				「よく聞け。的場和矢は感染していた。本人曰く、地下に食料を取りに行った時に噛まれたそうだ。もう助からない」

				「嘘ですッ！　さっきまであんなに元気だったんですよ!?　あなたが来るまで私たちが何をやっていたか分かりますかっ？　分かりませんよね？　私たちは────」

				　ぱん、と乾いた音が響いた。ヘリが騒ぎ立てる轟音の中、その音だけはやけにリアルで、弓の耳まで確かに届いていた。

				「……え？　的場さん？」

				　ふらふらと、そのままの勢いでは外に投げ出されるような足取りで弓が歩き出すのを、悠奈はなんとか止める。だが外を────和矢を見るには十分だったようで、弓はその場にへたり込んだ。

				

				　────乾いた音のあとに見た的場和矢は、屋上で倒れたまま動いていなかった。

				

				　　　　

				

				「びっっくりしたぁー！」

				　地面に倒れ込んだまま思わず声を漏らす。銃なんて扱ったことがなかったため、映画の真似をしながら引き金を引くと本当に弾が出たのだ。しかも片手で持っていたため反動を上手く抑えることができず、そのまま地面に倒れ込んでしまった。未だに心臓がばくばくと音を立てて鳴っている。

				　本条さんを託した安堵感と、初めての発砲に対する驚きで身体を動かす気になれなかった。肌寒さを感じるも冬の空は綺麗で、そこにぽつりと映る鉄の塊がなんともいえない情緒を醸し出していた。意外と寝心地が良く、俺はヘリが見えなくなるまで倒れたまま本条さんを見送った。

				「……はぁ」

				　拾った銃を持ち上げると、ずっしりとした重みに気を引き締めさせられる。これで自分の頭を撃ち抜く……その勇気はまだなかった。いよいよゾンビになっちゃうぜ、なんて時までここでのんびり過ごすのも悪くないだろう。

				　エロ成分こそ不足するが、食料などは地下に行けば潤沢にある。燃料も気にする必要がないため、ゲームでもして暇を潰すのも一興だ。

				　最悪なパターンはいざ自殺する瞬間に弾が出ない……ってことだが、どうやって残弾数を調べるのだろうか。いじるのも怖いし、そのままにしておく。胸ポケットにでも突っ込んでおこうかと思ったが、暴発の危険性もある。……説明書も一緒に落としてくれれば良かったのに、とズレた恨みを抱きつつ俺は三階に戻った。

				　取りあえず銃は寝床の近くにある学習机に入れ、鍵をかけておく。万が一にも銃を奪われないように……とは思うも、奪われたところでどうなるというのか。死期が数日早くなるくらいだろうし、そもそも人が来るのだろうか。

				　周囲で人は見かけなかった。ラジオやらネットがあれば、もしかするとどこかの誰かと連絡が取れたのかも知れないが、生憎俺たちはそんな便利なものを持っていなかった。アウトドアコーナーにあったラジオは展示品なのか動かなかったが、展示されているということはどこかに製品が置かれているのかも知れない。まあ、あったところで意味はないが。

				「……腹減ったな」

				　飯はまだ残っているが、酒が飲みたい。未成年である本条さんがいる手前遠慮していたが、自分しかいない今遠慮する必要はない。

				「……となると、酒とつまみの位置は……」

				　脳内で位置関係を把握し、任務達成のシミュレートを行う。幸いつまみコーナーと酒コーナーは向かい合わせとなっていたため、手間はかからないだろう。無論ゾンビと出くわさなければ、という注釈が付くけど。

				　酒とつまみを入れるのには以前使った買い物カゴを使うとして、武器はどうしようか。銃は遠距離で安全に倒せるかも知れないけど、さっき撃った感触からすると上手く的に当てられるか自信はない。外しでもしようものならば、音に誘き寄せられたゾンビがわんさか集まることだろう。死ぬのに強い抵抗はないが、どうせ死ぬなら楽に死にたいし、酒を楽しんでから死にたい。

				　ならば安定の棒っきれが俺のメインウェポンとなることだろう。帰りは邪魔になるが、行きで死ななければそれでいい。ゾンビがいるなら逃げればいいし、地下に入った瞬間襲われても武器があればなんとかなるだろう。

				　……うん、それでいこう。

				　俺は買い物カゴの中にライトを入れ、棒を持つとそのまま地下に向かった。やる気がある内に行かないと、これがやる気じゃなくて気紛れだった場合、俺は今生(こんじょう)で酒を飲むチャンスを永遠に失うこととなる。

				「…………っ」

				　コツコツ、と靴音が鳴り響く中、地下への階段を下りていく。まだ昼間であるため外は明るいはずだが、ここまで来ると光がほとんど入ってこない。カゴの中に、転がらないよう固定されたライトが無ければ数段下は完全な真っ暗闇だろう。

				　文明の機器に感謝しながらも防火扉にたどり着く。その脇にある小さな扉を開けば、そこはいつゾンビに襲われるかも分からない危険地帯だ。輪のような取っ手をゆっくり回し、俺は音を立てないようにそっと扉を押し開く。

				　きぃ、とわずかな唸り声と共に扉は開かれ、その奥からは濃厚な闇と何かが腐乱した臭いが流れ込んでくる。ここはお前が来ていい場所じゃないと言われたようで腰が引けるが、既に死へと片足を突っ込んだ身としてはその程度のことで逃げるわけにもいかなかった。

				　本音としてはここの扉は開けっ放しにしておきたかったのだが、気付かぬうちにゾンビが上へと侵入し、夜間寝ている俺に……と考えると、扉を閉めないという選択肢はなかった。なので音が出ないようにゆっくりと扉を閉める。

				　カゴを持ち上げると、この真っ暗闇ではあまり役に立たないライトが先を照らした。もっと光量の多い物にすれば良かったと後悔しつつも、カゴを動かして辺りを探る。右手の棒は短く持ち、咄嗟に動けるようにしておく。

				　────不意に、かさりと。何かを漁るような音がした。

				　反射的に身体がびくつき、カゴが軋む。恐る恐る音の方にライトを向けるとそこには。

				

				「……あの時の、女の子？」

				

				　少女が座っていた。かさかさと何かが音を立てる。

				　背後から確認できるシルエットは正しくゾンビだった。正確にいうなれば俺の肩を囓ったゾンビか。

				　ショートヘアーで……ボブカット、っていうのかな。茶色に染められた毛先が肩の上で踊っている。

				　もちろん俺も、自分を死に至らしめる存在がいただけならここまで狼狽した声は出さなかっただろう。だがしかしそのゾンビは────菓子パンを口にしていた。

				「え？　いや、嘘だろ」

				　思わずここがどこだか配慮のされていない声量で独り言を呟いてしまった。もちろん当の本人はその音に反応してこちらを見る。その手にはやはり菓子パンが握られており、口にはそのカスが付着していた。何度確認しても人間を食べているオチは無く、やはり少女はメロンパンらしき物を口にしている。

				　少女は俺の姿を視界に収めても襲いかかってくることはなく、どこか焦点のずれた瞳でこちらを見やりながら、黙々と口にパンを運んでいた。

				　治ったのか。ウイルスとは一過性のもので、既に少女は症状の緩和が始まっているのか？

				「あ、……君、ちょっといい？」

				　声をかけるがやはりどこか虚ろで、意味を理解してこちらを見ているというよりはゾンビと一緒で、音に反応しているように見えた。だけど人間以外を食しているゾンビなんて聞いたことがないし、少なくとも少女が一般的なゾンビだとは思えなかった。

				　意を決して近付き、ちょんと肩に触れるも少女はその手を見るだけで何もしなかった。やはりゾンビではないらしい。

				　これはどうするべきか……悩んでいると、前方から音がした。暗闇でよく見えないが、多分音を立てた所為で他のゾンビに見付かったのだろう。もしかするとそのゾンビも目の前の少女と同じで、既にゾンビという枠組みから外れているのかも知れない。

				　だけど万が一のことを考え、俺はその場を後にすることにした。

				「ごめん、引っ張るよ」

				　────もしかすると人類の希望となるかも知れない、少女を連れて。

				

				　　　　

				

				「うーん」

				　腕を組んで唸ると、少女はちらりとこちらを見やった。お腹が膨れたのか現在菓子パンは食べていない。

				　手を伸ばして頬に触れると、ほんのりとした温かさが感じられた。どうやら生きているらしい。

				「自分の名前、分かる？」

				　もちろん少女は応えない。声に反応はするが、内容までは分からないらしい。それとも内容は分かっていても、それに反応することができないのか……。

				　彼女が特別な存在、ということはまず間違いがない。先ほど屋上に行って蔓延るゾンビ共を確認してきたが、いつもどおり……という言葉が正しいかは置いておいて、取りあえずゾンビ共に変化は見られなかった。こちらを認識してショッピングモールの壁に張り付く様子も変わらず、多分このまま外に出たら一瞬で食い尽くされるだろう。

				　だから俺が特別というわけではなく、この少女が特別と思った方がより適当だ。

				「……取りあえずこっちで名前付けるけど、怒らないでね」

				　少女と呼称するのも情緒がない。せっかくこの世界で二人っきり、しかも菓子パンを食べるゾンビなのだ。名前くらいあってもいいだろう。

				　……ボブカットだから『ボブ』とかどうだろうか。多分俺より強いな。

				　流石にボブは可愛くないので別の案を考えるも、そもそも俺にネーミングセンスなど皆無だ。

				「明るい茶髪だから……アカリちゃん……いや、彩り的な……彩(あや)とかどうよ！」

				　そんな感じで彩ちゃんに決定。本人も満更ではないようで、虚ろな瞳をこちらに向けていた。内心このおっさんぶっ殺すぞ、なんて思っているかも知れないがその思いは届かない。

				「じゃあ彩ちゃん、ちょっと調べるけどごめんねー」

				　まずは上から、着ている服を脱がす。ここで俺に彼女とか嫁さんがいれば、服なんて野暮ったい単語は使わなかっただろう。ただ名称が分からないため、服としか言いようがなかった。一応おしゃれな服なのは分かる。

				　本条さんがいれば聞けたかも知れないが、本条さんの目の前で彩ちゃんの服を脱がすシチュエーションなんて生まれなかっただろうし、結局彩ちゃんの服は服であり、それ以下でもそれ以上でもない。

				　何とか四苦八苦しながら服を脱がすと、彩ちゃんはキャミソールにスカートという格好になった。ちなみにキャミソールくらいは分かる。

				「うっわ、エロ……」

				　小麦色に焼けた肌に反して、お腹は真っ白だった。腕もくっきり境界線ができており、もしかすると彩ちゃんは何か部活動でもやっていたのかも知れない。

				　ぺたりと座り込む彩ちゃんを上から覗き込むと、キャミソールの間からピンク色の乳首が見えた。ブラ付きのキャミから乳首が覗くということは、カップはそこまで大きくないのだろう。手を当てると、控えめだが柔らかな弾力が感じられた。ぎりぎりＢカップくらいだろうか。

				　服を着ていた時は大人っぽく見えたが、こうして見ると幼い。もしかすると本条さんより若いかも知れない。本条さんが女子高生だということを考えると、今の俺は立派な犯罪者だろう。いや、本条さんと淫靡な生活を送っていた時点で犯罪者か。

				　開き直ってキャミソールも剥ぎ取る。上半身裸でスカートという卑猥な格好ではあるが、あくまでもこれは調査のためだ。

				「傷は……無いな」

				　腕を持ち上げて脇の下を見るが、どこも真っ白だ。傷一つ無い。

				　次は下半身だな、とスカートを脱がそうと思ったが、脱がす前に捲ってみる。灰色の地味なパンツだった。外側と違って見えない内側には無頓着なのだろうか。

				　上半身とは違い、下半身は結構小麦色に焼けている。足の付け根まで焼けているのを見ると、もしかしたら水泳部だったのかも知れない。スカートとパンツを脱がすと、お尻だけは真っ白だった。

				「……やっぱり無いな」

				　足の先まで調べるも小さな擦り傷一つ無い綺麗な身体だった。

				　仕方なしにまだ調べていない場所を調べるため、彩ちゃんをうつ伏せに寝かせる。そのまま真っ白な少し小振りなお尻に触れる。本条さんは女性として身体も成熟していたが、彩ちゃんはまだまだ成長中なようで、触れたお尻は硬さが残っていた。柔らかな感触というよりも、ゴム鞠のような弾力のあるお尻だ。

				　その弾力のあるお尻を両手で包み込み、俺は尻たぶを左右に開いた。

				　窄まったピンク色のア○ルと、ぴったりと閉じた割れ目が見える。びらびらを広げると、中からア○ル同様ピンク色の中身が顔を出した。穴の開いた薄く透明な膜が張っており、彩ちゃんが無垢な存在だということを証明している。

				　親指と人差し指を使ってくぱくぱと開閉を繰り返すと、やがてにちゃにちゃといやらしい音を立てるようになった。

				「……ん？」

				　生きているのだから当然代謝があるのだろうけど、まさかゾンビだった女の子が刺激で濡らすとは予想もしなかったので少し驚く。

				　処女膜を傷付けないようにゆっくりと中指を挿入すると、膣内(なか)はほんのり温かくわずかに濡れていた。当たり前だが穴は本条さんより狭く、指一本ですらきゅうきゅうと締め付けてくる。

				「入んのかな、これ」

				　呟き、ようやく自分がこの未発達な少女を蹂躙しようとしている事実に気が付く。完全に不純な動機で彩ちゃんを脱がせたわけではなく、ゾンビになったであろう理由となる傷口を探していたのだが……途中から邪(よこしま)な気持ちを抱いていたのは否定できない。

				　どこか使命感のような気持ちで本条さんとはセックスをしなかった所為か、俺は今異常に興奮していた。

				　生きているとはいえゾンビだった障害か、彩ちゃんはまともに反応を見せない。だからこうやって全裸に剥かれようが反抗せず、それが無性にエロかった。レイプ目とも違う……何というか、時間が停止した世界で少女を犯すような背徳感があった。時間停止と透明人間は男の夢だと言えるが、正にその一つが達成されているかのような感覚に陥る。

				　膜が破れないようにゆっくりと指を抜くと、俺はガチガチに勃起したペニスの先端を中学生の未成熟なま○こにあてがった。指をもう一本増やして丹念に濡らしてもよかったが、流石に二本も入れたら処女膜が裂けてしまうかも知れない。せっかくだから自分の物で破りたいという欲求に耐えられなかった。それにきっと、痛みなんて分からないだろう。

				「ぐ……きついな」

				　腰を突き出してぎちぎちと膣内に挿入するも、あまり濡れていない所為かこっちも痛みを感じる。

				　柔らかなま○こをペニスでつつくのは気持ち良いが、奥に挿入しようとすると硬過ぎて入らない。両手で彩ちゃんの腰を掴んで引き寄せつつ、無理やりねじ込むとなんとか先っぽだけが埋没した。

				　彩ちゃんは胸だけではなくおま○こも未成熟で、毛も満足に生えていなかった。そのおかげでくっきりとねじ込まれたペニスが見えるが、既に真っ赤に染まっている。無残にも処女膜は破られたらしい。

				「おめでとう、彩ちゃん。これで大人っぽい格好しなくても、れっきとした大人の女性の仲間入りだね」

				　浅い箇所で処女膜を破るように抜き差しを繰り返す。もしもまともに意識のある状態なら耐えられないような痛みだろう。流石に本気で痛がって絶叫されたら、俺も萎えるかも知れない。幸い相手は彩ちゃんなのでその心配はなく、遠慮なく腰を動かすことができる。

				「お、良い感じに濡れてきたかも」

				　もちろんそれは愛液などではなく、処女の証たる破瓜の血だ。

				　愛液とは違って粘度は無いが先ほどよりもマシなようで、力を入れると若干の抵抗と共にペニスが呑み込まれていく。まだ引っかかりは感じられるものの、スムーズに抜き差しが行えるようになった。

				　しかし完全にはこなれていないため、入れる時よりも抜く時の方がカリが引っ掛かって気持ちが良い。残った処女膜を抉(えぐ)るように浅いところで腰を動かす。

				　だいぶ射精感が込み上げてきたが、せっかく生なのだから奥で射精したい。そう思って最奥を突くと、

				「…………ぁ」

				　彩ちゃんはわずかに喘いだ。

				「ぁ……ぁ」

				　こつこつと子宮を叩くと内臓が圧迫されてか、中学生らしい高く可愛らしい声で鳴く。

				　そんな不意打ちに耐えられるはずもなく、俺は雄叫びのような絶叫を上げながら鈴口を彩ちゃんの子宮にぴったりと合わせ、全力で精を放った。

				　びゅく、びゅるるるる、びゅっ、びゅっ、びゅく……

				　彩ちゃんの中で何度もペニスが跳ね、その度に吐き出される精子が女子中学生の子宮を汚す。

				　元ゾンビとは言え、代謝のあるゾンビなのだ。無防備なおま○こにゼリー状の精液をぶっかけたら妊娠してしまうかも知れない。

				　そんな背徳感に背筋を振るわせながら、俺は最後の一滴まで彩ちゃんの中に注ぎきった。

				「癖になりそう……」

				　射精直後の半萎えペニスをゆるゆると締め付けられ、まるで温泉に浸かっているみたいだった。

				　まだ幼さの残る少女の首筋に顔を埋めていると、俺の息子はすぐに硬度を取り戻していく。

				「ごめんね、彩ちゃん。もう一発いいかな？」

				　もちろんその問いに応えが帰ってくることはないが、最初から許可をもらうつもりはない。

				　────どうせ死ぬのだから多少好き勝手に生きてもいいだろう。そんなことを思いながら、俺は一心不乱に彩ちゃんを犯すのだった。


                			

	
			
				二章

				

				　１

				

				　不思議なことがある。もちろんゾンビが蔓延るこの世の中も不思議だが、それよりも俺────ゾンビに噛まれたというのに死にもせず、かといってゾンビになることもなく二週間が立とうとしている俺こそが不思議な存在だった。

				　当初は菓子パンを食べるゾンビ、彩ちゃんが特別な存在だと疑っていなかったのだが、もしかすると俺の血肉を喰らったことが原因なんじゃないか、と思うようになってきた。それほど現状の俺は健康に何か害があるわけでもなく、むしろ元気過ぎて困るくらいだった。

				「……ぅあ」

				　最奥をつつくと彩ちゃんは反射的に呻き声をあげた。最近は膣内(なか)もこなれてきており、入口をカリで引っかけるように抜き差しすると、はしたなくきゅうきゅうと締め付けてくる。

				　初めて犯した時は硬く、押し出そうとする中学生おま○こを抉る感覚が堪らなく気持ち良かったが、今は高級なオナホみたいで違った良さがある。ねっとりと絡み付いてくるが、そこは中学生。締まりがよくペニスを抜こうとすれば、絶対に離すまいと膣が伸縮する。

				　ぎりぎりまで抜けばカリに掻き出された精液がぼたぼたと落ち、シーツに染みを作った。朝から既に三発も発射しているのだが、俺の息子は一向に萎える気配を見せない。一発の量も凄く、ＡＶの偽精液のように彩ちゃんの顔面を白濁液にまみれさせても、まだまだ序の口と言わんばかりに出る。最早新種の病気だった。

				「流石にやり過ぎかな、これは」

				　バックで挿入しながら彩ちゃんの真っ白なお尻を撫でる。一日のほとんどを全裸で過ごしているが、幸い屋内であるためか焼けることはなく純白の境界線を保っている。しかしこのまま何もしなければいずれ消え去ってしまうであろう小麦色の肌を惜しみ、俺は彩ちゃんを屋上に連れて行くことを心に固く誓った。

				　季節は冬であるため、流石のショッピングモールといえども水着は置いていないはずだ。最悪下はパンツでいいとして上は……どうしようか。この水着のラインを出すには普通の肌着では無理だと思う。

				　手作りできるほど器用じゃない……わけではないけど、手芸の経験は皆無と言ってもよかった。中学の頃、なんとなく家庭科の授業でやった記憶しかない。

				「本屋に行けば手芸関係の本があるかも────ぅあ」

				　天啓とばかりに閃いたその案を妨害するかのように、彩ちゃんの膣が凝縮する。どうやらイッたらしい。

				「……彩ちゃん、イク時は『イク』って言ってくれないと困るよ」

				　危うく中途半端な快感のまま放出するところだった。俺的にはぎりぎりまで我慢してから発射する方が好きなので、なんとか堪え切れてよかった。

				「ふっ……ぁ……うぁ」

				　お仕置きの意味も込めて彩ちゃんの腰を撫でると、イッたばかりで敏感な身体はびくびくと震えた。それに合わせて、膣も精液をねだるように吸い付いてくる。

				　流石にそんな状態で挿入を繰り返していると限界が訪れる。今日何度目か分からない精を子宮に浴びせるため、俺は彩ちゃんのおま○こからペニスを抜き取ると、正常位で再び挿入した。個人的な嗜好としては真っ白なお尻が見える後背位が好きなのだが、正常位だと彩ちゃんの生意気そうな顔がよく見えていい。

				　中学生らしい幼さと大人っぽさを同居させた顔立ちは、無表情なのも相まってどこか生意気に見える。生前……と言っていいのか分からないが、取りあえずゾンビになる前の彩ちゃんはどんな娘だったのだろうかと想像すると、堪らなく興奮する。……もしかすると俺はロリコンなのかも知れない。こんな世の中なのだから、そんなことはどうでもいいけど。

				「んぅ……あ……」

				　内蔵を押し出すようにペニスを叩き付けるも、表情一つ変わらない。だけど確かな変化があり────彩ちゃんは俺の顔を、自分を犯している男の顔をはっきりと認識していた。

				　一週間前はどこか虚ろな表情を浮かべ、焦点は合っていなかった。今も表情はまだないが、目はしっかりと俺を見ていた。そこから感情を読み取ることはできないが、人形ではなく女子中学生を蹂躙しているのだという実感が俺を昂ぶらせてくれる。

				「……んちゅ、じゅる……ぷはっ」

				　元が付くとはいえ、ゾンビ相手に舌を差し出す行為は少し恐ろしくもある。当然それは死に対する恐怖というよりも、このおかしく異常で、非日常的な日常が壊れることに対する感情だった。俺はこの狂った現実を謳歌していた。

				「はあ……はあ……」

				　息を切らせながらも、射精の兆候を感じてラストスパートに入る。相手のことを慮ることのない腰の動きは、すぐに俺を限界まで誘った。

				「────射精(で)るッ！」

				

				　びゅるるる、どびゅ、びゅ、びゅ、びゅびゅっ

				

				　熱い塊が尿道から吐き出され、びしゃびしゃと未成熟なおま○こを汚す。

				　既に最低でも三回は彩ちゃんの膣内(なか)で射精(だ)したというのに、射精量は全く変わらなかった。むしろ回数をこなして射精までに時間をかければかけるほど、より濃くて量の多いものとなっている気がする。

				　軽く腰を振って尿道に残った精液を全て吐き出すと、萎えることのないガチガチの息子を抜く。しかしすぐに精液は垂れてこなかった。ゼリー状のためそう簡単に出てはこないようだ。

				　……正直まだ出したりないが、そろそろセックス三昧の日常に終止符を打つ頃合いだろう。

				　彩ちゃんは確実に人間らしさを取り戻していっている。そこに記憶が含まれるかは分からないが、こうして自分が死なないことが分かった以上、ここで生きていくことを考えなければならない。

				　そうなると彩ちゃんと俺だけでは厳しいものがある。地下にある食料は有限だし、この場から離れることも選択肢の一つであることを頭に入れておかないといけない。

				　もちろん離れると言っても食料調達で、拠点はここだ。

				　だからその拠点を守り、欲を出せば屋上で食料の栽培などができる人員が欲しい。

				　だが、生きている人間は俺と彩ちゃん以外にいない。

				　本条さんのいる場所まで行けば人員はもちろんのこと、食料も防衛設備も整っているだろう。だけどそこまではどう行くというのか。第一、俺は既に死人である。こうやって生きているのだからゾンビに間違われることはないと思うが、それなら何故ゾンビじゃないのかという疑問が生まれる。

				　嘘をついた、と言っても信用されないだろう。少なくともあの空挺部隊の人は、俺の嘘を見破る。

				　だから俺のすることは一つだ。シンプルで、今やっていることを繰り返せばいい。

				　────ゾンビを人間に、戻せばそれで解決だ。

				

				　　　　

				

				「つっても、どうやって捕獲しようか……」

				　いつもの地下に繋がる階段に座り込み、俺は思案していた。

				　一応、策……なんて大したものではないけど、方法は考えてある。やつらを捕まえるのにガムテープだとかは役に立たないし、頑丈な手錠があったとしても意味がない。痛みがない……のかどうかはゾンビになってみないと分からないことだが、少なくともやつらは腕がちぎれようが気にせずに噛み付いてくる。だから狙うとしたら足だ。

				　頭を潰せば一発で動きは止められるが、殺してしまっては意味がない。あくまでも生きている状態じゃないといけないのだ。死んでいるけど。

				　そして俺は、そのためにスポーツショップに寄ってバットを入手してきた。

				　足を潰せば脅威は一気に下がる。もちろん下半身が無くともやつらは俺を食おうと躍起になるだろうが、歩かない分、対処はしやすい。しやすい……のだが、それじゃあまともに作業ができないだろう。俺に必要なのは人員だ。

				　それ故に悩んでいる。割と安全にやつらの動きを封じることができて、しかもピンチには武器になるバット。それ以上に条件に合う物が他にないか……もしかしたらあるのかも知れないし、多分あるのだろう。だけど一旦これが最善と思ってしまうと他に案が出ない。彩ちゃんに相談できれば良かったのだが、生憎彩ちゃんは喋れない。となるともう、残された選択肢は一つしかないか。

				「よし」

				　立ち上がり、階下に向かった。

				　そもそもまだ実験段階なのだ。俺の血肉を与えるという行為によって、ゾンビが元に戻るなんて保証はない。なので妥協する必要がある。取りあえずは対象の身体がぐちゃぐちゃになろうが生きていればオッケーとして、血肉を与えてからの経過を見てどうするか決めるとしよう。

				　まとめたところで防火扉を開ける。錆びているのかわずかに軋みつつも、引っ掛かることなく開けることができた。最悪なパターンはここでいきなり襲われることだが、相変わらず地下は静かだ。

				　だからといって何もいないわけじゃない。息遣いが聞こえるわけではないが気配はある。集中した世界で自分とは異なる存在がいればすぐに分かる。本来ならここからその気配を排除することが大事なのだが、今は逆だ。あの時(・・・)と違って、気配を認識し続ける必要がある。

				「……頼むから一人で来てくれよ」

				　緊張を誤魔化すために口を動かし、バットで床を軽く叩いた。カン、と乾いた音が辺りに響くも、変化は見られない。近場のゾンビを呼び寄せるために音を鳴らしたわけだが、流石に小さ過ぎて気付いてくれなかったようだ。

				　再度バットで地面を叩き────ガン、と音が鳴った。

				「っ！」

				　瞬間、無数の気配がこちらに向くのを感じ取り、全身に鳥肌が立つ。

				「くそっ！」

				　手が震えている。力の入れ具合を間違えたのだ。単純なミスだが、この場では笑えない。

				　扉はすぐ背後だ。両脇はバーゲンセールのように服が詰め込まれた物で塞がれているが、それを押し退けながら進むことはできるだろう。左右同時に襲われた場合、対処をミスればあの世行きだ。

				　急いで持ってきたライトで左右を照らすも、一応人影は見られない。俺がいる場所は出っ張りになっており、左右は見ることができてもナナメ後ろは見えない。きちんとここを探索したことがないためどうなっているか分からないが、何かしらの空間があるようだ。

				　外と繋がっているのか、それとも行き止まりなのか。もしかしたら右と左は繋がっているのかも知れない。だけど分からない以上逃げ場にならないし、むしろ何かが潜んでいるかも知れない分、危険な場所だとしか言えない。

				　一応気配は正面からしか感じ取ることはできないが、今にも集中が切れそうなのだ。実際に正面から来たゾンビと対峙している間に左右からやって来られたら察知できない。

				　引き返すなら今だ。この先いくらでもチャンスはある。……だけど、このピンチと呼べないような状態で逃げていたら、いつまで経っても前進できない。ほんの少しの危険くらい享受できないと、この世界を楽しむことなんて不可能だろう。

				　……腹は決まった。俺は前を見据える。

				　わずか十メートル先に影が一つ。その先は暗くて見えないが、確実に何体かのゾンビがいるようだ。

				　やはり歩みは遅い。やつらは一歩一歩こちらを焦らすように歩いてくる。単体で見れば脅威にすらならないだろう。無論近付けばその力は馬鹿にはできないが、当たらなければどうということはない、ってやつだ。

				　三〇秒。三〇秒で仕留めれば安全に上へと戻れる。万が一にも手こずったら後ろのゾンビに追い付かれ、ゲームオーバーだ。

				「……ふぅ」

				　近い。もう目の前だ。バット二つ分くらいだろうか。こちらの攻撃は当たらない。だけど押し倒すように迫られたら一瞬で無くなる距離だ。油断はできない。

				　一歩。

				　また一歩。

				　ふと、どのくらいの勢いでバットを振れば足は折れるのだろうかと疑問が浮かぶ。まあ全力でやれば確実だろうと、どこか呑気に思った。

				　ゾンビがさらに一歩踏み出す。ライトは腰に装着され、直接ゾンビを照らしているわけではないが、十分に顔が見える距離だった。

				　ゾンビは、見たこともない男だった。

				「────っらあ！」

				　腰を落とし、野球のフルスイングのように男の左足を狙った。

				　直後ぼぎんっ、と凄まじい音が辺りに響いた。バットで地面を叩いた時の比じゃない。うっかり鉄製の机を叩いてその足をへし折ったかと思ったのだが、腕に痺れるような感覚はなく、気が付いたら目前にいたゾンビは地に伏していた。わずかに照らされた足は真逆の方を向いており、膝裏であった場所から白い何か(・・・・)が突き出している。

				　そこからじわりと赤い液体が漏れ出しており、周囲は鉄くさい臭いで充満した。

				「……っ」

				　少し加減はした。ほとんどフルスイングに近かったが、全力ではなかった。だというのにもかかわらずこの有様……ゾンビが脆くなっていたのか、そもそも人間はこんなにも脆い存在なのか。

				　生きている人間を殴ったことのない俺に真偽は不明だったが、迷っている暇はない。

				　這いつくばりながらもこちらを目指すゾンビを跨ぎ、反対の足にもバットを振り下ろす────今度は弱過ぎた。骨にめり込むような感触がするも、折れてはいない。

				　再度バットを叩き付けると、軽快な音と共に骨が砕けた。加減が難しいが、なんとなくコツが掴めたような気がする。その感触を忘れないように左腕にも一撃を与えると、またもや失敗。当たり前の話ではあるが、腕と足では耐久力が違うようだ。

				　それを念頭にバットを振り下ろせば、右腕は綺麗に折ることに成功した。

				「……他は今度にするか」

				　熱中していた所為かここがどこだか忘れていた。背後には複数のゾンビがゆらりゆらりとこちらを目指して行列を作っている。美味い店でもあるのだろうか。笑えない冗談だ。

				　俺はわずかに呻き声を上げるゾンビのぶらつく足を掴み、引き摺りながらその場を後にした。

				

				　２

				

				　ゾンビを拉致してから三日が経過した。既に俺は最初のゾンビを含む四体の捕獲に成功しており、それぞれとある実験を行っている。

				　内訳はそれぞれ成人男性成人女性、少年と少女だ。

				　本来なら同じ年齢のゾンビをそれぞれ二体ずつ用意したいところだが、最近騒ぎ過ぎた所為か地下にゾンビが常駐しており迂闊に扉を開けられない。幸い食料は半年近く生き残れるほど蓄えてあるため、また時間が経ってから補充に向かえばいい。

				　優先すべきは生き残ることであり、最悪何も進展しなくていい。彩ちゃんがたまたま適合しただけだと思って諦めるのも一つの手だ。食料は確かに有限だが、今はまだ沢山ある。だから無理をせず、目の前のことに集中して一歩ずつ歩みを進めていこう。

				「彩ちゃんありがとう。向こうにご飯用意してるから、食べておいで」

				　ちょっと席を外している間に何かがあってはいけないため、ゾンビ共の見張りを彩ちゃんに頼んでいたわけだが、どうやらこれといって異変は起きなかったらしい。彩ちゃんは俺のことを一瞥(いちべつ)すると、そのままふらふらと奥に消えていった。フードコートに用意している食事を取りに行ったのだろう。

				　向こうから特にアクションがあるわけではないが、最近の彩ちゃんは意思疎通がほぼ完璧だ。こちらの意図を間違いなく把握できているから、多分言っていることは理解できているのだろう。

				　もちろん夢遊病患者みたいに意識があるのかないのかよく分からない状態だが、少なくとも人間に戻りつつある。このまま行けば会話もできるんじゃないか、と思うのは早計だろうか。

				「ふむ……確実に死んでるな」

				　彩ちゃんが退屈そうに見ていたゾンビを確かめると、どう足掻いても死んでいた。異変が起きないわけだ。

				　これで実験の結果、人間的思考ができるようになって死んだふりを覚えた……なんてことなら洒落にならんが、脈が止まっている。ゾンビは心肺機能が強化されるのか、冬眠中のクマ並にゆっくりとではあるが心臓が動いていて、でもこいつらはやはり止まっている。

				　ちなみにこいつらとは成人二人組と少年である。早くも全滅のピンチ。

				　実験内容は『俺の血液を定期的に与えることで症状は緩和するか』だったのだが、緩和し過ぎたらしい。

				　一応男女間の差違、大人と子供の差違を見るために、お亡くなりになられた三体のゾンビを被験者として選ばせていただいたわけだが、見事に失敗。何も与えられていない少女だけが唯一の生存死体となった。

				　そしてこの残った少女に行う実験は『俺の精液を定期的に与えることで症状は緩和するか』だ。

				　簡単に言えば今から少女を犯すわけだ。

				　そんなわけで改めて少女を眺める。感想としては小さい。以上だ。

				　間違いなく小学生だろう。年齢は分からないが、多少なりとも膨らんだ胸を見るに四年生から六年生の間だと判断できる。

				　大人と違って手足は折れていないが、四肢は何重にもロープで縛られ身動きが取れない状況だ。大の字でうつ伏せになって、ベッドに縛られていると言えば分かりやすいか。

				　口は塞いでないため、呻き声を上げながらこっちを見ている。首が痛そうだ。

				「ほーら、ご飯ですよー」

				　正面に立って指を差し出すと、少女は懸命に舌を突き出して口にしようとする。力でベッドが軋み、チャームポイントのツインテールがふりふりと揺れる。

				　ゾンビなら手足がもげてでも差し出された指に食いつくイメージがあるが、流石にゾンビといえどもリミッターはあるのか。それとも単に力を出せない体勢なのかは分からないが、少なくとも少女は全く動けないらしい。

				　好都合だ、と思わずにはいられない。この状況下で、舌を突き出す少女を見てやることと言えば一つだろう。

				　俺は即座にチャックを下ろし、ギンギンにそそり立ったペニスを少女に突き出した。

				　現実なら……まあ現実なのだが、取りあえず今までのごく普通の日常でこんなことをしていれば、俺は一発御用だ。会社も首になり、出所したあともロリコンのレッテルが貼られて碌に生活することもままならないだろう。まあレッテルとは「イメージ付け」という意味で、こんなことをしておいて否定もクソもないのでそこは置いておく。

				　とにかく今までなら人生が終了していただろう。でも今はどうだ？　万が一通報されたとして、警察なんてまだ生きているかどうかも分からない。むしろ警察がこんなことをしているかも知れない。

				　それに────

				「うぉ……本条さんに負けず劣らないテクニシャン……！」

				　少女は嬉々として俺の大人ち〇ぽを舐めている。舌が攣(つ)りそうなほど懸命に伸ばし、亀頭を削り取るような勢いで熱心にねぶっている。その勢いは天井知らずで、正確に言えばテクニックとは言えない力技なのだが、それ故単純に気持ちが良かった。

				　これで口内に突っ込んだら昇天するような快感を得られるのかも知れないが、それを感じる器官は一瞬で消えるだろう。歯を全部抜いたところで、歯茎と顎の力で噛み千切られそうだ。顎を砕いて歯を全て抜いて……流石にそこまで徹底的に破壊してしまうと萎えそうだ。あくまでも可愛らしい小学生が一生懸命になっている姿がいいのであって、道具として扱うなら電動のオナホでもパクってくればいい。

				　道具じゃないから価値があるのだ。……でも確かに、喉を嘔吐くくらい犯したいという願望はある。

				　近くにＳＭショップでもあれば開口器が手に入るのだが、いかんせんそういった店とは無縁の枯れたリーマン生活をしていたため、思い当たるような店は無い。

				「ネット環境とかまだ生きてるのかな……」

				　テロ対策で電気とか水道は優先的に守られるとかそんな話を聞いたことがあったけど、止まってるしな……。ゲームだと知識のある生存者を仲間と協力して現地まで護衛し、インフラを復活させる……とかそんなエピソードがほぼ必ず盛り込まれるんだけどね。

				　そんな主人公みたいなやつは……ああ、一人だけ心当たりがあった。本条さんの幼馴染で俺の命の恩人でもある誠くん。彼なら何かをやってくれるかも知れない。

				　俺は精々それまで死なないように生き延びるだけだ。

				　あとはテキトーに流れに乗じて、もしも俺が噛まれたことを知っている人間と会ったら誤摩化せばいい。あの特殊部隊の……岡田さんにさえ会わなければなんとかなるだろう。

				「うぉ!?」

				　そんな感じでつらつらと頭の中で今後の展開について思い馳せていたら、いきなり少女の舌が尿道にねじ込まれた。無論突然の刺激に耐えられるわけもなく、俺の息子は呆気なく限界を迎えた。

				

				　びゅるるる、びゅっ、びゅくっ

				

				　発射された精液が少女の顔に、少し早いお化粧を施す。

				　ゾンビたちが何をもって餌と認識しているのかは全くの不明だが、目の前の少女にとっては精液も立派なご馳走であるらしく、舌の届く限りの精液を懸命に舐め取っている。

				　顔に付着したものはもちろん、ベッドで水溜りとなっているものですら舐め取らんと躍起になっている。

				　俺はそんな少女を尻目にベッドに上がった。今はまだ精液の優先度が高いらしく、少女は気にしない。それをいいことにズボンとパンツを剥ぎ取ったが、ゾンビである少女は気にする素振りも見せない。

				　小振りで真っ白なお尻と対面する。今からこのお尻を真っ赤に染めるのだと考えると、射精したばかりのペニスが一層固くなった。

				　もちろん小学生だからと言って遠慮する必要はない。

				　俺は熱心に精液を啜(すす)る少女を尻目に、ベッドの上へとあがった。視線は可愛らしいお尻にある。これぞ本当の尻目ってね。

				「我ながらなんつーセンスだ」

				　若い頃はオヤジギャグでも笑っていたが、この年になると笑えない。このまま年齢を重ねていくと一周回って笑えてくるのだろうか。

				　そうならないことを切に願いながら未成熟なおま○こにペニスをあてがい、あることに気が付いた。

				「こりゃ入んねえな」

				　少女の膣は全く濡れていなかったのだ。

				　最近の彩ちゃんはフェ◯をしながらびちょびちょに股間を濡らす、訓練された変態娘となっていたため、そんな常識的なことすら忘れていた。普通のゾンビが果たして濡れるのかどうかは知らないが、取りあえず簡単に愛撫でもしてみるか。

				　……そう思ってシャツを脱がすと、グロテスクな傷がお目見えする。

				「……ふぅ」

				　そっとシャツを戻した。流石に俺の息子も元気が無い。

				　既にゾンビを殺すことに慣れたし、血やら肉片を見たところで食欲が減退することはない。しかし流石に性的興奮は覚えないようだ。

				「どうすっかなー……うん？」

				　萎えた息子を奮い立たせてまでやる必要はないと思うが、一応実験も兼ねているのだ。まあ初日は経口摂取でもいいかなと諦めかけていたところで、彩ちゃんの存在に気が付いた。

				　正面よりやや右寄りの前方で、こちらを窺うように立っている。どうやら俺たちの行為に焼きもちを焼いていて、しかしどうしても気になってしまうから見に来たようだ……なんてことであれば可愛いのだが、まだ半分くらいゾンビである彩ちゃんの行動原理を解明しようとすると容易に寿命が来そうだ。

				　ご飯を食べ終わってすることがなくなって、ゾンビの習性か何かは知らないけど、取りあえず音のする方に来たとかそんなことだと思っておく。

				　そもそも大事なのは彩ちゃんが今ここにいるということだけで、他はどうでもいい。

				「彩ちゃん、ちょっとこっちにおいで」

				　手招きをすると、全く嫌そうな素振りも見せずに彩ちゃんがこっちに来る。まあ嬉しそうな素振りも見せないのだが。

				「────って、ストップストップ!!」

				　彩ちゃんは正面からこちらに近付き、ベッドに手をかけた。言われたとおりこっちに来ようとしているのだろうが、このままだと精液を啜り終わって餌を求めるゾンビに自ら食べられに行くようなものだ。焦って迂回するように指示を出そうとし────少女が彩ちゃんに全く反応を示さないことに気が付いた。

				　大の字で縛られた少女はなんとかして俺を喰おうと藻掻(もが)いているが、彩ちゃんが隣にいても全く気にしていないようだ。こんなおっさんまでカウントダウンを始めた男よりも断然美味いであろう存在に欠片も興味を示さないのは、彩ちゃんがゾンビだからだろうか。

				　確かにやつらは人を食べるが、共食いはしない。そして彩ちゃんは人間に近付いたとはいえゾンビだ。

				　この現象は想定できたはずだが、実際に目の当たりにすると驚きを隠せない。

				　ゾンビに喰われてゾンビ化しない俺も特殊だが、それ以上に彩ちゃんの存在の方がこの世界に適合している。俺は噛まれてもゾンビ化しないだけであって、大量のゾンビに喰われたら普通に死ぬだろう。でも彩ちゃんはそもそも狙われない。

				　このまま彩ちゃんの症状が改善され、完全に人間に戻ったとしてもこの現象は続くのか、それとも半端にゾンビな今だけなのかは分からないが、当面の食料には困らなさそうだ。今のうちに地下に行ってもらうとしよう。

				　そんなことを考えているとも知らない彩ちゃんは律儀に俺の言葉を守り、次の命令を待つメイドのように佇んでいる。現在俺は座っているので、ちょうど顔辺りに股間がくるためそれに気付くのに時間はかからなかった。

				「彩ちゃん、もう濡れてるね。何もしていないのに……まさか、期待してる？」

				　笑いながら問いかけると、ぷいっと顔を逸らした。

				　何その反応、ちょー可愛いんですけど。

				「まあいいや。言及は止めておいてあげる。……取りあえずここに四つん這いになって」

				　大の字になった少女の上で四つん這いになるように指示を出す。彩ちゃんは言われたとおりに動き、見事小中学生の丼(どんぶり)ができた。義務教育の制覇だ。

				　ここで本条さんもいれば小中高と、十二年の地層ができたというのに……勿体ない。

				　悔やんでも仕方ないため、前戯もなしにぎんぎんに勃起したペニスを彩ちゃんの膣に挿入する。前後の文章に脈絡がなく感じるのはきっと気のせいじゃないけど、びしょびしょに濡れた中学生のま○こがあれば誰だってそうせずにはいられないだろう。

				「……ぅく」

				　足を引っ張って四つん這い状態から強制的に寝バックの状態に持っていくと、内蔵が圧迫されて空気でも抜けたのか彩ちゃんが呻き声をあげる。

				　相変わらずぷりぷりな襞に伸縮する膣は最高だ。身体が小さい所為かここまでこなれているのに、押し返そうとしてくる弾力感が堪らない。

				　いつもならここからいろいろな体位を試してみたり、正面で恥じらう彩ちゃんをイジメながらフィニッシュへと向かうのだが、今回はこのまますぐに出させてもらう。

				「よっと」

				

				　びゅる、びゅびゅっ

				

				　射精する直前に腰を引き、やや物足りない快感を味わう。中途半端な射精の所為か、いつもより量が少ない……といっても、多分平均的な量の数倍以上ではあるが。

				「お、良い感じだ」

				　狙い狂わず発射された精液は見事少女の膣を汚すことに成功した。

				　尿道に残ったものを絞り出しながら小学生のおま○こに馴染ませるようにして擦り付けると、亀頭の先がわずかに埋没する。先ほどは穴に入れてるとは思えないほど強い抵抗があったことを考えると、作戦は上手くいったらしい。

				　だが完全に成功とも言えず、精々亀頭全体が辛うじて埋まるくらいでその先に進めない。多分皮が剥けることを覚悟すればいけるのかも知れないが、包茎じゃない俺のペニスの皮が剥けるとはつまり、死を意味する。

				「ぐ、あと少しなんだが……ローションでもあれば……あ」

				　よくよく考えれば最初からそうすれば良かったのだ。何せ目の前には天然のローションがある。

				「ひぐ!?」

				　俺だけがイッてしまったため物足りないのか、ゆらゆらと揺れる穴に指を差し込み遠慮せずに掻き出すと、彩ちゃんが今まで聞いたことのないような声を出した。本人も予想外だったらしく、両手で懸命に口を押さえている。

				　本来なら追求してやるところだが、今はそれよりも優先すべきことがあるので黙って愛液を掻き出しては少女の膣と俺のペニスに塗りたくっていく。

				　ローションはけちけちと使うタイプの人間だが、幸い切れることのない天然ものであるため気負うことなく使える。

				「そろそろいいかな」

				　一旦少女のおま○こから抜き取り、亀頭にも丹念に塗り込む。これで痛みは軽減されるはずだ。

				　びくびくと跳ねる彩ちゃんを退かし、亀頭を穴に合わせる。上下ににちゃにちゃと擦り合わせながら小さなビラの間、その奥にあるさらに小さな穴へと腰を進ませ────思いっきり突き出した。

				　ぶちぶちぃ！　と音を立てて処女膜を破り捨てると、容易く俺のペニスは最奥まで呑み込まれた。

				　こつんこつんと硬い感触が先っぽから伝わってくるが、俺の肉棒は半分ほどしか入っていない。彩ちゃんですら全部を入れられないため無理もないが、少々残念ではある。

				　結合部を見ると半分までしか入っていない俺のペニス全体が真っ赤に染まっていた。

				　処女膜を蹂躙したのだから血が出ることは予想していたが、どうやら切れてはいけないところまで切れてしまったらしい。血の要素が強過ぎて、『精液と混ざり合いピンク色に……』なんてことにはならず、ただただ赤い水溜まりができていた。

				　生身の人間なら大惨事どころか、下手するとショック死やら失血死の可能性が頭をよぎるレベルではあるが、そこはゾンビクォリティー。首を捻って俺を喰おうとする元気すらあるようだ。

				「んじゃ、遠慮なく」

				　後頭部を掴んでベッドに押さえ付けつつ、腰をゆっくりと引く。

				　痛いほどの締め付けとは裏腹に、ペニスを引き抜く時の抵抗感が驚くほど皆無だった……と思ったらそれは当然のことで、よく見ると少女の可愛らしいお尻が浮いていた。どうやら抵抗感が皆無どころか、あまりの締め付けに抜けないようだ。

				　仕方がないので、バランスは悪いが両足を潰すように体重をかけ、無理矢理ペニスを引き抜く。

				「……っく」

				　挿れる時は肉壁を掻き分ける快感があり、抜く時はカリを痛いほどに刺激してくる。あまりの締め付けに痛みなのか快感なのか判断が難しいところだが、どちらにせよ刺激であることは変わりないらしく、あまりにも早い射精感が込み上げてきた。

				　別に誰かが見ているわけではないけど、俺にもプライドというものがある。流石にこのまま射精してしまうのは早漏過ぎるだろう。

				「彩ちゃん、ちょっとおま○こ借りるね」

				　息も絶え絶えな彩ちゃんの足を引っ張り、少女の上に乗せる。

				　せっかく３Ｐの条件が揃っているんだ。片方ずつ味わうのは勿体ない。やはり交互に穴の具合を確かめるのが男のロマンだろう。

				　下半身に力を入れて堪えながらペニスを抜くと、そのままほかほかの膣内に突っ込む。

				「あぅ!?」

				　小学生のおま○こに比べるとガバガバと言えるほどの差があるが、比べる相手が悪いだけで決して締まりが悪いわけじゃない。それにこの緩やかな締め付けはすぐさま射精に至らない、ほど良い締め付けがいい感じだ。

				　うっかり気を抜いてしまっても絶頂に至ることはなく、中学生の膣をしっかりと堪能することができる。

				「……ぁ、う……く」

				　それに少女とは違って彩ちゃんはわずかだがきちんと反応してくれるため、耳からも快感を得ることが可能だ。

				「……ふぅ」

				　一頻り(ひとしき)中学生ま○こを楽しんだら、今度は小学生ま○こだ。

				　二人とも、特に少女の方は膣の硬さが取れていないためスムーズに抜き差しすることは難しいが、それでも十分に楽しめる。

				　少女の方は浅い場所での抜き差しをメインにし、彩ちゃんは最奥のぷりぷりとした感触を楽しむ。

				　彩ちゃんが上手いこと緩衝剤になってくれたおかげで大分もったが、それでもこうして未成熟なま○こを蹂躙していればいつかは限界が来る。

				　どっちに射精(だ)そうか悩むが、やはり今日は処女膜を散らしたばかりの少女に種付けを行うべきだろう。

				「じゃあ今日は君に……君って言うのもあれだな。名前、何かいい名前…………ああもう、面倒だ！」

				　ガシガシと勢いを付けて腰を振っていていい考えが浮かぶはずもなく、取りあえず今回は保留とする。

				　この実験で上手く生き残ってくれたら、その時は彩ちゃんみたいに可愛い名前を付けてあげようと思う。

				「よし、射精(だ)すからね。倍以上年の離れた男の精液、ちゃんとおま○この一番奥で飲むんだよ────射精(で)るッ!!」

				

				　びゅくく、びゅぅー、びゅるる、びゅっびゅっ……

				

				　頭の中でちかちかと光が迸(ほとばし)るような絶頂の中、子宮口に精液を塗りたくるように腰を擦り付ける。

				　ただでさえ量が多いというのに、いつもより興奮した所為かペニスが脈動する度に逆流した精液がどぷどぷと流れ出てくる。そのまま栓を抜くと、決壊したダムのように白い液体が飛び出してきた。

				「あー……疲れた」

				　奇妙な達成感を噛み締めながら後ろに倒れると、ぎしぎしとベッドのスプリングが音を立てる。

				　まだ実験は一日目だ。人類の希望のためにも、俺は結果を出さなくてはならない。まあ結果を出したところでそれをどうするかは俺の気分次第ではあるが。

				「取りあえずは……二回戦といきますか」

				　疲れたと言いながら自己主張を止めない息子を見ながらそう呟くと、彩ちゃんがゆっくりと振り返った。

				　その瞳はいつもより見開かれていた気がするが、気のせいだろう。

				

				　３

				

				　結果が出るのに時間はかからなかった。結論から言えば実験は、失敗だった。

				「あ、あああうぁああああああああああああああ!!」

				「ッ!?」

				　この閉鎖された空間で口の聞けない少女たちとの暇潰し、娯楽と言えば二人以上で行う有酸素運動くらいしかない。特にオブラートに包む必要もないため言ってしまえば、セックスくらいしかやることがない俺たちは精も根も尽き果てて寝落ちするのが日課だった。

				　ゾンビに狙われない体質の彩ちゃんはともかく、俺は寝相が悪くてうっかりゾンビに噛まれてしまえば死の危険があるため、セックス用のベッドと就寝用のベッドは別にしていた。幸い家具コーナーには豊富な種類のベッドが置いてあり……なんてことはいいとして、取りあえず俺は突然の奇声に飛び起きた。

				　隣を見ると彩ちゃんも起きたらしく、眠気からかそれともゾンビのデフォルトなのか、ふらふらとしながら上半身だけを起こしていた。

				　声が聞こえるのは、名前の無い小学生の少女を縛ってあるベッドの方だ。

				　叫び声からして実験が成功したとは思えない。むしろこれがゲームやらアニメだった場合、確実にタイ○ントが生まれているようなシチュエーションだ。

				　念のため俺は就寝用ベッドの付近にある学習机の引き出しから銃を取り出し、撃鉄(ハンマー)を引いた。以前のように暴発するのを防ぐため、引き金に指が当たらないように気を付けながらそろそろと歩く。引き出しの鍵は失くさないように差しっぱなしだ。

				「……ちょっと見てくるから、彩ちゃんはここで待っていて」

				　そう伝えて息を殺しながら進んでいると、後ろから彩ちゃんが付いてくる。都合の悪いことや気にくわないことはゾンビの振りをする彩ちゃんは多分、中身は完全に人間なのではないだろうか。本人が一言も発してくれないため、断定はできないが。

				　この場合彩ちゃんは俺の言うことを聞かない。セックスでは従順ではあるが、それ以外は割と奔放なところがあり、普段は神出鬼没だ。屋上で日向ぼっこをしていたかと思えば、何故か俺の膝に割り込んで無作為に時間を潰し……いや、この話はまた今度にしよう。今は問題の把握、解決が先だ。

				　どうせ彩ちゃんはゾンビに狙われないし、何かあった時に助けられるのは俺なはずだ。先ほど彩ちゃんに待ってもらおうとしたのは男の安っぽいプライドに過ぎない。

				「……何かあったら頼むよ」

				　そう告げると彩ちゃんはどこか嬉しそうに首を縦に振った。無表情ではあるけど。

				「待って」

				　飛び起きたということはつまり俺は寝ていたわけで、寝ていたのだから今は夜だ。ただでさえ照明の無い屋内は昼間も暗いというのに、夜間となれば光源は月の光だけだ。辛うじて数十センチ先の物体の輪郭が見える……そんな暗闇の中、懸命に目を闇に慣らす。

				　頑張ったところで見えないものが見えるようになるわけではないが、時間が経てば目は勝手に慣れてくれ、何とか数メートル先の物が見える程度にはなった。

				　周囲が把握できるようになったため、先に行くことを告げようとすると既に彩ちゃんは先を見据えており、もしかしたら夜目が利く可能性も出てきた。ニュー○イプかな？　という疑問はさておき、少女を縛っていたベッドが見えてきた。

				「いる……な」

				　うっすらとシルエットしか見えないが、少女はベッドの上にいた。もちろん起き上がってなどおらず縛られたままだ。

				　少し安心するも油断はしないで拳銃を前に突き出したまま歩み寄り、セックスの際に使う光源の一つに触れる。

				　今回たまたま近くにあったのは電池式のランタンで、スイッチを入れると灯りが点った。

				　頼りない灯りではあるが、周囲を照らすだけなら十分にその力を発揮してくれ、少女の全貌が明らかになる。

				　────綺麗な寝顔だった。

				　話は変わるが、大学で専攻していた行動分析学では「行動とは死人にはできないこと」と定義されていた。この死人が歩き出す状況はその定義を根底から崩すものに思えるが、行動とは全て能動であり受動ではない。つまり生きている人間も行動しないことはできるし、死体が動いたとしてもそれが受動であった場合は行動には含まれないというわけだ。

				　少女の安らかな寝顔を見る限りこれが通常の状態で、ゾンビ化していた時はそれがウイルスやら何なのかは分からないが、少なくとも何かに操られているような状態だったのだと予想できる。つまり受動で、行動ではない。少女を動かしている何かが、存在している。

				「……原因はこれか」

				　少女は死んでいた。死んでいたからゾンビになったのか、ゾンビになったから死んだのか、そんなことは分からない。いつか真実が暴かれても俺はそれを正確に理解できないだろうし、考えるだけ無駄だ。

				　でも一つだけ分かることがあり、それは少女の死が背中の傷に起因するということだ。

				　俺は一つ見逃していたことがあったようで、それは傷だ。少女は背中に傷があるが、彩ちゃんには無い。他のゾンビにも傷はあり、結局生き残ったのは傷の無い彩ちゃんだけだ。

				　例えばゾンビの状態を死んでいると仮定して、俺の血肉を得た人間は生き返るとしよう。するとどうなるか？　腐った身体で生き返ってしまえば、痛みに絶叫を上げながら死亡するだろう。

				　少女は他のゾンビより長く生存？　していたため、もしかすると血肉は身体に毒なのかも知れない。薬は多量接種すれば最悪死に至るし、そういった意味で精液を与え続けるという欲望の言い訳的行為は案外、的を射ていたのかも知れない。

				「つまり、彩ちゃんのようにゾンビに噛まれたことでゾンビになったわけじゃない状態で、かつ俺の精液を定期的に与えた場合のみ生存できる可能性がある……と」

				　何だその無理ゲーは。実質そんなの、救う手立てが皆無なのと変わりない。だって今ゾンビになっているほとんどの人は既に腐っているのだから。

				　もちろん噛まれたばかりの人を救うことはできるかも知れないし、こんなたった四人で検証しただけじゃ正しさの証明にはならないだろう。だけども俺に、これ以上できることはない。

				　元から世界を救おうなんて考えていなかったが、それでも少し思うところはある。なんたってもしかすると、俺も誠くんのように物語の主人公になれたのかも知れないのだ。可能性があったのだ。……一度自らが放棄した、主人公になる可能性が。

				「あー、……やっぱり俺は、所詮俺か」

				　一人で勝手に落ち込む俺を、彩ちゃんは黙って見ている。今は黙ってくれている彩ちゃんの思いやりが嬉しかったが、よくよく考えれば彩ちゃんは話せなかった。

				「……はぁ」

				　俺はちらりと、ついぞ名を呼ぶことのなかった少女を見た。

				　もしも俺が物語の主人公であれば、この少女が再び笑う未来があったのだろうか。

				　そんなことは無理だとは分かっている。俺の血という特効薬があったとしても、傷も腐った身体も治しようがない。仮に傷を縫合し、血液を全て入れ替えてしまえばもしかしたら不可能が可能になったかも知れない。だけど実際その環境を整えることはできない。

				　人類が盛り返しても、圧倒的に人も物も足りないのだ。仮に十年後二十年後全ての条件が満たされたとして、その時にはもう完全に腐っている。骨しか残っていないかも知れない。

				「……うん？」

				　ベッドに座って頭を抱えていると、いつの間にか正面に彩ちゃんが立っていた。ふらふらと揺れながら、俺の肩をそっと押した。

				　その行為に疑問を浮かべながらなすがままにしていると、彩ちゃんは俺に覆いかぶさりながら首筋に舌を這わせた。

				「うひっ」

				　いきなり這い回るぬめぬめとした感覚に、鳥肌を立てると同時にへんな声が口から漏れる。

				「な、なにさ。どうしたの彩ちゃん？」

				　戸惑う俺を尻目に彩ちゃんは止まらない。それどころかシャツを捲って乳首をころころと転がし、どんどん下へと向かっていく。お腹でも空いたのだろうかと、彩ちゃんに身を任せながらぼぅと考えていると「じじじ……」とジーンズのジッパーが下げられた。

				　彩ちゃんはまだおやすみ中の愚息を視界に収めると、まるで役立たずねと言わんばかりに一瞬こちらを見た。

				「ぅ」

				　パンツの上から啄(ついば)むようなキスに少し反応する。それで気をよくしたのか、いたずら娘は隙間から直接俺のペニスに舌を絡ませた。

				「んちゅ、じゅ、じゅぶ」

				　気が付けばジーンズは太もも辺りまで下ろされ、彩ちゃんはパンツの隙間から覗くペニスを一心不乱にしゃぶっている。

				　彩ちゃんを使ったフェ◯チオやイマ◯チオという行為は既に経験済みだが、これはそうじゃない。彼女主体で行われる愛撫と言えるものは、完全にこれが初めてのことだった。

				　少女の頭が上下に揺れる度に、ぬらぬらと淡い光に照らされたペニスが出たり消えたりする。

				　その不思議な光景に感動なのか快感なのか判断のつかない衝動に身を突かれ、俺は身体を震わした。

				「ちゅ」

				　彩ちゃんは最後に優しく口付けすると、ゆっくりと立ちあがった。もしかして、というかほとんどそうだと思うしそう思いたいのだけれども、彩ちゃんは俺を慰めてくれているのだろう。不器用ながらも、話すことができない彼女は最善を尽くそうとしてくれた。

				　なんというか欲情というよりも、愛おしさが……愛情が胸の内から湧きあがってくるのを感じる。三十路前のおっさんは今、完全に中学生の女の子に陥落させられていた。チョロインもいいところだ。

				「彩ちゃん……」

				　起き上がって抱き締めようとする俺の胸に手をつき、彩ちゃんは体重をかけた。俺を寝かせたままどうするつもりなのかと内心首を捻るが、その答えはすぐに帰ってきた。

				「ん……ぅ」

				　ずぶずぶと屹立したペニスが小さくて可愛らしいおま○こに呑み込まれていく。彩ちゃんは足を震わせ、唇を噛み締めながら確実に全てを呑み込むと、俺の腰にぺたりと座り込んでほぅっと息を吐いた。

				　そして俺の息子が馴染んだことを確認すると、ゆるゆると抜き差しを繰り返す。

				　抜く時はもっと限界ぎりぎりまで抜いてほしいし、差す時は一番奥を抉るように差してほしい。そんなもどかしさはあるけれど、肉体の繋がり以上に満ちるものがあった。

				「彩ちゃん……！」

				「っ!?」

				　耐え切れずに彩ちゃんの子宮を突き上げると、彼女はまるで餌を求める金魚のように口をぱくぱくと開閉させた。お望みどおり下の口にではあるが餌をあげるため、俺は彩ちゃんの腰を掴んで上下に揺さぶる。

				　衝撃に合わせてぱらぱらと舞う髪の毛。一部はじっとりと汗ばんだうなじに張り付いていて、中学生とは思えない色気を醸し出していた。

				　しかもこの行為は、時間が停止した世界で女の子を強姦しているようなゾンビ姦ではなく、合意の元に行われている愛のあるセックスなのだ。昂らない方がおかしい。

				　そのまま乱暴に腰を突き上げていると、耐えきれなくなった彩ちゃんの上半身が倒れてくる。腰の動きを抑えて口付けをすると、彩ちゃんは自ら舌を絡ませてきた。正面に映る彩ちゃんの瞳はいつもの気だるげさはなく情熱的で、その熱が移ったかのように俺も舌を動かす。

				　まるで水の中にいるような、夢を見ているような、何ものにも形容しがたい不思議な感覚だった。この世界には俺と彩ちゃんしかいない……そんな幸せなひと時。

				「くっ……」

				　だがそんな時間も終わりが来たようだ。

				　俺は最後に子宮を抉るような勢いで彩ちゃんのおま○こを突き上げると、こみ上げる射精感に抵抗することなく全てを放出した。

				

				　びゅー、びゅるるるる、びゅっ、どびゅっ、びゅく……

				

				　小学生の頃、同級生が凹凸という言葉について力説していたのをなんとなく思い出してしまった。

				　それくらい俺と彩ちゃんは一つになっていて、心臓の音すら重なり合っている。

				「ねえ、彩ちゃん」

				　俺は口を開いた。何を言おうか決まっていたわけでもない。でも何かを伝えたかった。それは下卑た感想なのか、純粋に愛の囁きなのか。自分でも自分が分からなかった。

				　だけどその思いとは裏腹に喉は震え────ぱっと、電気が付いた。

				「────は？」

				　懐中電灯とかそんなオチじゃない。店の電気が、一斉についたのだ。そしてそれに遅れて階下から爆音が聞こえ始めた。

				「え、ちょ」

				　俺は彩ちゃんを抱きしめたまま上半身を起き上がらせた。下半身はインサートしたままだ。

				　耳をすませば、聞こえてくる音は……恐らくゲームセンターのものだと分かった。落ち着けばそんなにうるさいわけではないけど、今までの静寂に比べれば爆音と言っても差し支えない。

				「えーと、つまりこれはあれか。電力が復旧したのか」

				　自分の思考をまとめるように、彩ちゃんにも聞かせるように呟く。だけどその響きはしっくりこなかった。電気が復旧、つまりこれは……第一歩、なのか？　人類がゾンビに打ち勝って、元の生活を取り戻すための。

				　そしてその第一歩を誰よりも早く、かつ集団の先頭で踏み出した男なんて誠くんしか思い当たる節がない。

				「……すげーな、誠くん。本当に主人公じゃないか」

				　俺は彩ちゃんを放してそのままベッドに倒れ込んだ。

				　目を瞑らなくとも最前線で活躍する誠くんの姿がありありと映し出される。そしてそんな誠くんの隣にいるのは…………。

				「……はっ」

				　気が付けば萎えたペニスは彩ちゃんの中から飛び出していて、哀れなくらい縮こまっていた。

				　俺は自嘲するかのように笑うと、そのまま下着さえ履かずに眠りに落ちる。今はただ、何も考えずに眠りたかったのだ。

				

				　　　　

				

				「…………ん？」

				　目が覚めるとやけにすっきりとしていた。目が覚めて落ち着いたというのももちろんあるが、何よりも身体が綺麗になっていた。

				　下着もきちんと履いているし情事後のべたべたとした不快感もない。隣を見ると、展示されているテーブルにバケツとタオルが置いてあった。どうやら彩ちゃんが身体を拭いてくれたらしい。圧倒的な正妻感である。

				「やべえ……惚れた」

				　随分と前から彩ちゃんに溺れている気がするが、今は好感度メーターが振り切れている状態だ。

				　この胸の奥から溢れる感情を表現しようと彩ちゃんを探すが、どうやら近くにはいないらしい。

				「あー……」

				　立ち上がって身体を伸ばすと、ぐきぐきと関節が鳴る。

				　今日は電力も復旧したみたいだし、各施設の偵察でも行うか。映画なら電力が復旧したことにより、扉が開かれてタイ○ントが……とかあるパターンだ。流石にタイ○ントなんて生み出す製薬会社はいないだろうが、野良ゾンビの一匹や二匹はいるかも知れない。

				「ん？」

				　念のため各種武器を装備していると、やや遠くでガタガタと物音が聞こえた。

				　彩ちゃんだろうか？　万が一ゾンビだったら笑えないため、俺は音を立てないように音源へと近付いた。

				

				　そこでは彩ちゃんが、見知らぬ男に組み敷かれていた。

				

				「────!!」

				　考えるより先に言葉が出ていた。正直自分でも何と叫んだかは分からないが、彩ちゃんの上に乗っていた男とそれを眺めていた男が慌ててこちらを振り向いた。

				　そして俺が構えている銃を見てぽかんとした後、顔を見合わせて笑った。

				「ちょ、驚かせんなよ！」

				「やばいって、電動ガンって当たったら結構痛いんだぜ！」

				　これが海外なら何も言わずに両手を挙げるのだろうけど、どうやら平和な国の弊害というか、身近に本物の銃がない暮らしを送っていたからか、男たちは俺が握っている拳銃を玩具と勘違いしているようだ。

				「この子おにーさんの妹？　似てねえー」

				「どうせ楽しんでたんだろ？　ちょっとくらい貸してくれったっていいじゃんかよ」

				　笑い声にイライラする。何が楽しいのだろうか

				　俺は近付いてくる片割れに向かって引き金を引いた。

				　ぱんっ、と衝撃ほど重くない音と共に弾丸が発射され、男の右足に吸い込まれていく。

				「…………え？」

				　火薬のにおいが鼻腔を掠める。男は痛みで仰け反るのではなく、右足の衝撃でその場に倒れ込んだ。二人は何が起きたのかまだ分かっていないらしく、アホみたいな顔で俺を見ている。

				　しかしそれも一瞬のことで、撃たれた男はすぐに痛みで絶叫し始めた。

				「痛ええええええ!?　おま、お前馬鹿か！　クソ痛えじゃねえかよおおおおお!!」

				　男は自分の足を握り潰すような勢いで患部を圧迫している。そいつは既に彩ちゃんにどうにかできるような状態ではないため、俺の眼中にはなかった。だけどうるさいので黙らせておく。

				「黙れ」

				　近付いて無造作に顔面を蹴り上げた。男はカエルみたいな鳴き声をあげながらひっくり返る。まだ何か文句を言っているので顔を踏み潰す。それを数回繰り返すと静かになったので足をあげれば、何か粘り気のある液体が糸を引いて気持ちが悪かった。男の腹に靴底をなすりつけて綺麗にするも、地面が血だらけですぐに汚れる。

				　どうしようもなかったので、ため息を吐きながらもう一人の男を見ると、失禁しながらぶつぶつと何かを呟いていた。内容は聞き取れない。小便が彩ちゃんにかかったら最悪なので、男に声をかける。

				「おい」

				「しにたくないたすけてうそだろあいつはにんげんじゃないこんなとこでだってまだ」

				「おい！」

				「ひぁ!?　……あ、ごめんなさい、すみません助けてください。命だけはまだ死にたく…」

				「さっさと失せろよ。邪魔だ」

				　そう告げると男は泣きながら笑った。器用なやつだと思う。

				「ありがとうございます、ありがとうございます、ありガッ!?」

				　背中を向けて走り去る男に向けて、俺は乱雑に撃った。今度は背中だ。意外に俺は射撃の才能があるのかも知れない。それとも、高校の頃にやっていた部活が良かったのか。

				「ふふっ」

				　一生懸命に這いずりながら逃げようとしている男がゾンビみたいで面白かった。

				　引き金を絞る。男が跳ねる。まだ逃げる。引き金を引く。跳ねる。

				「くはははは！」

				　やがて男も銃声も静かになった。

				　俺は早くも銃という最大のアドバンテージを失った。一体何がしたかったのだろうか。

				　そんな自分が酷く滑稽で笑えた。襲われている彩ちゃんを見た瞬間、何かが切れるような音がした。きっとそれは堪忍袋の緒ではなく、常識の糸だったのだろう。

				　だって俺は、人を殺したのにこんなにも笑っている。おかしくておかしくて、罪悪感は欠片(かけら)もなくて、笑いが止まらなかった。

				「……彩ちゃん？」

				　そんな俺を、彩ちゃんが正面から抱き締めた。服はところどころ破れているが、脱がされていないから最悪な事態は免れたのだろう。でも俺は、クソみたいなやつが彩ちゃんに触れただけで心がざわついた。自分のことを棚に上げている自覚はあるが、そんなのは関係がない。もう彩ちゃんは俺のもので、俺は彩ちゃんのものなのだ。

				「泣いてるの……？　怖かった？」

				　驚くことに彩ちゃんは泣いていた。そして俺の問いに、ふるふると首を振った。

				「どこか痛むの？」

				　彩ちゃんは首を振って、俺の胸に手をおいた。その意図が分からず俺は首を傾げる。

				　相変わらず彩ちゃんはしゃべることはせず、ただ俺を抱き締めたまま泣いた。俺は半笑いのままなすがままにされていた。

				　ゾンビが泣いて、人間が笑う。

				　不思議だと思った。面白いと思った。だけど何故か、俺はそれ以上笑うことができなかった。

                			

	
			
				断章

				　１

				

				「本条、着いたぞ」

				　悠奈に手を引かれてヘリを降りたものの、到着したことなど弓にとってはどうでもいいことであった。

				　後ろを振り向くが弓の後に誰かが降りる様子はなく、ヘリはそのまま上昇していった。そんな一連の流れが、的場和矢の死を一層と際立たせ、信じたくはないが今この瞬間が現実であると知らされる。

				「的場さんは、後から合流するんですよね……？」

				「……現実を見ろ。的場は死んだ。それは君も見たことだろう？」

				「そんなの……ッ！」

				　和矢のいない現実が現実だなんて、弓は認めたくなかった。

				　そもそも、あの場に銃などなかった。だというのにもかかわらず、和矢は自分で自分を撃って死んだ。それが誰の所為であるかは明白だった。

				　悠奈は助けに来ただけで、それは分かっている。だけど問題はそこじゃない。助けに来たこと、それ自体が問題なのだ。

				（独りで生きるなら、二人で死んだ方がマシですって、私は言ったのに……）

				　もしかしたら、もしかすると、和矢はゾンビにならなかったかも知れない。弓に気取られない程度の傷なら、無事だった可能性もある。その可能性を潰したのは悠奈だ。

				　弓の中でどす黒い感情が芽生える。和矢のいない世界で生きて行く自信はない。だけど死ぬなら、目の前の女を巻き込んでやりたかった。いや、いっそのこと、生きている人間全てを……。

				「本条、感傷に浸るのは後にしろ。的場に頼まれた以上、君のことはある程度優先するつもりだが、それでも時間は有限だ」

				「そう……ですね」

				　全てがどうでもよく、世界なんて壊れてしまえばいい。そんな心境の弓には一つだけ希望がある。

				　それは、和矢の死体を実際に見ていないことだ。

				　だが逆に言えば、死体を見てしまえばわずかな希望も全てなくなるということになる。

				（もしも……もしも的場さんが死んでいたら、私はどうすれば……）

				　もしも和矢が死んでいるなら、その傍らには拳銃が落ちているはずだ。野ざらしの状態で果たして使えるのかは不明だが、多少の雨風で全く発砲ができなくなるようなものではないと思う。

				　弓は和矢と同じ場所、同じ方法で死を選ぶかも知れないと自分で思ってしまった。そしてそれはおそらく間違っていないだろう。

				「弓！」

				　どうにかして再び、あのショッピングモールに帰る。その方法を考えながら歩いていると、正面から誠たちが走ってきた。みな弓たちの同級生で、その顔ぶれは別れた頃から比べると一人を除いて、全く変化がなかった。

				「……誠くん」

				「無事だったか……！」

				「うん、おかげさまで……」

				「的場さんは？」

				　弓は奥歯を噛み締めた。この場にいないということは、結論は一つである。そんな無神経さに苛立つが、聞かなかったら聞かなかったで弓は今以上に苛立っていたことだろう。

				　それは自分でも分かっていたし目の前の人間がそういう人間だと知っていたため、弓はただ首を横に振った。そして来るであろう言葉に備えて、拳を強く握った。

				「そうか……まあこんな世の中だ。残念だが仕方がない。今は生き残ったことを喜ぼう！」

				　誠の言葉に賛同して、同級生たちが弓に声をかける。

				　弓は爪を手の平に食い込ませながら、なんとか笑顔で乗り切った。

				　誠はこういう人間なのだ。善と悪の境界がはっきりしていて、損得の勘定が驚くほど早く理性的である。

				　和矢は誠が自分たちを置いていったことを、何か好意的に捉えていたようだが全ては間違いだ。

				　誠は弓と和矢を連れて行くことによる被害と、連れて行かないことによる被害を計算した上で行動したのだ。

				　端的に言えば、二人は切り捨てられたことになる。

				（最初は信じたくなかった……でもやっぱり、そうなんだよね）

				　その事実が怖くて、和矢と対立したこともあった。だが和矢はそんな弓に対して距離を取るどころか、命をかけて救おうとしてくれた。

				　事実、助けは間に合わなかった。和矢のおかげで食料が増え、結果的に長らえて今に至るのだ。

				「悠奈さん、我儘を聞いていただきありがとうございました。ここから自分が」

				「……そうか。本条、何かあれば遠慮なく私に相談しろ。任務時以外は、大抵本部にいる」

				　弓は曖昧に頷くと、悠奈は背を向けてその場を離脱した。

				「取りあえず各施設を案内するよ」

				　誠に連れられて、弓はここ……自衛隊基地の中を歩き回る。


                			

	








			
			　配給場所、医療所、武器庫……どうやら小さな学校もあるようで、小学生と中学生が一緒になって勉強をしていた。

				　先生役は自衛官で武装をしていたが、もはや日常の風景となっているのか誰も気にしていないようだった。

				　それがなんだか、外のゾンビたちよりも非日常感を醸し出していて、弓は小さく笑った。

				「良かった……やっと笑ってくれたね。ずっと暗かったから、心配していたんだ」

				　弓の小さな笑みを見て、誠はそう言った。

				（何も分かっていない。何も分かってないよ、誠くんは。人類にとっては英雄でも、私にとっては……）

				　弓は口を開いた。

				「ありがと」

				　それは思考とは真逆の言葉であった。しかし弓は平常を装った。いつかこの場から離れるその時まで、誰かに邪魔をされないように。

				（的場さん……必ず行きますから）

				　和矢との再会を信じて、本条弓はたった一人で戦うことを決意したのだった。

                			

	
			
				三章

				　１

				

				　夢を見ていた。ごく稀に、今のように夢だと気が付くことがある。

				　何故夢だと気が付いたのかというと、その景色が有り得ないものだったからだ。面白い話、空を飛んでいても夢だと気が付かないことがあるというのに、俺はこの光景を────懐かしい部活でのひと時を、空を飛ぶこと以上に有り得ないものだと認識しているらしい。

				「────っ」

				　的を見据える。会(かい)と呼ばれる状態で、おそらく俺は的に狙いを定めている。おそらくと言ったのは、今の俺には身体を動かすことができないからだ。あくまでもこれは夢、過去の再現であり、俺の意識は過去に干渉できない。

				　射法八節で言う七節目、離れ……と言うと格好いいが、簡単に言えば俺は矢を放ったのだ。

				「的中」

				　矢を離した瞬間……いや、弓を引いた瞬間から中(あた)ると確信できるような一射で、矢は見事に正鵠(ちゅうしん)を射抜いていた。

				　俺はそれを確認すると、構えを解いて右隣を見やった。そこにいるのは式条(しきじょう)瞳(ひとみ)先輩。的中と声をかけた人で、俺の初恋の女性だ。……と言っても、その恋が実ることはなかったが。

				「流石ね、的場くん。これなら余裕で全国を狙えるわ」

				　高校競技に於いて、勝敗は的に中った回数で決まる。先ほどのように中心を射る必要はないが、狙って中心を射れる時点で負けはないだろう。

				「……ありがとうございます」

				　若かりし頃の俺はぶっきら棒に頭を下げると、的に視線を移した。

				　内心、式条先輩に声をかけられて天にも昇る気持ちなのだろうが、なるべくそれを外に出さない。何故なら高校の頃の俺はシャイで……というわけでもなく、そこは学生ならではの問題、つまりいじめに合わないためだ。

				　実は祖父が弓道家で、俺は物心つく前から弓を握っていた。よほどのことがない限り的を外すことはないのだが、先輩方にとって俺は一年坊主。余裕綽々と的中させる姿は生意気に映るのだろう。

				　まあそれだけなら精々(せいぜい)パシリ扱いされる程度で済んだのかも知れないが、一つ問題があった。

				「的中」

				　俺はちらりと、未だ隣にいる式条先輩を盗み見た。

				　髪留めを解けば腰まで届く綺麗な黒髪を、耳の上で丁寧に縛ってある。それは俗にいうポニーテールで、キリリとしたやや切れ長の瞳と合わさって高校生とは思えない大人の魅力を醸し出している。胸は少しばかりすっきりとしてはいるが、芸能人でもここまで整った容姿の子はいないだろう。

				　事実、街頭インタビューに出た時はネットでちょっとした騒ぎになっていたし、何度も芸能界に入らないかと誘われたらしい。

				　……で、何でそんな学校一どころか日本で戦える美人で弓道部の部長でもある式条先輩が、俺の隣にいるのかというと……まあ上手いからだ。期待の星というやつである。

				　付け加えるなら、去年先輩が「百回連続で的中したら、何でも言うことを聞いてあげる」と言ったらしい。無論そんな神業は俺にもできない。先輩が言ったのも何というか、下心満載の男どもを焚き付けるためであったのだろう。

				　………………その神業を、俺は入部二日目にやってしまったのだ。もちろん今やれと言われても無理だ。体力が持たないし、いきなり突風でも吹けば万全な状態でも外す時がある。

				　でもまあ、やってしまった。その言葉が昨年のもので俺が聞いていないとしても、先輩たちは百連続的中をずっと頭に入れて弓を引いてきたわけで、そのことを意識していなかったのは俺を含む新入部員だけである。式条先輩でさえ意識しているらしく、俺はみんなの前で「ねえ君、何か私にしてほしいことある？　私ができることならなんでもやってあげるよ？」なんて言われてしまった。

				　誰でも予想できると思うが、その日から早くも俺の人生は終わったらしい。

				　上靴に画鋲ならまだいい。テキトーに因縁をつけられ、校舎裏で殴られること多数。廊下を歩けば先輩が正面からわざと俺の肩にぶつかること最高７コンボ。この７コンボとは文字どおりコンボで、俺は一度に七人の先輩の肩とぶつかった。無論校舎裏で８Ｐ(リンチ)だ。

				　弓道をやっていた以上そこそこ鍛えているが、その筋肉は弓を引くためのものである。幼い頃から祖父に洗脳……もとい教育を受けていた俺は先輩方に暴力を振るうことは一切なく、ひたすら一方的に殴られていた。

				　流石にそんな日々が続くと、心身共に鍛えていた俺とて心の一つや二つは呆気なく折れる。結論から言うと俺は弓道部を退部した。ついでに引っ越して転校までした。

				　新しい高校では弓道をせずに平穏な日々を過ごし、大学に進学し、そして普通の会社に就職した。弓道という唯一の特技と趣味をなくし、俺は空っぽで退屈な人間になった。

				　そしてたまに夢を見る。弓道をしていた頃の夢を。

				　全国大会で優勝して、さらに式条先輩と付き合うような……主人公みたいな自分を想像して、虚しくなるのだ。

				　俺は主人公になることを諦めた。大人となった今では、やりようはいくらでもあったと思えるが、当時の俺には何もできなかった。そしてそれをずっと引き摺っていた。

				「────くん、的場くん！」

				「え!?　あ、はい！」

				　残心のポーズを保ったまま動かない俺を心配してか、式条先輩が俺の顔を覗き込んでいた。滅茶苦茶近い。それは鼻先がもう少しで触れるかという距離で、俺は思わず後退さった。……あれ？

				「最近あまり集中できていないみたいだけど、どうかしたの？」

				「いえ、別に……」

				「もうっ！　私は女で相談しにくいかも知れないし、的場くんから見たら実力も劣ってるけど部長なの！　ちょっとこっちに来て！」

				「へ？　あ、ちょっと！」

				　俺は式条先輩に手を引かれ、弓道場を後にする。向かっている先は……恐らく更衣室だろうか。

				　男子の方が人数が少ないため、弓道場内にある小さな更衣室は男子のもので、隣にある大きな更衣室は女子のものだ。

				　……というか、こんな場面あったか？

				「さっ、入って入って」

				「ちょ!?　ここ女子更衣室ですよ!?　まずいですって！」

				「いいからいいから。高体連(こうたいれん)前だし、みんな遅くまで練習するはずだから……多分」

				「多分って……おわ！」

				　無理やり押し込まれ、俺はたたらを踏みながら更衣室へと足を踏み入れてしまった。なんかいい匂いがするし、脱ぎ散らかされたスカートやらシャツやらがそこかしこにある。別に下着があるわけではないが、脱ぎ捨てられたスカートがもう既にエロい。

				「式条先輩、流石に……」

				「大丈夫大丈夫。今からやるのはただの面談よ。部長と新人エースくんの、大事な大事な面談だから」

				「いや、でも……」

				「あーもう！　男の子でしょう!?　シャキっとしなさい！」

				「は、はい！」

				　一喝されて、俺は背筋を伸ばして返事をした。……うん、こんな記憶、俺にはないぞ。

				「ほら、そこに座って」

				　式条先輩に言われ、更衣室にあった丸椅子に座る。先輩はその正面に正座した。椅子は一つしかないので地べたに直接である。

				「では、早速面談を開始します」

				「あ、はい」

				　椅子と地べたという所為で、どう見ても俺の息子と面談しているようにしか見えないが、それを意識の外に追い出して返事をする。

				「ちょっと、それじゃ面談できないでしょ」

				「あ、すみま────せ、ん」

				　がばっ！　と式条先輩は俺の両膝を持って左右に開いた。その時点で意味が分からなかったが、先輩はさらに暴挙に出た。なんと俺のチャックに手をかけ、下げ始めたのだ。

				「ちょ、何してるんですか!?」

				　慌てて先輩のほっそりした手を掴むと、先輩は俺を上目遣いで睨んだ。

				　後輩の俺は逆らえるわけもなく、よく分からないまま「すみません……」と謝って手を離した。それをいいことに先輩は最後までチャックを下げると、そこから四苦八苦しながら俺のペニスを取り出した。ちなみに視界は自分の両手で遮られており、感触で察した。直視できなかったのだろう。

				「うわ……おっきい」

				　憧れの先輩に触れられたのだから、既に息子は戦闘態勢である。

				「ねえ、的場くん。最後に射精したのっていつ？」

				　先輩は俺の息子を緩やかに扱きながらそう聞いてきた。

				「ゔ、……お、一昨日です」

				　流石にいつ自慰をしていたかなんて覚えていないが、まあこの頃はエブリデイである。恐らく早朝に一発抜いているはずだが、妙な見栄……というかは不明だが、嘘をついているのは確かだ。

				「え!?　駄目だよ的場くん。思春期の男の子は毎日出さなきゃ体調崩しちゃうよ！」

				　一体なんの知識だと問い詰めたいが、扱(しご)く速度が加速し俺は何も言えなかった。

				「うわ……金玉もたぷたぷだね。ここに赤ちゃんの素がいっぱい入っているんでしょ？」

				　先輩は右手でペニスを扱きながら左手でやわやわと金玉を握っている。自分では金玉を握りながらのオナニーなんてしたことはなく、未知の快感にもっていかれそうな意識を懸命に繋ぎ止める。しかもあの清純な式条先輩が淫語を連発するなんて……と精神的な充足感からも、射精までは秒読みといったところだった。

				「せ、先輩……手慣れてますね」

				　言外に経験はあるのかと問うと、先輩は笑顔で金玉を握った。

				「うっ……！」

				「あのね、的場くん。みんなは私を穢れを知らない乙女みたいに言うけどね、当たり前だけど私にも性欲はあって、こういうことに興味はあるの。興味があるから雑誌とかでつい見ちゃうんだけどね……言っておくけど、これが初めてだから……！」

				　一段と力が強くなり、金玉が圧迫される。俺は弁明するために慌てて口を開いた。

				「あ、いや、そんな……その、あまりにも気持ちが良くて、つい……」

				「……ふぅん。気持ち良いんだ」

				　こくこくと首を縦に振ると、それを見た先輩は嬉しそうな、ちょっといたずらっ娘みたいな表情を浮かべた。

				　そしてぱくり、と俺の亀頭を口に含んだ。

				「いっ!?」

				　ぬめりとした感触に、思わず腰が跳ねそうになるがなんとか耐える。

				　式条先輩は亀頭を口に含んだまま舌を押し当て、形を確かめるように先っぽをなぞった。

				　もう耐えられそうになかった。

				「的場くん……いつでも出しちゃっていいよ？」

				　上目遣いでこちらを見る姿は、何故か本条さんを連想させる。

				「……そういえば先輩、ファーストキスってまだですか？」

				　最後の最後にそう聞くと、先輩は目を逸らしたままこくりと頷いた。　俺は右手で先輩の後頭部を掴むと、ゆっくりと引き寄せる。

				「ん!?　……んぷ、……んー！」

				　流石に全てを飲み込むには抵抗があるのか、式条先輩は舌を使って俺のペニスを拒もうとする。だがそれは最後の一押しになり────。

				「式条先輩、射精(だ)しますよ」

				　俺は全力で先輩の喉奥に射精した。

				

				　びゅるるるるっ、どびゅっ、びゅー、びゅっ、びゅく……

				

				　　　　

				

				「────おわっ!?」

				　目が覚めた。そうだ、自分で分かっていたじゃないか。夢だって。

				　いや、っていうかこの感触はあれだ。夢精したのだ。……あれ、俺ってもうすぐ三十路だよな？　しかも昨日なんか寝る前に、彩ちゃん相手に三発出しただろ？　性欲魔人とか性欲の権化とかそんな…………ん？

				　俺は下を……具体的には夢精したであろう己の息子の方を見た。

				「ん、んちゅ……ちゅ」

				　そこには瞳にハートマークを浮かべた彩ちゃんがいた。

				　……どうやらこの夢を見た原因は、このエロ娘にあるようだった。

				「彩ちゃん？」

				　取りあえず声をかけてみる。しかし彩ちゃんはペニスのにおいを嗅ぐことに集中しており気付く素振りを見せない。

				　というかすんすんとにおいを嗅ぐのはいいのだが、少なくともそんなにうっとりとした表情で行うものでもない気がする。……これで中学生なので末恐ろしい。

				「おーい」

				　垂れた横髪を耳にかけるように搔き上げると、ようやく彩ちゃんは俺が起きていることに気が付いたのかばっちりと目があった。そしてすぅーっとハートマークが消え、真顔になる。ちょっと怖いんだけど。

				　しかし彩ちゃんは何も言わずに入り口を開け、外へ出た。ちょっと一人になりたい気分なのだろう。俺は止めることをしなかった。

				　ちなみに今現在俺がいるこの場所はテント内である。アウトドアコーナーに置いてあった、設置しなくていい折りたたみ式のものだ。他にも様々な便利グッズがあったのだが、機動性を重視して必要最低限のものしか持ってきていない。このテントは軽くて場所をとらないから重宝することになるだろう。

				「う……腰がいてえ」

				　上半身を起こして背筋を伸ばすと、三十路前の身体がバキバキと悲鳴を上げた。

				　今までの寝具は高級羽毛布団で、敷布団も新しいやけにふかふかなものだった。しかしここはむき出しの地面にダイレクトテント。俺はゾンビの脅威よりも、自分の体調について気を付けねばならないのかも知れない。

				　チャックで閉ざされたテントの入り口を開け、外に出る。

				　季節は春に差し掛かろうとしてはいるが、まだ少し肌寒い。眼下では随分と汚くなったゾンビたちがのろのろと徘徊しており、中には生前かなりの美人だったと思われるゾンビもいるが……あれは抱けないな。ショッピングモールには水が蓄えられており、綺麗にすることが可能だったが今はそれもできない。

				　このまま時間が経てば腐乱が進み、汚れを落とすだけじゃダメになるんだろうな。まあ俺には彩ちゃんがいるからいいけど。

				「おっと」

				　俺がいることに気が付いたゾンビがこちらを見上げながら近付いてくる。無論俺がいる場所はゾンビがどう頑張っても登ってこれない場所なので構わないが、降りる時にゾンビだらけだと困るため数歩下がる。

				　ちなみに俺がどこにいるかというと────キャノピーの上。分かりやすくいうと、ガソリンスタンドの天井の上だ。

				　そこから見える風景は……なんというか、日常ではない。道路は事故った車やら乗り捨てられた車両でいっぱいで、いろいろな所に血液であろう赤いシミやら黒いシミがある。

				　しかしパンデミックで想像するような非日常かというと、それもまた違う。雑草が目立つわけでもないし、車の間から鹿がこんにちはしたりはしない。もちろん疎らにいるゾンビは完全に非日常なものなのだが……慣れてしまったのか、見ていてあまりわくわくするような光景でもない。

				　それに何というか、思ったよりも生存者が多いのだ。キャノピーからマンションを見上げれば、ベランダに服が干してあったりする。下の階層はほぼ皆無だが、上の階層は何世帯か生き残りがいるらしい。分母を考えると少数かも知れないが、今まで観た映画よりも生存者は多い気がする。

				　まあまだ最初の感染が起きてから数ヶ月だから、こんなものか。

				「うおぉぉぉぉ！」

				　のんびりと辺りを見渡していると、どこからか雄叫びが聞こえた。マンション勢の誰かが食料補給に降りてきたのだろう。鈍重なゾンビは囲まれない限り何とかなるため、こうして昼間に食料補給に来る人間は多い。

				「ぎゃあああああああ!?」

				　しかしだからといって過信すると、あっという間にゾンビの仲間入りだ。食料がある所は狭い店内だろうし、行きはゾンビの間をくぐり抜けられたとしても、帰りは行きの時におびき寄せる形となったゾンビの大群に囲まれて……なんてこともあり得る。

				　機動性もそうだが、隠密性も大事。それはショッピングモールから外に出ての一週間、死にかけながら学んだことだった。ちなみに、ゾンビに狙われないチートを持った彩ちゃんに幾度となく助けられた。

				「彩ちゃん、ちょうどいいから俺たちも行こうか」

				　端っこで足をぶらぶらさせて座っている彩ちゃんに声をかける。

				　ゾンビは音に反応する。一応数十メートルくらいなら視覚でこちらを捕捉してくるが、ゾンビに見つかる原因のほとんどは音だ。そのため爆竹をいくつかストックしているが、数に限りがあるためあまり使いたくない。今はゾンビの餌食になった誰かが叫んでいるおかげで、付近からゾンビが消えている。

				　情けないが彩ちゃんを先頭に、俺たちはキャノピーから下に降りる。何か特別な道具を使うわけではなく、キャノピーからスタッフルームの天井、そこから洗車するあれの上、さらに防火塀、そのまま地面へというゲームみたいな感じだ。

				「よし、ゾンビはいないっぽいね」

				　いざ行かん、都立高校へ！　と叫びたい気分だが、余裕で死んでしまうので大人しく先に進む。高校の場所を知っているのは俺だけなので、ここからは俺が先導することになる。

				　軽くするためにリュックサックなどはキャノピーに置きっ放しで、腰に付けたポーチにはわずかな爆竹と携帯食料が入っている。水音をなるべくさせないため、数秒でチャージできるドリンク入れに水を入れて、余計な空気を抜くという細かな気配りも忘れない。

				　武器は扱いやすい片手のハンマーで、彩ちゃんは切れ味のいいナイフだ。

				　ちなみに何故高校を目指しているのかというと、そこには武器があるからだ。都内のガンショップの場所なんて、新宿に確かあったような……レベルの俺が持てる最大の武器といえば弓である。

				　仮にガンショップの場所を知っていても、どうせ他の人間が根こそぎ持って行っているだろうが弓となればその可能性も低い。それに扱い方の知らない銃とは違って、俺は弓のプロッフェッショナルである。……十五年位前の話にはなってしまうけど。

				　それでもハンマーよりは彩ちゃんの援護ができるだろうと思い、今回は忌々しい高校……我が母校へと足を踏み入れることを決めたのだった。

				「……んー、一応歩道を歩こうか」

				　高校までは基本的に大通りを進めば着く。大通りは視界が広くゾンビに見つかりやすいが、逃げやすい。裏道や路地裏は囲まれたらピンチだが、そもそもゾンビの絶対数が少ない。悩んだ結果、大通りを進むことにした。

				　彩ちゃんがいるから路地裏でステルススキルをして進むのが一番いいのかも知れないが、あまり彩ちゃんに負担をかけたくない。

				　さらに言えば、大通りを進むと言っても車道と歩道に分かれる。車道は道というか、車の上を通る。それにより、ゾンビたちに捕まる可能性が一気に低くなる……が、かなり音が出るため今回は止めておく。ゾンビに見つかって逃げられない時に、車の上に避難すればいいだろう。

				　ちなみに車の上を渡っていくのはかなり安全だが、調子に乗るとゾンビの大群に車を倒されて死ぬ。稀に車内にいるゾンビに足を掴まれて死ぬ。

				　……なんというか、この世界は本当にすぐ死ぬわけだ。おっかない。

				（……彩ちゃん）

				　前方にゾンビが一体いたため、小声で彩ちゃんを呼ぶ。別に彩ちゃんが隠れる必要はないのだが、仲間はずれにすると機嫌が悪くなるのだ。二人しかいないのに仲間はずれもないが、とにかく同じことをしないと気に食わないらしい。

				（ちょっと顔出してみて。他にゾンビいる？）

				　車の陰に隠れて指示を出すと、彩ちゃんはそっと顔を出して辺りを窺う。どうやら本人はゲームのように今の世界を楽しんでいるらしく、一挙一動がなんだか可愛らしかった。

				　その可愛らしさに誘われ、目の前でふりふりと揺れるお尻を掴んでみた。

				「ぐふっ!?」

				　後ろ蹴りが顎に直撃し、痛みで悶える。どうやらその音に誘われてか、先ほどのゾンビがこちらに向かってくる音が聞こえた。

				「やばっ……！」

				　慌てて近くにあった石ころを掴んで投げると、車の窓ガラスでも割れたのかそこそこ大きな音が辺りに響き渡る。ゾンビはこちらを視界に収めていなかったらしく、音がした方に引き寄せられて行った。

				　これだけ大きな音がしたのにもかかわらず他のゾンビが姿を現さないということは、近くにゾンビはいないのだろう。ゾンビの有無を調べることとデコイ代わりになることができたようで、一石二鳥というやつだった。

				　こちらを睨んでいる彩ちゃんのことは気にしない方向でいく。セックスはよくてセクハラが駄目って何が基準なんだよ。

				「さ、彩ちゃん。今のうち」

				　シカトされてもメゲないスタイルが大事。

				　俺はなんとか彩ちゃんのご機嫌を取りながら先に進む。特に何か起こるわけでもなく、そもそもゾンビと出会うことすらなく俺たちは高校まであと一歩の所までたどり着いた。

				「ひぃ、ふぅ、みぃ、よ……五体か」

				　校門の前でゾンビが新鮮な肉体を貪っていた。貪られてぴくぴくしている者は学生服を着ていて、何だか遣(や)る瀬(せ)ない気持ちになる。

				　……しかし、こんな世界で学校があるわけでもないのに、どうして学生服を着ているのだろうか？　まあ普通の服よりかは動きやすい……のか？

				　それはいいとして、問題はあれをどう切り抜けるかだ。お食事中だから多少の音ではその場を動かないだろう。かといって、もっと新鮮な肉があればそちらに興味が移るのは必至。

				「走ればいけるか？」

				　俺の呟きに、彩ちゃんは首を縦に振ることで肯定した。

				　いやでも、校門の高さは二メートルほど。届きはするが、果たして乗り越えることができるのだろうか。彩ちゃんは過大評価のし過ぎかも知れない。この身体は三十路前のものなのだ。

				　かといって他に安全に侵入できそうな場所はない。そこにゾンビがいる以上、付近にもいるはずだが……一番開(ひら)けている場所は校門なので、脅威が予想できるという意味では最も安全だろう。不意打ちが一番やばいからな。

				　ひと噛みされた程度なら問題ないが、捕まったらそう簡単に逃げられないうえに首とか噛まれたらやばい。死ぬ。

				「……行くか」

				　もう一度校門を見る。オーソドックスなスライド式で、動かないように固定されている。校門には少女が……彩ちゃんが通れそうな隙間はあるが、男の俺には無理だろう。彩ちゃんでも押し込まないと厳しいかも知れない。無論ゾンビも通れなさそうだから、向こう側にさえ行ってしまえば安全だ。

				　覚悟を決める。

				「彩ちゃん、もしもの時はごめん、けどお願い」

				　情けないお願いをしながら俺は走る。すぐに手前のゾンビが俺に気が付き、ゆらりと立ち上がるも遅い。既に俺はその隣を駆け抜け、校門に手をかけていた。

				「うっ!?」

				　ぴきっ、と腰が少しやばげな音を立てた。やはりデコボコしているキャノピーで寝るのは失敗だったらしい。

				　だがここで力を抜くと失敗どころの騒ぎではないため、無理やり腕の力で校門を乗り越え飛び降りる……というより、向こう側へ落ちる。

				「あふっ」

				　変な声が出た。肺から空気が家出をして戻ってくる様子はないが、なんとか呼吸を整えて立ち上がる。

				　振り返るとゾンビたちが校門の隙間から必死に手を伸ばしていた。

				「こうなりゃ恰好の餌食だな」

				　万が一にも掴まれないように用心しながら、動きを止めたゾンビたちの頭を順番にかち割っていく。

				　ゾンビは所詮ゾンビで、元人間だとは考えなかった。そもそも人間でも敵なら躊躇なく殺せる俺に、今更ゾンビを殺すことによって痛む心などなかった。

				「通れる？」

				　スレンダーな彩ちゃんは特に引っかかる箇所がないため、苦労することなくこちら側へ来ることができた。先ほど胸が引っかかって通れなかったゾンビがいたためか、彩ちゃんは無言で自分の胸を見下ろしている。俺は何も言わなかったが、頭を撫でてやると蹴られた。

				　大人な俺は理不尽さに憤慨することなく、弓道場に向かう。改築されていたりしたらどうしようかと思ったけど、変わらず弓道場は運動場の奥にあった。

				　見晴らしがよく広いというのはいいことだ。ゾンビが来てもすぐ分かるし、逃げることも非常に楽になる。

				　だがそれは運動場の話で、弓道場は一応屋内であるため慎重に行く必要がある。入り口は閉ざされていたが他に出入り口がないわけでもないし、そもそも校内で誰かが感染した可能性は十分にあるのだ。いくら感染が広まった日が冬休みであったとしても、校内が無人になることはそうそうないだろう。

				「見張りお願いしていい？」

				　彩ちゃんに声をかけると、首を振って断られた。あれ？

				「えーと……って、そういうことね」

				　彩ちゃんは俺を待つことなく弓道場に足を踏み入れた。俺が見晴らしのいい外で見張りをし、襲われることのない彩ちゃんが中の安全を確認する。いつもどおりの流れだが、いつまで経っても慣れない。慣れたくないし慣れるべきではないと思うのだが……彩ちゃんの好意を無下(むげ)にもできない。

				　実際は彩ちゃんの行動が正しいのだが、それでも中学生の彩ちゃんにこういうことはさせたくないと思ってしまう。やっぱり格好つけたいんだろうなぁ……でもその見栄っ張りなところが格好悪いよなぁ……なんて考えていると、彩ちゃんが戻ってきた。

				　何も言わずに俺の隣に立って見張りを開始する。どうやら中には誰もいないようだ。

				「失礼しまーす」

				　テキトーに声をかけて中に入ると、造りは新しくなっているがレイアウトは十数年前とほとんど変わりなかった。

				　嫌な思い出しかないと言っても過言ではないが、やはりこうやってこの場に立つと感慨深いものがある。

				　本当はもう少し感傷に浸りたいところだが、待たせるのも悪いし自分に合う道具を見繕った。以前使っていたものはオーダーメイドだったためよく馴染んでいたが、他人の物はやはり違和感がある。

				　ぶっつけ本番は怖いので試し打ちをしてみると、矢は的からやや外れた場所に突き刺さった。

				「……へったくそだな」

				　百発百中と自分で言えるくらいの腕前だったのにこれだ。十数年……言葉ではイマイチ分からなかった重みが感触として残り、泣きそうになる。

				　的を見据える。外した原因はいくつもあった。基本からなっていないし、そもそも弓を引く筋力の衰えが著しい。どんなに構えが綺麗でも、弓を引けなければ当たらないのだ。

				　……明日からまたゴムチューブでも引っ張るか。背筋を鍛えるために。

				　いや、それよりもまずは感覚を取り戻さねば。筋力があったら安定することは確かだが、かといって技術を蔑ろにしていいわけじゃない。

				　俺は過去を取り戻すかのように、一節一節時間をかけて丁寧に行った。ただ立って的を見据えることから矢を離すまで、全てを集中して行う。

				「的中」

				　そして三射目にして、ようやく的の端に中った。三六センチの的の端だから、狙ったものがゾンビの頭であれば外れたことになる。しかし的に中るとそれだけで心が躍る。

				　時間に余裕があればもっと引いておきたいが、今日はここまでにしておこう。

				　そう思って振り返ると、彩ちゃんが正座して俺を見ていた。少し前まではいなかったから、遅くなった俺の様子を見に来たのだろう。

				「ごめん、待たせちゃったね」

				　彩ちゃんは首を横に振る。

				「どうだった？　後ろから見てて。格好よかった？」

				　道具を片付けながら冗談でそう言うと、彩ちゃんはゆっくりと首肯(しゅこう)した。角度的にかなり分かり辛かったが、照れたようにそっぽを向く姿を見るにどうやら本当にそう思ってくれたようだ。可愛過ぎてやばいな。

				「よし、早く帰ろう。テントが待ってる」

				　ついムラムラっときてしまうがそれは仕方ないというか、当然のことだろう。もはや俺と彩ちゃんは彼氏彼女と言うよりも新婚さんであるのだ。新婚旅行としては少々刺激が強過ぎるので、はやくキャノピーに建てられた新築に帰らねば。

				　……いや、やっぱりキャノピーは止めよう。一軒家は危険だがマンションなら安全なはずだ。上の階なら感染者はまず来ないし、生存者もそうそう来られない。

				　問題はどうやって鍵を手に入れるかだ。ゲームと違って鍵が落ちているわけないし、仮にゾンビを倒して鍵を入手しても場所が分からない。となると窓ガラスでも割って侵入することになるか。そうなると彩ちゃんは危ないから、俺が鍵を開けて玄関から入ってもらうことになる。……お、やっと俺の見せ場が来たんじゃないか？

				　ただなぁ……四階とか五階に登って落ちたら一発で終わりだからな。慎重にならざるを得ない。

				　────独りで生きるなら、二人で死んだ方がマシです！

				　不意に本条さんの言葉が脳裏に浮かんだ。

				　俺には彩ちゃんがいるから、無理はできない。格好つけるならこの弓で十分だし、危ない橋は渡らない方がいいだろう。

				「……本条さん、元気かなぁ」

				　なんとなく呟いた。

				　彩ちゃんがこっちを見てる。

				「ん、んんっ」

				　咳払いで誤魔化してみた。よくよく考えると今のは、嫁さんの前で元カノの安否を気遣うみたいなちょっと危ない感じの言動である。

				　……彩ちゃんがこっちを見ている気配がするが、それは俺の呟きが聞こえなくて「何か言った？」というものだろう。そうであってほしい。そうであってくれ。ていうかそうであれ！

				　俺は何もなかった風を装って各種道具を持ち、弓道場を出た。

				　弓は二メートル強の和弓で、矢筒は一メートルほどの特大サイズを拝借してきた。その中に矢は六六本入るのだが、全てお高い竹製である。カーボンやアルミ製の弓の方が耐久力があると思われがちだが、実は竹が最も耐久力があり、コンクリートを撃っても壊れなかったりする。

				　その分、湿気などで曲がったり割れたりするのでお手入れは欠かせないし、日によって矢の調子が変わるため玄人向けではある。

				　それでもおそらく、ゾンビの頭蓋骨を数度撃ち抜いた程度じゃ折れないだろう。

				　例えば銃は威力が高いし扱いやすい。弓でゾンビの頭蓋骨を射抜くより何倍も簡単だろうけど、デメリットとして音がでかい。

				　俺が空挺部隊の岡田さんに貰った銃は、確か十数発ほど弾丸を発射することができた。一発でほぼ確実に一体を仕留めることができたとして、その銃声でやってくるゾンビはそれの数倍どころの騒ぎじゃない。となると絶対に弾が足りなくなる。

				　その点、弓は隠密性に優れ矢の回収までできる。連射性や取り回しやすさには劣るが、連射するような事態に陥ってしまったのなら銃があったところでどうしようもないだろう。

				　無論、マシンガン？　みたいに大量の弾を吐き出し続けるものがあればそっちの方がいいかも知れないが、まず民間人には手に入らないだろう。

				「弓マジ最強。弓マジ万歳」

				　振り返らないように現実逃避をしながらだだっ広い運動場を歩く。

				「ああ、そういえば彩ちゃんには、何でこの高校を選んだのか教えてなかったね」

				　返事が返ってこないのだから、口にしても口にしないでもあまり変わらない気がして、俺は彩ちゃんに話していないことが沢山ある。

				「ここはさ、俺の母校なんだ」

				　そう言うと、彩ちゃんはわずかに目を見開いた……ような気配がする。未だ俺は正面を向いたままである。

				「電力も復旧したし、人類は反撃の狼煙を上げた。いずれゾンビの数も頭打ちになると思うし、もしも数年後元の秩序を取り戻して、普通に学校に通えるようになったらさ。……彩ちゃん、俺の後輩にならない？」

				　もちろん返事はなかった。でも彩ちゃんがうちの制服を着て学校に通い、部活で弓を引く姿を想像するのは楽しかった。

				　果たしてそんな未来が訪れるかなんて分からない。だけど誠くんたちがやってくれるんじゃないかって、そんな希望はある。ゾンビが死体であれ生物であれ、このまま放っておけば腐り落ちるか餓死するかの二択だろう。永遠にゾンビがこの世を徘徊することなんてまず有り得ない。

				　やつらが鹿でも狩猟するなら話は別だが、それはもうゾンビの脅威にあるとは言えず、また違う問題となることだろう。

				　……ゲームや映画で、ゾンビ犬やカラスは割とポピュラーな存在だ。しかし未だそのような存在は見たことがなかった。

				　ゾンビウィルスは人にしか感染しないのだろうか？　今までヒトには感染しないと言われていたのにもかかわらず、感染した病気やウィルスなんていくつもある。ゾンビウィルスだけ例外とは言えないだろう。

				　だったら何故だろう。そもそも、何故ゾンビは人しか襲わないのだろうか。

				　もしかするとゾンビウィルスは…………

				「おーい！」

				　いつの間にか思考の海に溺れていたようで、気が付いた時には校門の前にいた。

				　そしていきなり声をかけられ、思わずびくつく。一体どこから声をかけられたのか辺りを見回すと、また声をかけられた。

				「こっちです、こっちー！」

				　どうやら声の主は頭上にいるようで、陽の光に目を細めながら空を仰ぐと屋上から女の子が二人、手を振っているのが見えた。

				　しかし逆光の所為か姿はよく見えない。小さい方の影が勢いよく手を振り、それよりも少し大きな影が隣で佇んでいる。

				　真っ先に俺は罠を疑った。女子供を疑うのはどうかとも思うが、その心理を利用する人間は少なくない。だが一つだけ疑問なことがある。それは少女たちが切羽詰まっていないことだ。

				　基本的にこういう場合、罠なら助けを求める。一刻も早く行かねば！　という気持ちにさせて、焦りにより視界の狭まった者を罠にハメる……よくあるパターンだ。だが屋上から降り注ぐ声には何故か、親しみのようなものを感じる。

				　まるでこちらが仲間であることを知っているような、そんな声色だ。

				　考えられる点としては相手が知り合いであるという点だが、若い女性と知り合う機会なんて俺にはなかった。

				　もしかすると彩ちゃんの知り合いか？　そう思って彩ちゃんを見るが特に反応はない。

				「んー」

				　助けに行くメリットは特に思いつかない。デメリットはもしもの話をすればいくらでも出てくる。そもそも割と余裕そうだし、助けるという言葉が適切かどうかも不明だ。

				　……帰るか。

				　そう思って校門の方を見れば、ちょうど屋上の影に隠れるようにして学生の死体が転がっていた。先ほど貪られたばかりの新鮮な肉体だ。

				「…………あ」

				　ふとあることに考えが至ってしまった。

				　仮の話ではあるが、この少年が助けを求めて外に出たとしよう。無論屋上の子たちとは何らかの関係にある。そして戻ってくる頃合でちょうど俺たちを見付けたとしたら、少女たちはどう思うだろうか。

				　助けが来た、もしくは少年がもうすぐ戻ってくると思って声をかけるのではないのだろうか。それこそ多少の親しみすら込めて。

				「ちょっと様子を見に行こうと思うけど、いい？」

				　彩ちゃんに許可を取って、俺たちは屋上に手を振り返して校内へと足を踏み入れた。

				　こんな世の中だから非情になるべきかも知れない。でもなんとなく嬉しそうに手を振る二人が、本条さんと彩ちゃんに見えてしまったのだ。

				　本条さんには誠くんがいる。でも彩ちゃんは？

				　情けは人の為ならずと言うけど、今日の行いが来るかも知れない未来に何か影響を及ぼしてくれるといいんだけどな。

				　矢を番えながら一階の廊下を歩く。久々に来た母校は多少荒らされてはいるが記憶のものとあまり変わりがない。本当は綺麗になっているのかも知れないが、荒らされ具合と脳内美化が見事に釣り合いを取ったらしい。

				「物音は聞こえないね……あっ、彩ちゃんそっち違う」

				　彩ちゃんが手前の階段を上っていくが、残念ながらそっちの階段は屋上ではなくプールに繋がっている。

				「懐かしいな……この学校、棟が三つあるからもちろん屋上も三つあってさ、その内の一つがプールなんだよね。水泳の授業が嫌いだからプールの無いこの学校に決めたのに、屋上にプールがあるっていうオチでね……」

				　彩ちゃんはつまらなさそうに聞いている。おっさんになるとどうでもいい話が長くなるんだよね。俺も子供の頃は親戚のおっさんの話を、早く終われ……と思いながら聞いていたのを思い出した。

				　二階に上がる。

				　ゾンビの気配はしない。何か物音が聞こえることもない。そのまま三階に上る。

				「四階の梯子で屋上に行けるんだけど……」

				　四階へ至る唯一の階段は机や椅子などが積まれており、隙間から彩ちゃんは上には上がれそうだけど俺は厳しいかも知れない。

				　よくあるゾンビ映画は、こういう時に手間取って襲われるんだよなぁ。

				　こんな世界になって思ったのが、本当に事実は小説より奇なりってことだ。何せ映画であっていたようなことは大体起こり得る。そして映画ですら起きないことが、ごく普通に起きたりもする。

				「んじゃ、まずはこの階の安全を確保しようか」

				　バリケードが何のためにあるかって、当たり前だが敵から身を守るためだ。そしてその対象は恐らくゾンビだろう。

				　俺は斜めに立って三〇メートル先の教室の窓に向かって弓を引いた。

				　ガラスの割れる音が辺りに響く。

				「一、二……三体か」

				　音に誘われて別教室からゾンビたちが姿を現した。

				　階段を挟んで左右に四つずつ教室があるのだが、左側にゾンビはいないようだ。右側には最低でも三体いる。念のためそろりと左側の教室を調べるが、やはりゾンビはいない。

				「ああ、別にいいよ彩ちゃん」

				　右側のゾンビを殺るためか、彩ちゃんが包丁を取り出したのでそれを止める。左側へ移動したため、右側にいたゾンビとの距離は五〇メートルほど。動く的を撃つ練習をしたかったのでちょうどいい。

				　ちなみにここで俺が目指すのはテンポよく弓を引きかつそれを全て的中させること。それができなければこの先やっていけないだろう。

				　一射にかける時間は平均して十秒。三○秒以内に三体を殲滅させる。

				「ちょっとこの矢筒持っててくれる？」

				　持ち運び用の特大サイズの矢筒は、一メートルほどある。よくある腰に装着して素早く矢を引き抜いて撃つ……みたいなことはできないため、普通サイズの矢筒を腰に着け直す。

				「……よし」

				　時計の長針が十二を差すと同時に構え、まず一射。

				　矢は手前のゾンビの頭に吸い込まれ、そいつは後ろのゾンビを巻き込みながら倒れ込んだ。

				　意図せず後ろのゾンビが倒れてしまったため、一番後ろのゾンビに狙いを変える。ここの学生なのだろう。やや短いスカートにブラウスを羽織っている。

				　だがゾンビはゾンビで、生前の年齢や性別は何も関係ない。ただの狙いを付ける記号でしかない。

				「的中」

				　少女が吹き飛ぶ。一体目は綺麗に額を撃ち抜いたが、少女の場合は左の眼球に突き刺さった。風のない場所でここまで狙いが逸れるのか。かなり傲慢なことを言っていると自覚はしているが、はっきり言って衰えが激しい。

				　高体連の予選なんて、俺が全て的中させれば上にいけるようなレベルで、逆に言えば三六センチの的に矢を中てるという行為はそれだけ難しいということなのだ。

				　二体目……三体目となったゾンビがそろそろと立ち上がる。あまり人間的ではない動きのためか、狙いが上手くつけられない。

				　狙いを定めながら左腕につけた時計を見ると、長針は六を過ぎていた。

				「ちっ！」

				　ようやく立ち上がりふらふらとするゾンビを射抜き、再び時計を見た。経過時間は三射で四二秒。自分で設定した時間を超えてしまったが、内容自体は悪くなかった。

				　構えを解くと、隣からぱちぱちと拍手が聞こえてきた。もちろん拍手してくれたのは彩ちゃんだ。

				「ありがとう」

				　頭を撫でて、矢を回収に行く。

				　流石はお高い、職人手作りの一品。どれも歪みなく、ゾンビの頭蓋骨から引き抜いても血を拭ってやればまた使えそうだ。

				「んじゃ、上に────ッ!?」

				　割られた窓からゾンビが見え、俺は反射的に抜き取った矢を番えて弓を引いた。

				　流石にこの近距離で外すことの方が難しく、不意を突かれる形となったが見事に頭を貫く。

				「……油断は禁物だな。いや、マジで」

				　別の教室から現れたゾンビは全て倒した。でも肝心な、その教室にいるゾンビのことを考えていなかった。

				　これだけ注意しても、ゾンビというのは隙を突いてくる。正確に言えば、その隙は俺のミスだ。パンデミックで生きるということを、今一度深く考える必要があるのかも知れない。

				「ん？　ああ、大丈夫。問題ないよ」

				　彩ちゃんにくいっと袖を引かれ、俺はそう答えた。

				　教室に他のゾンビはいないし、先ほども何か怪我をしたわけでもない。

				「それより屋上に行こう」

				　階下からゾンビが来る可能性を考慮しつつ、バリケードを退かしていく。あまり崩し過ぎるといけないため、人間が意図的に通るなら通れる程度にしておく。これならゾンビが来た時に音で分かるだろう。

				　……二メートルを超える弓に一メートルを超える矢筒。早速邪魔になっているんだが。

				　いやいや、これは必要な苦労だよな。そう思いたい。

				「おっ」

				　何とか四階に着いた。四階もバリケードだらけかと思いきや、意外にも綺麗にしてある。一番近い教室に入ってみると、保健室から拝借したのかベッドが置いてあった。

				　他にもダンボールに菓子パンや飲み物が入っており、数週間程度は籠城できそうだ。逆に言えば、一ヶ月ももたない状況とも言える。

				　他の教室も覗いてみるが先ほどの少女たちは見当たらない。まだ屋上にいるのだろう。……多分、あの少年を捜すために。

				　現実を知らせるというのは非常に気まずくあるが、理想抱いたまま死ぬことと絶望に抱かれたまま生きるのはどちらがいいのだろうか。

				　人それぞれの考えがあるかも知れないが、俺は絶望に抱かれたまま生きて今この瞬間を生きている。隣に希望(あやちゃん)を連れて。

				「彩ちゃん、お先にどうぞ」

				　屋上へ行くには梯子を登る必要があるが、彩ちゃんを先に行かせることで俺はスカートから覗く可愛らしいお尻を眺めることができるのだ！　……というのは冗談で、梯子は壁にくっ付いているタイプで地上から一メートルほどの空中にある。そのため、俺が抱き上げてあげないと少しきついのだ。

				　というわけで、彩ちゃんの膝を持って持ち上げる。不可抗力で顔を下の谷間に埋める形となるが、膝を抱えられているため彩ちゃんは身動きが取れない。調子に乗ると足を離した際に蹴りが飛んでくるため、セクハラもそこそこにして俺も彩ちゃんに続く。

				「あっ、えーと、初めまして。私は葛西(かさい)来未(くるみ)です。こっちが姉の葛西(かさい)静代(しずよ)です」

				　屋上に登るとこちらに気が付いた少女……来未ちゃんが挨拶をしてくれる。姉は無言で頭を下げた。

				　どうやら妹は活発なタイプで、姉は人見知りをするタイプらしい。

				　来未ちゃんはその活発さを表すようなサイドテールが似合っていて、姉の静代ちゃんは三つ編みにメガネと雰囲気が具現化したかのような見た目をしている。委員長、もしくは図書委員って感じだ。伏し目がちである所為か、姉妹なのにそれほど似ていない……と思いきや、すっとした鼻立ちと添えられた小さな唇がそっくりだった。


                			

	








			
				「これはご丁寧にどうも。俺は的場和矢です。それでこっちが────」

				「え!?」

				　彩ちゃんの紹介をしようとすると、突然姉が反応した。タイミング的に俺の名前に何か気になることでもあったのだろうか……上司の娘さん、とかそんなオチはなさそうだ。葛西という名に聞き覚えがない。

				　となるとこの娘は一体何に反応したのだろうかと内心首を捻っていると、静代ちゃんはおずおずといった風にこちらへ歩み寄ってきた。

				「あ、あのぉ……もしかして、ここのＯＢの？　弓道部の的場さんですか？」

				「えっ？　あ、うん。と言っても、一年の時に転校したんだけど」

				　何でそのことを？　と問う前に静代ちゃんは俺の手をがばっ！　と掴み、瞳を輝かせて口を開いた。

				「やっぱり……！　あの、百発百中の的場先輩なんですね！　私、ファンなんです!!」

				「………………へ？」

				　事情が飲み込めず固まる。そんな俺を気にせずに、静代ちゃんは俺の何が凄いとかそういう話を聞かせてくれた。

				　取りあえず話をまとめると、以前俺は百回連続で的中させて、式条先輩に言うことを聞いてもらう権利を獲得した。実質それは男女の仲になる権利のようなもので、それ故に俺は先輩方に……というのは今は置いとこう。

				　大事なのはその百発目、俺が放った矢はその直前に放った矢、つまり九九発目の矢を射抜いたのだ。俗に言う継ぎ矢というやつで、普通の人は一生に一度あるかないかくらいの確率で起こるようなこと。だから縁起ものとして大切に保管する人もいるのだが……俺としては珍しくないことだったので持ち帰ったりはしなかった。

				　だからそのいろいろな意味で縁起の良い継ぎ矢は俺が転校した後も部室に飾られ、代々その伝説と一緒に引き継がれていったらしい。んで、その伝説のＯＢが俺こと的場和矢。

				「ふ、ふーん……そんなことになっていたのか」

				　実際は人間関係に嫌気が差して逃亡し、弓道まで止めてしまった憐れな男なのだが、尾ひれがついてなんか伝説の人扱いにされているらしい。ちなみにそんな話を静代ちゃんが知っているのは、彼女がここの弓道部……しかも部長であるからのようだ。

				「────はっ!?　もしかしてこちらの可愛らしいお嬢さんは、その時の愛の結晶……!?」

				　その時、つまり何故だか知らないが伝説では俺と式条先輩は恋人関係になったらしく、まあ心も身体も結ばれたようで、静代ちゃんはそのことを言っている。

				「ウン、ソウダヨー」

				　全てが面倒になっていた俺は棒読みでそう答えた。

				　彩ちゃんは嫁から娘にランクアップした！

				　……ランクダウンか？　よく分からない。

				「お姉ちゃん、またいつもの癖出てるよ」

				「あっ！　……す、すみません」

				　来未ちゃんに窘(たしな)められ、静代ちゃんは肩を落としながら下がっていった。どうやら興味のある話だったりするとテンションが上がってしまうタイプの人間らしい。キラキラと瞳を輝かせて語る様は可愛らしくはあるが、その話の主人公が俺というのは少し反応に困ってしまう。

				「えーと、改めて自己紹介を。俺は的場和矢です。こっちが嫁────じゃなくて、愛娘の的場彩」

				　彩ちゃんは俺の後ろに隠れたまま、無言で頭を下げた。

				「激しく人見知りするのと凄まじく無口だけど、気にしないでくれ」

				　とさりげなくフォローもしておく。彩ちゃんは他のゾンビと違って噛まれた痕があるわけじゃないし、特にバレることもないだろう。最悪、このパンデミックによる心因的なショックで口が聞けなくなったと誤魔化すこともできる。その時には悪いけど母親……式条先輩に死んでもらおう。

				「和矢さんと彩ちゃんですね、よろしくお願いします。……それで、二人は夏樹(なつき)くんと会ってからここに来てくれたんですよね？　夏樹くんはまだ他の人を捜しているんですか？」

				　どう切り出そうかと悩む前に、来未ちゃんが触れてくれた。おそらく夏樹くんとは、校門前にいた死体(がくせい)のことだろう。

				　屋上のフェンスに寄ると、その子の死体はやはり壁の影に隠れて見えなかった。

				「その前に聞きたいことがあるんだけど、二人はずっと屋上にいたの？」

				「……？　いいえ。お姉ちゃんと四階でお喋りしたり勉強したりしていました」

				　見た目どおり真面目な子たちらしい。俺が学生ならきっと、こんな状況で勉強なんてしなかっただろう。

				「悲鳴を聞いたりは？」

				「……その、よくあることなので気にしなくなりました。多分、よほど近くじゃないと気にも留めないと思います」

				「そっか……そうだよね」

				　これで繋がる。もしも屋上で夏樹くんを見ていたのなら、そもそも夏樹くんは？　という質問は出てこない。四階にいたとしても夏樹くんの悲鳴が聞こえた可能性はあるが、どうやらそれを認識するには少々世界がおかしくなり過ぎてしまったようだ。

				「ごめん、結論から言うね。俺は夏樹くんと会っていない。たまたま偶然、母校であるここなら弓があると思って弓道場に足を運んだだけで、ついでに言えばその帰りにちょうど君たちに声をかけられただけに過ぎない」

				「えっ、と……？」

				　この情報だけなら、夏樹くんはまだ戻っていないだけだと考えることもできる。しかし俺は、あの学生がその夏樹くんだろうという確信にも似た思いがあった。

				「ただ、夏樹くんという存在に心当たりがないわけじゃない。……何故かと言うと、学生服を着た若い男の子がそこの校門……ちょうどここから影になっている壁の近くで死んでいたから、もしかしたらっていう思いはある」

				　一応希望は残しておく。ここは学校なのだから、他に生き残った別の生徒かも知れない。だから断言はしない。でもなんとなく雰囲気で察したのか、二人は青褪めている。

				「……確認しに行くなら手伝うよ。ゾンビが来ても、俺の腕を知っている静代ちゃんなら安心できるでしょ？」

				　二人はこくりと頷いた。

				「じゃあ付いてきて」

				　彩ちゃんを抱きとめる必要があるので先に降りると、早く確かめたいという気持ちが強いのか来未ちゃん(ピンク)と静代ちゃん(ライムグリーン)が続く。その色が何を表しているのかは全くの不明だが、一応二人は学生服であるということだけ言っておこう。もちろんスカートだ。

				「二人はどうして学生服なんだ？」

				　彩ちゃんを受け止めた後、全員でバリケードを退けながら話しかける。

				「……近くに弓道場が無いので、学校側にお願いしてお姉ちゃんと一緒に弓を引かせてもらっていたんです」

				　なるほど。確かに冬休みとはいえ、部活動に出る学生は少なくない。ともすれば当然二人は学生服で登校するわけだ。そして生徒がいるなら先生も警備の人間もいて、食堂も開いている。

				　四階にあった食料は余ったそれらを食堂から調達してきたのだろう。

				「あの時はまだ、感染者はゾンビなんて呼ばれていなくて狂犬病だと言われていて……予防接種の希望者が、学校に来ていたんです。病院だと手狭だしワクチンが足りないから、付近の医療機関が集まって……でもそこに感染している人がいて」

				「一気に感染が広がった、か」

				　そこら辺のくだりは全く知らないことである。気が付いたら世界が半ば終わっていて、ゾンビに襲われていたところを誠くんに助けられた。だからこの世界がこうなった瞬間のことや、その時の混乱は何も聞いていない。

				「はい。生き残った人たちでなんとか四階にバリケードを作ったりしたんですけど、いつまで経っても助けが来ないからいろいろ問題があって、今では私とお姉ちゃんと……夏樹くんしかいなくなってしまって……」

				　その省略されたいろいろには、言葉で表せない出来事が含まれているのだろう。俺もショッピングモールではいろいろあった。

				　しかし俺にとって救いだったのは、群れを統率するリーダーがいたことだ。

				　リーダーがいないと、何か判断を下す時に時間がかかる。内部分裂が起きやすくなる。無論、リーダー不要論がある以上必ずしもいい方向に行くとは限らないが、それでも集団を繋ぎ止める役割は必要だ。事実、来未ちゃんたちはバラバラになってしまった。

				　バリケードを退け終え、そのまま一階を目指す。

				「夏樹くんとはどんな関係なの？」

				「幼馴染……ですね。お隣さんなんです」

				「へえ」

				　頭の中で、窓を開けると幼馴染の部屋が……というものを想像する。

				　俺の実家はこっちで住んでいた家よりもさらに田舎というか、山の中にあって周囲に民家が無い。学校も車での送り迎えで、中学からはずっと自転車だった。だからそういう関係性には少し憧れる。

				「ちなみにマンションです」

				　そんな俺の心境を察してかそれとも偶然か、来未ちゃんはそんな一言を付け加えた。夢も希望もない。

				「ん、ちょっと待って」

				　一階に着いた。ゾンビは性質上、よほどのことがない限り階段を上り下りすることはない。歩けるからには上ることも可能だが、スムーズではない。降りる場合は転げ落ちると言った方が適切だ。そんなわけで階段という場所はあまり警戒する必要はないのだが、一階ともなればゾンビはどこからでもやってくる。

				　一体見つけたら数十体はいる、黒いあの虫みたいに思えばいい。どこにでもいるしどこからでも来るし、気が付いたら背後にいる。

				「大丈夫。いいよ」

				　ゾンビの姿はない。ただし先ほどの話から分かるとおり、この学園には不特定多数の人間がいたため油断はできない。

				　しかしそのままゾンビと出くわすこともなく昇降口を抜け、校門に到達する。

				　そしてそこでは頭をかち割られたゾンビの死体が校門にもたれかかっており、その奥で夏樹くんと見られる死体が転がっていた。

				「なんで……！」

				　今までずっと黙っていた静代ちゃんが校門に走り寄った。来未ちゃんは目を見開き右手で口を覆っている。

				　悲劇だと思う。でもそんなものは何というか、見慣れてしまった。ご希望とあらばもっと悲惨な話はできる。

				　しかしそのおかげでこういう時、俺は取り乱すことなく周囲を警戒できるのだ。

				「夏樹！」

				　静代ちゃんは叫び声を上げながら校門を開ける。

				　これは確実に死亡フラグだがどうだろうか。まあ最悪ゾンビの大群が来たとしても、やつらの動きは遅い。校門を閉める時間はある。

				　だがもしも静代ちゃんが自ら死を望んだ場合、俺が取る行動は決まっている。それは彼女を見捨てることだ。

				　来未ちゃんがどう思うかとかそんなことはどうだっていい。

				　ショッピングモールから外に出て約一週間、俺はそうしてきたのだ。

				　彩ちゃんと二人で生きていければそれでいい。……たとえそれが、一時の気の迷いだとしても。

				　俺は……俺たちはお互いを必要としている。それは精神的な拠り所かも知れないし、ゾンビという脅威から生きていくためかも知れない。決して普通の関係ではないが、今は普通の方が珍しい。

				　だが俺と彩ちゃんの関係はかなり歪(いびつ)で、紐解けばレイプした加害者とその被害者でしかない。ゾンビから人間に戻したというプラスなことがあったとしてもそれは結果論でしかない。

				　一体彩ちゃんはどこまで記憶していて、俺のことをどう思っているのだろうか。こんな時、言葉が話せないのは不便だ。

				　瞬間瞬間で考えることが分かったとしても、決して俺は彩ちゃんの本音を知ることができない。

				　そんなことを女々しく考えていると、静代ちゃんがすくっと立ち上がった。そして無言でこちらに近付くと、俺の腰を指差して口を開いた。

				「……先輩、そのハンマー、貸していただけますか？」

				　何に使うのかとは聞かなかった。俺は無言で頷いてハンマーを手渡す。

				「ありがとう、ございます」

				　静代ちゃんは伏し目がちなまま礼を告げると、再び夏樹くんの元に向かった。

				「……ごめんね」

				　ハンマーを振り下ろす。非力な少女では辛うじて頭蓋が陥没するに留まり、彼女は再びハンマーを振り下ろした。

				　ごしゃ、ごしゃ、と肉を潰す軽快な音と骨を割る硬い音が辺りに響く。来未ちゃんはしゃがみ込んで耳を塞ぎ嗚咽している。

				「……彩ちゃん、俺が死んでも止めは刺さなくていいからね」

				「……っ」

				　小声でぼそりと呟くと、彩ちゃんが吹き出した。

				　こうやって冗談を言って笑えるくらい、この世界は壊れている。面白いことに立場が逆転した場合、笑うのは静代ちゃんたちなのだろうから。

				「ありがとうございました」

				　夏樹くんを完全に破壊した静代ちゃんは、いろいろなものが付着したハンマーを俺に返した。これで幼馴染がゾンビとなって徘徊する様を見なくて済むだろう。

				「二人はこれからどうするの？」

				　比較的この学校は安全かも知れない。だが安全さだけで言うならガソリンスタンドの方がまだいい。無論ゾンビではなく生存者に襲われる可能性はあるため、どこか新天地を目指すつもりである。

				　食料があり、ゾンビや生存者に襲われにくい場所……やはり自衛隊基地だろうか。銃を持った秩序のある集団がいれば、事件も起こりにくいだろう。

				「私は……」

				　静代ちゃんは言い淀む。現状を打破するために幼馴染は外に出た。だけどそれが叶わなかった今、二人にできることは籠城くらいしかない。

				　このまま死体(ゾンビ)が腐食していき、歩けなくなったり餓死でもすれば人類の勝ちになる。無論、新しくゾンビになる人間もいるだろうが、前知識があり数が少なければ恐れるものではない。そんな日まで生き抜くことができるのなら、学校にいるというのも手だろう。

				　だけど数週間程度でそんな日が訪れるわけがない。数ヶ月、長ければ一年近くこのままかも知れない。定期的に外に出て食料を確保する必要があるのなら、多少の危険を冒してでも違う場所に移動した方がいい。……例えば自衛隊基地とか。

				「二人が良ければ、付いてくる？」

				「え？」

				「俺たちは自衛隊基地に向かうつもりだったんだ。そこまでで良ければって話だけど、もちろん嫌なら強制はしないよ」

				「え、あ、先輩たちが良ければ、ぜひ！　願ってもないです！」

				　予想どおり静代ちゃんは話に乗った。幼馴染の頭を潰したその後、頰に血を付けたまま笑みを浮かべて。

				　二人にとってデメリットがないから乗ったのだろうけど、それはこっちもあまり変わらない。何かあれば見捨てる、もしくは餌にすればいいのだ。

				「じゃあ、これからよろしく」

				「はい！　……ほら、来未も」

				「……よろしく、お願いします」

				　俺は二人と握手をした。もしかしたらこの提案をした俺が、彩ちゃんと一緒じゃなくて男ひとりであれば断られていたかも知れない。そういう点でも彩ちゃんには感謝しないといけないな。

				　……だけど、ふと思ってしまった。もしもの瞬間、俺は本当に二人を見捨てることができるのだろうかと。

				　彩ちゃんとの二択であれば、何があっても彩ちゃんを助ける。でもそうじゃない場合は……？

				　俺は本来ならこの学校で、後輩に先輩と呼ばれることは一生ないまま死ぬはずだった。しかし今は先輩と呼ばれ、弓を手にしている。まるで自分が高校の頃に戻ったみたいで……それも有り得なかった過去に、である。

				　まだ希望に満ち溢れ、自分が人生の主人公であると思っていたあの頃。紛れもなく俺は主人公だった。自分の人生ですら主人公になれないと諦めていた、三十路前の俺とは違う。

				「……戻りたいって、思ってたからな。あの頃に」

				「何か言いました？」

				　来未ちゃんを慰めていた静代ちゃんが振り向いた。

				「ああごめん、何でもない」

				　俺はテキトーに言葉を返す。

				　第一印象では頼りなく見えた静代ちゃんだが、こうやって見るときちんとお姉ちゃんをしている。いい姉妹だ。

				「取りあえず、俺たちが仮拠点にしていたテントに向かおうと思うんだけど、何か必要な荷物はある？」

				「荷物と、一応食料とかも……先輩たちも必要でしたら持って行ってください」

				「いや、食料は足りてるから大丈夫。俺たちはここで待ってるから、二人で取りに行っておいで。もしも何かあれば無理せず俺を呼んでくれ」

				「分かりました。じゃあ、すぐ戻ってきます」

				　静代ちゃんはそう言うと、来未ちゃんの手を引いて再び校舎に呑み込まれた。

				「彩ちゃん、娘だって」

				　何だか久し振りに二人っきりになった気がして、俺は彩ちゃんに声をかけた。どうやら娘という立ち位置は気に食わないらしく、彩ちゃんはこちらを見ることもせず足でのの字を描いている。

				「的場彩ちゃーん」

				　完全にシカトである。

				「……ちゃんと反応しないと。どうせいつか、本当に的場彩になるんだから」

				　ぼそっと呟くと、凄い勢いで彩ちゃんは振り向いた。そして俺に近付き胸に一撃を叩き込んだあと、ハグをする。くそ可愛いんだが。

				　やばい、ムラムラしてきた。しかしここでおっぱじめるわけにもいかない。

				「まだ来ないか」

				　校舎の方を見る。二人が帰ってくる気配はない……いやいや、だからといって流石に……でもほら、女性の準備って時間がかかるし……と心の中で言い訳をしながら空を見ると、少し先の雲が厚みを増していた。

				　方向的に、テントへ向かっている最中に降られそうだ。

				　ポーチに入れた爆竹を確認すると、きちんと真空パックに入れられていた。これで湿気て使えない……というオチはないだろう。

				　しかしそもそも雨の日は爆竹があまり役に立たない。雨のおかげで物音が響きにくいため、ゾンビに見つかりにくくなるという利点はあるが、当然ながら音で陽動みたいなことはできなくなる。

				「お待たせしました」

				　膨らんだ通学カバンを持った二人が戻ってきた。しかも二人共、弓を持っている。

				「取りあえずテントまで急ごう。じきに雨が降る」

				「はい」

				　閉ざされていた校門を開ける。乗り越えてもいいが、どうせここに用はない。それなら無駄な手間をかけずにさっさと先に進んだ方がいいと思ったのだ。

				「……あの」

				　敷地外へ足を踏み出そうとすると、来未ちゃんに袖を掴まれた。静代ちゃんはこちらを一瞥するが止まることはなく、先に進んだ。彩ちゃんもそれに続く。

				「どうかした？」

				「和矢さんって、呼んでいいですか？」

				　そして無表情のまま、来未ちゃんはそう言った。どこかこちらを窺うような様子だが、準備中に姉妹で何かを話したのだろう。

				「もちろん。俺も来未ちゃんって呼ぶね」

				　そう言うと来未ちゃんは、うっすらと笑みを浮かべた。

				

				　　　　

				

				　コンクリートが濡れるにおいがする。

				「……降ってきたな」

				　弓があるおかげで遠距離から音を立てずにゾンビを倒すことができるようになったため、帰りはかなりスムーズに進んだ。とはいえ四人で隠れながら進むこともなかなか難しく、時間の短縮にはさほど貢献することはなかった。

				　そのため見事に雨に降られ、びしょ濡れになることは間違いなしだ。念のために弓はきちんと仕舞い、ハンマーに切り替える。こいつとは長くやっていくことになるだろうから、なるべく消耗するような使い方はしたくない。

				　無論装備よりも命が優先だが、この雨じゃ多少無理をしても音はかき消される。そんなわけでいけそうならハンマーで頭をかち割りつつ、なるべく急いでテントへと向かう。……向かうのはいいが、そういえば後ろの姉妹はどうしようか。俺たちの住居、もとい折りたたみテントは二人でも手狭、合体すれば空間に空きができるかなとかそんなレベルで、重ならない限り四人は入れない。

				　そこら辺の話し合いも含めて、街路樹の下に移動する。あまり大きくない金木犀(きんもくせい)だが、直に雨を浴びるよりはいいだろう。

				「俺たちのテントは折りたたみタイプの小さいやつだから、正直四人で一晩を明かすのは厳しいんだけど……どこか良い場所知らない？」

				　元地元ではあるが、もう十数年前の話。道も増えちゃったりしてて、面影があるかな……くらいでしかない。その反面彼女たちは近所に住んでいるのだろうし、どこかいい場所を知っているかも知れない。そう思ったのだが。

				「あ、私たちは家が近くなのでそこに行こうかと思っています」

				　唐突に裏切られた。

				　そうか……そういえばマンションに住んでるとか言っていたな。テントよりも断然そっちの方がいいじゃないか。

				　そんな俺の心情が知らずのうちに表情にでも出ていたのか、静代ちゃんは慌てるように訂正した。

				「あっ、私たちというか、よろしければ先輩たちもどうでしょうか？」

				「願ってもない。助かる」

				　マンション、つまり鍵がかかる。襲われる危険性がないとは言えないが、鍵でも壊せばかなりの音が響く。つまり、すぐに迎撃体勢を取ることができる。

				　それに安全であるという認識があれば、きちんとした睡眠が取れるだろう。叫び声もあまり聞こえないだろうし、久々に熟睡できるかも知れない。就寝前の有酸素運動も危険じゃなくなるというわけだ。別の危険性はあるけど。

				「ちなみに部屋は何階？」

				「十二階です」

				「えく……んんっ、完璧だ」

				　危うくテンションが上がり過ぎてエクセレント！　とか叫びそうになったけど、テンションの上がったおっさんなんてキモさしかない。落ち着いて言葉を返した。

				「あっ、雨だ」

				　頰に水滴でも付いたのか、来未ちゃんが目を瞬かせながら自分の頰に触れる。

				「雨に濡れないことは無理だけど、なるべく本降りになる前に先を急ごう」

				「はい」

				　俺たちはゾンビに最大限の注意を払いながらも、急いで先を目指した。

				

				　　　　

				

				「ここが……はぁ、私たちの……ふぅ……家、です」

				　テントも無事回収し、俺たちは葛西家の前まで来ていた。電気が通っていることから予想はできたがエレベーターは動いており……しかしその特性から、万が一にでもゾンビに襲われたら逃げられないため使用は見送られた。

				　そんなわけで全員、十二階まで階段を上ったのだ。彩ちゃん以外はみんな息を切らしている。意外に元気だな、彩ちゃん。

				　だがよくよく考えてみると、彩ちゃんの日焼け具合を見るに彩ちゃんのやっていた部活は水泳だと言える。俺含むその他の三人は弓道。

				　これは弓道部あるあるなのだが、屋内スポーツで身体よりも精神を鍛えるため、運動部だと言われると首を捻らざるを得ないのだ。運動会やら体育会で、運動部枠で走らされることにいつも疑問を覚えていた。下手するとアグレッシブな文化系よりも、体力のない人間が数多く在籍している部活動なのである。

				「あぁ……うん、……ふぅ……お邪魔しま……す」

				　そして俺は比較的鍛えていたがそれも現役の頃の話。パンデミックで多少運動するようになったというかせざるを得ない状況になったが、体力の衰えは著(いちじる)しい。ぶっちゃけここでゾンビに襲われたら一番足手まといになるだろう。断言できる。

				　息を切らし、汗なのか雨なのかよく分からない液体を垂らしながら俺たちは葛西家へ足を踏み入れた。

				　鍵はきちんとかかっており、荒らされた様子もないため室内は安全そうだ。

				「どうぞ、タオルです」

				「ん、ありがと」

				　軽く頭と顔を拭い、隣にいた彩ちゃんの頭も拭いてあげる。娘だからね。

				　そんな甘えん坊な娘は「当然ね」といったばかりの表情でなすがままにされていた。

				「あっ、お姉ちゃん！　シャワー使えるみたいだよ！　お湯も出る!!」

				「嘘!?」

				　姉妹がお湯に触れて感動している様を後ろから覗いてみた。どうやら都市ガスが使えるのではなく、電気で沸かすタイプのものであるらしい。

				　そういえば一軒家である我が家は灯油でも沸かせ、しかもソーラー発電という最強コンボであるため、パンデミック当初は異変に気付かなかったのだ。持ち主がいなくなった家を格安で借りていたのだが辺鄙(へんぴ)な場所にあるので、人もゾンビもいなかったわけだ。

				　庭には放置してはあるが畑があり、最悪そこで籠城生活……と思ったが、なかなか悪くない選択肢に思える。下手すると都市部にある基地より安全かも知れない。流石に野菜が採れるようになるまでに餓死するだろうから、よほどのことがない限り選べない未来ではあるが。

				「先輩、シャワー先にどうです？　葛西家はご飯の後に入る習慣だったので、先にご飯を作ろうと思っているのですが」

				「じゃあ遠慮なくお先に。風邪引かないよう、二人も髪は乾かすんだよ」

				「あはは、和矢さんお母さんみたい」

				「そこはお父さんじゃないのか……？」

				　微妙に納得いかなかったが、二人は楽しそうに笑っているから良しとする。

				　俺たちは仲良く談笑している姉妹を置いて、風呂場に向かった。

				「それにしても、温かいお湯でのシャワーって随分と久し振りだよね。やっぱり女の子だし、きちんとシャワーを浴びられるのって嬉しい？」

				　問いかけると、既に服を脱いだ彩ちゃんがこくりと頷いた。

				「はえーな」

				　俺も服を脱ぎ去り、それを畳むべきかわずかに逡巡した後そのまま洗濯機に突っ込んだ。水も電気も通っているから、きっと洗濯機も動くだろう。

				「ん、ちょっと待ってね彩ちゃん。今調節するから」

				　風呂場は至って普通のものだった。二人でシャワーを浴びるには少し手狭かも知れないが、こんな世界では十分だと言える。

				　そう思いながら彩ちゃんをバスチェアーに座らせてお湯を出そうとすると、流石はマンション。設定した温度のお湯がそのまま出てくるタイプのようだ。

				「……うちのお湯、七五度の熱湯しか出ないんだよね。それを水で調節するんだ」

				　なんとなく言い訳をしつつ、きちんとお湯になっていることを確認して彩ちゃんの頭を濡らしていく。

				「痛かったら合図してね」

				　シャンプーを手で泡立て、膝立ちで彩ちゃんの頭を洗う。あまり清潔な生活ではなかった所為か一度のシャンプーではあまり泡が立たないため、二度三度と流していく。

				　シャンプーを終えたら今度はコンディショナーだ。

				　ちなみに俺の家にはリンスしか無い。リンスとコンディショナーの違いはあまりないが、強いて言うならばリンスよりも保湿効果が高いものをコンディショナーと呼ぶ。そして何故俺がそんなことを知っているのかと言うと、本条さんに教わったからだ。それまでリンス、コンディショナー、トリートメントの違いは全く分からなかった。

				「ちょっと髪、伸びてきたね。俺が切ってもいいんだけど、失敗したらあれだしなぁ」

				　出会った頃は肩の上で踊っていた髪が、いつの間にか肩に触れている。本当ならきちんとした美容室に予約を入れたいところだが、当然ながらその願いは叶うはずもない。

				「あとで静代ちゃんに聞いてみよっか」

				　お姉ちゃんだったら妹の髪を切ったことがあるかも知れない。

				　俺は頷く彩ちゃんの髪を、すすぎ残しがないように丁寧に流した。

				「はい、頭終了。次はもちろん……」

				　メインディシュである身体だ。

				「んっ」

				　ボディーソープにまみれた手で胸を掴むと彩ちゃんは軽く喘いだ。相変わらず小さな胸だけど、多少なりとも成長はしているようだ。

				　あまり時間をかけるわけにはいかないが、それでも丁寧に洗いながら各所を刺激する。

				　刺激すると言っても首筋や背中を触れるか触れないかといったところで焦らしながら、後は普通に洗っているだけだ。汚れも落とさなければいかないからな。

				「……っ、ん……」

				　だというのにもかかわらず、彩ちゃんは太ももをもじもじとさせながら声を押し殺している。一旦そういうモードに入ると、このエロ娘は手を握っても感じ始めるある種の天才だったりするのだ。

				　事実太ももに手を伸ばすと、秘所から滴った液体が糸を引く。

				「んっ……く」

				　もはや前戯は要らないくらいだが、いやらしくだらだらと涎を垂らすおま○こにゆっくりと中指を埋没させていく。

				　大人ち〇ぽを丸々咥え込むくらいだから、当然指一本は軽く呑み込む。もう一本指を増やせばぎちぎちと締め付けてくるがやはり簡単に入ってしまった。

				　一旦指を抜いて、また中指を挿入する。それと同時に、おま○こ越しに中指と親指を擦り合わせるように動かすと、彩ちゃんの腰がびくびくと動いた。このまま一度イかせてもいいけど、あまり時間はかけられないしそもそも俺の我慢も限界だ。

				「挿れるよ」

				　彩ちゃんを持ち上げて今度は俺がイスに座る。そしてこちらを向かせてそのまま挿入。俗に言う対面座位というやつだ。

				「…………ふぅ」

				　彩ちゃんがリラックスしたように息を吐く。

				　挿入されて落ち着く中学生ってどんだけ淫乱だよ！　……とは思うが、まあその気持ちは分かる。

				　動かなくとも抱き合うだけで、お互いの鼓動に耳を傾け合うだけで落ち着いてくる。水を吸ってもっちりとした肌がぴたりとくっ付き離れない。頭から降り注ぐ温かいシャワーがどこか眠気を誘ってくる。

				　このまま眠ることができたらきっと、とてつもない幸福を味わうことができるんだろうなとは思うが、そうもいかない。

				「そろそろ動くよ」

				　腰を振るというよりも、揺らすようにして抜き差しを繰り返す。ちゃぷちゃぷと水に濡れた肌がぶつかる音が響くが、シャワーの音でかき消されていることを祈るしかない。

				　もっと激しく動きたいがそうもいかず、精子はじわりじわりと上がってくるが発射するには至らない。

				　彩ちゃんを掻き抱いて首筋に顔を埋めると、甘い香りが鼻腔いっぱいに広がった。ちろりと舌で舐めるがもちろん味はしなかった。

				　何か、もう一押ししてくれるような快感を……そう思って彩ちゃんのお尻に触れようとすると、唐突に彩ちゃんが俺の左肩を甘噛みした。

				「っ、射精(で)る……！」

				

				　びゅるる！　びゅぅー、びゅるる、びゅっびゅっ……

				

				　いきなり湧き上がった射精欲に抗えず、俺はぷるぷるとした濃い精液を彩ちゃんの子宮目掛けて放つ。

				　いつもどおり尋常じゃない量の精液が子宮どころか膣口から溢れ、結合部を真っ白に染め上げた。しかしそれだけで射精は止まらず、びくりびくりとペニスが暴れ回る。

				「……あー」

				　やがて射精が終わる頃には温められたタンパク質が凝固し、彩ちゃんの薄い毛や白い肌にこびり付いていた。


                			

	








			
				　射精量と時間は、もしかすると今までで一番かも知れない。

				「……変な性感帯ができたな」

				　彩ちゃんが先ほど甘噛みした箇所は、俺と彩ちゃんがこうして一緒に過ごす切っ掛けとなった部位である。

				「彩ちゃんだけが知っている弱点だからね、これ」

				　噛み跡を笑いながらなぞると、彩ちゃんは無表情ではあるが嬉しそうに舐めた。第二ラウンドが始まってしまった。

				

				　　　　

				

				「……遅かったですね、先輩」

				　タオルを首に巻いてリビングに行くと、微妙な空気が俺と彩ちゃんを出迎えた。テーブルには湯気の立っていない料理が数点大皿に盛り付けられており、来未ちゃんがほかほかのご飯を装ってくれた。場違いなほどはしゃぐその湯気との対比が、まるで俺たちと彼女らの状態を暗喩しているようだ。

				「いやほら、身体は濡れタオルで拭いていたけど、衛生的ではなかったからね。うん、ちょっと隅々まで洗っていたら遅くなっただけだよ」

				「なるほど、それで娘の身体を隅から隅まで……和矢さんってそんな人だったんですね」

				　流石来未ちゃん、正解である。もちろん本当のことは言わない。っていうか、当然ながら二人でシャワーを浴びていたことはバレていた。……いや、そりゃバレるか。

				「じ・ぶ・ん、の身体だよ！　……まあ、背中を流してもらったり、頭を洗ってあげたりはしたけど」

				　そう言うと姉妹は顔を見合わせ、小さな声で姉妹会議を始めた。

				「お姉ちゃんって、いつまでお父さんとお風呂に入ってた？」

				「うーん、小学生くらいかなぁ」

				「私も。……でも彩ちゃんって、私と同じくらいでしょ？　中学生で一緒っていうのはアウトっぽくない？」

				「珍しいけど、ゼロってわけじゃないからギリギリセーフ？」

				　小声ではあるが、同じ空間にいるのだからまる聞こえである。しかし内容が内容だけに俺は触れることができない。

				　やがて判決が下ったのか、二人は仲良く嘆息するとこちらを向いて口を開いた。

				「ご飯、食べましょう。これ以上冷えちゃうと美味しくなくなるので」

				「……和矢さん。私はお風呂、一緒に入るのはＮＧですから」

				「やかましいわ」

				　まったくもって正しく身の危険を感じている来未ちゃんにツッコミを入れつつ、俺は目前の料理に手を伸ばした。

				

				　　　　

				

				「先輩たちはこっちの部屋を使ってください。私たちは隣の部屋にいますので、何かあったら来てください」

				「ん、了解……じゃあ、おやすみ」

				「はい。おやすみなさい」

				　静代ちゃんが自室に戻るのを見届けると、俺は彩ちゃんと一緒に借りた部屋に入る。

				　その部屋は綺麗に整頓された部屋だった。あまり物は置いていなく、白と茶色を基調としたシンプルな佇まい。クローゼットとダブルサイズのベッドが唯一の家具だ。ベッドの上には家族写真が置かれている。

				　きっとご両親の寝室なのだろうと窺えるが、こうして誰もいないからにはそういうこと(・・・・・・)なのだろう。

				　綺麗に使わないとな、と思っていると、彩ちゃんがふらふらとした足取りでベッドにダイブした。

				　あのキャノピーに寝ていたのだから、ベッドにダイブしたくなる気持ちは分かる。それに襲われないとはいえ敵は死体だけとも限らないこの世界、ただ生きるだけでも体力を消耗する。

				「疲れた？」

				　その隣に腰を下ろして頭を撫でると────その額は、驚くほど熱かった。

				「彩ちゃん!?」

				　慌てて抱き起こすと、彩ちゃんは腕の中でぐったりとする。ゾンビだからふらつくこともあるだろうとは思っていたが、どうやら今回の場合は熱が原因であったようだ。

				　疲労か、雨か、セックスか……どちらにせよ最後の行為がトドメを刺したことに違いはない。

				「ちょっと待ってて！　今薬を貰ってくるから！」

				　靴下を脱がせてベッドに寝かせると、俺はすぐに隣の部屋へと向かい三度ノックした。

				「はいはーい。どうしたんですか？」

				「来未ちゃん!?　彩ちゃんが熱出しちゃったんだけど、薬とかない!?」

				　出てきた来未ちゃんの肩を掴んで揺さぶりながら早口で要件を伝える。

				　一刻も早く薬を投与しなければ！

				「ちょ、ちょっと落ち着いてください！」

				　そう言われてもそう簡単に落ち着けるはずがない。何せ医者がいないのだ。薬も市販のものしかない。何かあっては遅いのだから、せめて熱だけは下げておきたい。……それに、現役のゾンビである彩ちゃんにどんな影響があるのかも不明なのだ。

				　ただの風邪ならいいさ。でも万が一ゾンビに戻ってしまったら？　今度も今のように変化する保証はない。

				「いや、だけど────ぶっ！」

				　両の手で頰を押し潰され、強制的に沈黙させられた。その横を笑いながら静代ちゃんが通り過ぎて行く。

				「彩ちゃんが熱を出したから、薬が必要なんですよね？」

				　俺は頰を潰されたままこくこくと頷いた。

				「残念ながら薬も冷却シートもありません。学校の保健室には確か、誰かが解熱剤を置いていましたけど……」

				　壁に掛けてある時計を見る。現在の時刻は二二時を回ったところ。外は土砂降りとはいかないが、部屋からでもざぁざぁと音が聞こえる程度には降っている。

				　普通ならこんな時間に出かけるなんて死にに行くようなものだ。しかし俺は普通じゃなく、多少齧(かじ)られても問題ない。夜でしかも雨という最悪なコンディションに思えるが、単独行動なら見つかりにくくて逆にいいだろう。

				　そんな感じのことを俺が考えていると理解したのか、来未ちゃんはじと目で俺を見上げながら頰を潰す手に力を入れた。

				「い!?」

				「あのですね、和矢さん。親バカなのもいいんですけど、もっと常識的に考えてください。風邪はこじらせると大変ですが、一日二日で死ぬような病気じゃありません。今は濡れタオルで冷やしてあげて、明日の朝取りに行きましょう。夜は危険です」

				　一度深呼吸して冷静に考えてみる。常識的に考えるなら、彩ちゃんという存在はその範疇に含まれない。だがそれを伝える術がない。伝えて果たしてそれがどう転ぶか……。

				　何か問題があった場合は話すべきだと思う。きっとこの姉妹は協力してくれるはずだ。だが今、彩ちゃんが熱を出したということはそこまで問題だろうか。たった十数時間の処置が遅れたことが問題になるような場合、解熱剤があったところで何もできないだろう。

				　……そう、何もできないのだ。だから何かをしたくなった。彩ちゃんのためにではなく、俺はきっと自分の安息のために外に出ようとした。

				「……悪かった。軽率だったね。完全に我を失ってた」

				「いえいえ。……ふふっ、和矢さんみたいな大人の人でも、そうやって取り乱すんですね」

				「まぁ、身体の成熟が心の成熟になるわけじゃないからね。父親としてまだ未熟なんだよ」

				　俺はきっと、高校の頃から大して成長していないのだろう。あのまま時が止まっている。大人になった気がしているだけで、いつまで経っても子供な部分はある。それは良い意味でも悪い意味でも。

				　それに、事実として父親歴は数日だからな。

				「彩ちゃんの様子を見に行きましょうか。お姉ちゃんがタオルとかの準備をしてくれていると思うし」

				「そうだね」

				　そういえばさっき静代ちゃんが部屋から出て行った。どうやら濡れタオルの準備をしてくれていたようで、一層自分が情けなく感じる。

				「入るよ」

				　必要ないとは思うが、閉まっていた扉をノックして中に入る。

				　部屋の中ではちょうど静代ちゃんが、彩ちゃんの額にタオルを乗せているところだった。

				「彩ちゃんの様子は？」

				「少し辛そうですけど呼吸も安定していますし、おそらく普通の風邪ですね。先輩は彩ちゃんが寂しくないよう、一緒にいてあげてください」

				「ああ、ありがとう」

				　罹患する可能性があるから別室で、と言わなかったのは俺にそのつもりがないことを理解しているからだろうか。

				「お水とコップはここに……タオルは脱衣所にあるのを好きに使ってください」

				「分かった。……何から何まですまない」

				「いえいえ」

				「っ」

				　その言い方があまりにも来未ちゃんとそっくりで、思わず吹き出してしまう。

				「えっ、え？　私なにか変でした!?」

				「いや、来未ちゃんと反応が全く同じで面白くて……ごめんごめん」

				「……別にいいですけど」

				　どこか納得できていないような微妙な顔が面白い。そして来未ちゃんも全く同じ表情を浮かべていて、また笑ってしまう。

				「もうっ！　笑い過ぎですよ！」

				「ごめん、ほんとごめん……じゃあ、後は俺がやるから……ぷっ……二人は寝てくれ」

				　笑いが止まらず、これ以上笑っているところを見せると不機嫌にさせてしまうため、背中を押して強制的に部屋から出す。

				「おやすみなさーい」

				「おやすみなさいっ！」

				　来未ちゃんと少し怒った静代ちゃんに言葉を返し、俺はたった一つのベッドに潜り込む。

				「もうちょっと頑張ってね。明日の朝、薬を取ってくるから」

				　温かい頰に触れたまま、俺はまぶたを閉じた。

				

				　　　　

				

				　翌朝、風が窓を叩く音で目を覚ました。

				「んっ……」

				　彩ちゃんの額に触れると、熱は下がるどころか上がっている気がする。

				　起き上がってカーテンの隙間から外を覗くと土砂降りの雨だった。確実に昨日よりも天候は悪化している。天気予報なんてなくなってしまったこの世界、一面に広がる雨雲がいつ消え去るかなんて予想もできなかった。

				　壁に掛けてある時計を見ると時刻は朝の七時前。陽は出ていないが先を見通せるくらいには明るい。雨がいつ止むか分からない以上、待つのはあまり意味がなさそうだ。

				「……行ってくるね」

				　眠れるお姫様の額に口付けし、着替えを持って部屋を出る。

				　そのまま洗面所に向かおうとすると、リビングの方から美味しそうな香りが漂ってきた。思わずそちらに足が向く。

				「あ、先輩。おはようございます」

				「ああ、静代ちゃんか。おはよう。……朝ごはん？」

				「残念ながらこれは彩ちゃんのお粥ですよっ」

				　静代ちゃんは一人用の小さな土鍋をかき混ぜながら、小さく舌を出した。

				　近付いて見てみると真っ白な米に卵が混ざり合いかなり美味しそうに見える。

				「どれどれ」

				「あっ！」

				　隣に置いてあった木の匙を借りて一口味見をすると、カツオの出汁と卵の甘さが絶妙なバランスを保っており文句なしに美味しかった。少々塩分が強めかも知れないが、病人の舌には程よく塩味が効いていて美味しく感じられるだろう。

				「美味いな」

				「ありがとうございます……けどそれ、娘さんのご飯ですからね。お父さんの分は一仕事終えてからです」

				「へーい」

				　軽く伸びをして身体中の関節を鳴らすと、顔を洗うために洗面所に向かった。ちなみに昨日のうちに歯ブラシやカミソリは置いてある。

				　素早く身嗜みを整えると着替えを済ませ、脱いだ衣服は洗濯機に突っ込んだ。既にそこに昨日の服はなく、早朝から静代ちゃんが洗濯をしてくれたことが分かった。いいお嫁さんになるだろう。

				「……弓は置いてくか」

				　雨が降っているため、弓は持っていかないことにした。防水ポーチにはカロリーバーとチョコレート、屋内用に爆竹とライターを入れておく。ナイフは左腰のベルトに小刀鞘(ナイフシース)を取り付け、短く不恰好に見えるが日本刀のような感じにしている。脚に付けてもいいが、しゃがんだ時に邪魔になるためそこに落ち着いた。

				　雨とはいえ傘を差してお散歩と洒落込むわけにはいかないため、上から緑色のポンチョを羽織る。側面にスリットが開いており雨でも自由に腕を出せるため、こういう時に重宝しているのだ。

				「……ん、和矢さん……？」

				　静代ちゃんに声をかけてから出かけようと思い洗面所から出ると、ちょうど起きてきた来未ちゃんと出くわす。

				　お姉ちゃんとは違い朝は弱いのか、ところどころ跳ねている髪のままぐしぐしと目を擦っている。大胆にも第二ボタンまで開けられたパジャマは肩からずり下がっていて、艶めかしいというよりもだらしない。

				「おはよう、来未ちゃん」

				「あっ、おはようございます……学校に行くんですか？」

				「先に言っておくけど、連れてはいけないよ」

				　なんとなく来未ちゃんが口にする言葉が分かったから先に釘を刺しておく。来未ちゃんはそんな対応に不満があるのか、むっとした表情を浮かべた。

				　何か言うつもりなのだろうが、こちらとしても「はいそうですか」と了承するわけにはいかない。持ち帰る物がある以上人手は必要だが、食料さえあれば確実に生き延びることができるこの家から出て、わざわざ危険な場所に連れてはいけないだろう。本人の意向はどうであれ、静代ちゃんの気持ちも考えなくてはならない。

				「あのですね────」

				「先輩」

				　何とかして付いて行きたい来未ちゃんが発した言葉を遮るように、リビングから顔を出した静代ちゃんが口を開いた。

				「連れて行ってください。運搬の手助けにはなると思います」

				「いや、それは」

				「一つ言っておきますが、私にとって重要なのはこれ以上……親しい人を失わないことです。先輩に付いて行くことで来未に危険は及びますが、先輩に万が一のことがあった場合の方が困ることになります。はっきり言って私たちは先輩に生かされていますので、見捨てられないように貸しを作っておきたいですし、私たちのために来未を連れて行ってやってください」

				　それはとても合理的で理性的な判断だった。優先順位の最上位が彩ちゃんであることに変わりはないが、今の時点で二人への好感度はかなり高い。だが今ならまだ二人を見捨てることができる。……それはあくまでも今の話で、この後に来未ちゃんと二人っきりで行動したりしているうちに、自然とその選択肢は消えていくだろう。

				　それに理性的な判断を、感情的に処理するわけにもいかない。そして合理的に判断する以上、俺に拒否するという選択肢はなかった。

				「本当に、いいんだね？」

				「……はい。本当は私が行きたいんですけど、彩ちゃんに何かあった時に来未じゃ対処できないと思うので……」

				　確かにこのだらしなさを見る感じ、あまり期待はできない。逆に言えばきちんと家事をこなせる静代ちゃんになら、寝込んだ彩ちゃんを任せることができる。

				「…………分かった。来未ちゃん、なるべく急いで支度してね」

				「は、はい！」

				「私は彩ちゃんを見てますね」

				　来未ちゃんはバタバタと慌ただしく洗面所に駆け込み、静代ちゃんは手の平を強く握り締めながら寝室へと向かった。本当なら自分が行きたいところなのだろうが、きっと個々の役割を冷静に判断してそれを諦めたのだろう。……俺なんかよりよっぽど大人な対応だ。

				　本条さんといい静代ちゃんといい、どうしてこう女ってのは生々しい生き物なのだろうか。

				「お待たせしました」

				　洗面所と自室を行ったり来たりすること十分。ようやく来未ちゃんは準備を終えたらしくポンチョ姿で息を切らしている。背中の膨らみを見るにリュックサックを背負っているのだろう。どうやら自分がしなければいけないことはきちんと理解しているらしい。

				　静代ちゃんも来未ちゃんも、随分と精神年齢が高いようだが……それはこんな世界だとそうならざるを得なかったからなのか、弓道をやっているからなのかは分からなかった。

				「じゃあ、行きますか」

				　あえて静代ちゃんには告げず、俺と来未ちゃんはそっと家を出た。

				　外はしとしとと雨が降っているだけで、何か異常らしいものはない。物音一つしないのはありがたいようで、どこか恐怖心を煽る。

				「ルートは前回と同じですか？」

				「そうだね。学校から来た道を逆走する感じかな」

				「了解です」

				　ぱしゃぱしゃと音を立てながら階段を下りていく。マンション内とはいえ、横殴りの風が冷たい雨粒を運んでくる。そのため階段はびしょ濡れだ。

				　時折階段近くの部屋で物音を立てているのは、生者か死者か……どちらにせよ声はかけられない。

				　よくよく考えれば死者が蔓延る前の社会も、こんな感じで繋がりはなかった。人を襲う死体が歩いているわけでもないのに、人々は一体何に怯えていたのだろうか。

				「誰もいないな」

				　特筆すべきこともなく一階に到着する。

				　エントランスに人影はなかった。ただ死角となる部分が多いため、慎重に歩く。

				　そのまま正面玄関に移動すると、割れた自動ドアが音を立てて開いた。きちんと電気が通っているのは分かるが、あまり意味をなしていない。

				　マンションの影から一歩外に出ると、途端に重力が変わったかのように感じる。もしもニュースがあっていれば、「例年以上の雨」だとか「経験したことがないほどの豪雨」と表現されるのだろうか。

				「……ですね」

				「ん？」

				　来未ちゃんが何かを言ったが、雨音に打ち消されて何も聞こえなかった。

				「凄い雨ですねっ」

				「おわっ!?」

				　抱き着き耳元で囁かれ、危うく転びかけるも体勢を立て直す。若い子ってこういう時に、謎の距離感を発揮するんだよな……と若干おっさん臭いことを考えながら首肯した。

				「あっ、来未ちゃん。ちょっといい？」

				　本当ならもっと早くそのことに気が付いて、室内でやるべきだった会話を今行う。

				「この雨音だと声が届かないから、簡単なハンドサインをいくつか決めておこう」

				「あっ、それがいいですね。流石です」

				　あまり多いと覚えられないため、必要だと思うものだけに絞る。『私』、『あなた』、『止まれ』、『来い』、『しゃがめ』、『逃げろ』、『やれ』。人間が短期的に記憶できる数字は七プラスマイナス二らしいので、一応それに収まる数にしてある。

				「覚えた？」

				「一応……多分、はい。大丈夫……かな？」

				　少し……というか結構心配だ。勉強とかは苦手なタイプなのだろうか。まあ『私』は自分を指差し、『あなた』は相手を指差す……といった風に、分かりやすくしているから大体似ていれば違っていても構わない。ニュアンスが通じればいいのだ。

				　不安げな表情を浮かべる来未ちゃんにそのようなことを告げ、学校に向かう。

				　大通りではあるが雨宿りでもしているのか、ゾンビの姿は見受けられなかった。実際は雨で餌となる人間が出歩いていないから、あまり集まっていないだけなのだろう。こんな天気で外を出歩く人間はほとんどいない。いるとしても俺たちのように隠密行動を心がけているため、一層ゾンビ共に捕まりにくいだろう。

				「……っ」

				　前方にゾンビはいないが、反対車線でしゃがんでいたゾンビがふらりと立ち上がる姿が見えた。長身の男性で、一九十くらいはありそうだ。

				　咄嗟に車の影に隠れ、来未ちゃんにも『しゃがめ』と『来い』のサインを出す。

				「ゾンビですか？」

				「ああ。反対側……赤の乗用車があるの分かる？　あれの奥にいる」

				「はい……あっ、一体だけですね。背ぇ高ーい。排除しておきます？」

				　一体だけならあまり危険もないため、帰りのことを考えて殺しておくことも悪くない。しかしわざわざ反対車線まで行くのは得策じゃない。

				「止めておこう。一体とも限らないしな」

				　俺たちを隠している車は、ゾンビたちも隠しているのだ。見えるのが一体とはいえ、存在しているゾンビが一体だけとも限らない。

				「了解です、隊長」

				　おどけた風に敬礼する来未ちゃんに、くすりと笑いながら俺たちは先に進んだ。

				

				　　　　

				

				「……まずったな」

				　開け放たれた校門を見て、知らずのうちに心の声が漏れた。

				「どうかしましたか？」

				「いや、何でもないよ」

				　もうここに来ることはないだろうと思い、わざわざ校門を閉めようとしなかった過去の自分をぶん殴ってやりたい。

				　開け放たれた校門は己の職務を全うしておらず、不特定多数のゾンビが学内に入り込んだことが予想できる。

				　何かあった時に吉と出るか凶と出るか……わずかに逡巡した後、俺は校門をきちんと閉めて固定した。

				「保健室には外から行こう」

				　わざわざ狭い場所に行かずとも、窓でも割って入ればいい。雨音が余計なものを吸収してくれるだろうし、近くにゾンビがいても外だったら安全だ。十分安全を確認してから室内に入ることができる。

				「分かりました」

				　少し緊張した素振りを見せる来未ちゃんを見ると、逆にどんどん冷静になる自分がいる。

				　……そうだよな。緊張する場面なんだ、本来は。どこか現実感がないのか、それとも本当に主人公にでもなったつもりなのか。この年になっても未だに自分も世界も分からない。

				　びしびしと雨がアスファルトを叩く。耳元で雨が弾けて頬を濡らした。

				　俺は意識的に思考を放棄して、ぐるりと校舎を回る。昇降口の反対、駐車場を抜けて渡り廊下を横切り、中庭に侵入する。

				　ゾンビの姿は見えない。やがて保健室の前にたどり着いた。

				　エアコンの室外機が音を立てている。カーテンの隙間から中を窺うが誰もいない。誰かが付けっぱなしにしていたのだろうか。

				「窓割るから、周り見ててね」

				　来未ちゃんが頷くのを見て俺はハンマーを窓ガラスに叩きつけた。頭蓋骨より脆いそれは床に落ち、より細かい粒子となってきらきらと輝いている。

				　空いた穴から手を突っ込めばいつでも窓を開くことができるが、何もせずに時間を消費する。

				　一分、二分……それだけ経っても保健室から物音は消こえず、隙間からゾンビの姿も見えない。おそらく大丈夫だろうと割れた窓から手を突っ込むもゾンビが噛み付いてきたりはしなかった。

				「先に安全を確かめるからそこで見てて。何か問題があっても、なるべく大声は出さないように」

				　鍵を開けて窓から入る。素早く左右を確認するが人影はなく物音もしない。ひんやりとした空気は冷房が入っているからだろうか。

				　保健室は特に荒らされた様子もなく、入り口はきちんと閉められていた。念のためトイレやベッドの下、果てには掃除具入れまで入念にチェックし、ゾンビがいないことを確認すると唯一の入り口を施錠して来未ちゃんを呼ぶ。

				「なんだか窓を割って校舎に侵入するのって、ドキドキします」

				「俺もだよ」

				　きっとそのドキドキは別物だろうけど、若者の冒険心に水を差すような真似はしたくなかった。きっと十年前の俺ならワクワクできたかも知れないが、今はそんな無鉄砲な心を持ち合わせていない。若さってのは無謀で、だからこそ眩しいものだ。

				「あっ、ありましたよ、解熱鎮痛剤────」

				　来未ちゃんが手に取った白い紙製の袋には『解熱鎮痛剤』と殴り書きされており、膨らみからみると量も十分あるようだが……俺たちは思わず言葉を失った。

				　袋から出てきた薬は、全て座薬だったのだ。

				「これって……」

				「座薬、だな」

				　座薬は吸収されやすく、消化管を通らないから成分が分解されにくいうえに肝臓を経由しないため、薬が解毒されることがない。つまりとてもよく効く。食欲がなかったり嘔吐していても問題ない優れものだ。

				　だというのに何故一般的ではないのか。それは単純に、肛門に挿入する必要がありそれに抵抗感のある人間が多いからだ。逆に言えば肛門に薬を挿入することに抵抗がなければ、飲み薬よりもオススメできる。

				「良薬は口に苦しとよく言うが、座薬にそれは当てはまらない」

				「いきなりなんですか!?」

				「不味くても臭いがきつくても気にしなくていいし、優れたものだぞ」

				「そ、そうですよね……抵抗感はありますけど、よく効くなら…………とはいきませんからね！　お父さんに座薬を入れられるなんて有り得ませんから！」

				　無理、絶対！　と来未ちゃんは鳥肌を立てながら拒否をする。

				　じゃあ来未ちゃんか静代ちゃんが入れればいいと提案してみたが、それも却下された。お姉ちゃんに入れられるのも嫌なのに、同性とはいえ知り合ったばかりの人間に許せるような行為じゃないらしい。

				　まあその理屈は分かる。俺も仲の良い友人がいたとして、座薬を頼むようなことは一生ないと断言できるからな。来未ちゃんは正しい。

				「でもさ、他に薬がないんだから仕方なくない？」

				「……見つけてみせます」

				　妙なやる気をみせる来未ちゃんだがそう人生は甘くない。包帯に消毒液など今後必要になりそうなものは見つかったが、それ以外は市販の風邪薬一つ見つからない。

				　ぶっちゃけた話、そこらの薬局にでも行けば簡単に手に入るだろう。しかし狭い店舗は非常に危険で、その案は迷うことなく棄却されるはずだ。

				　死か座薬か。流石の来未ちゃんでも、死ぬくらいなら俺に座薬を挿入される方を選ぶはずだ。……多分。

				「……頑張ってるところ悪いけど、多分トイレと掃除用具入れに薬は置いてないと思うなぁ」

				「わ、分かってますよそんなこと！」

				　そんな風に返しながら、来未ちゃんは重たさそうにトイレのタンクの蓋を持ち上げた。難解な脱出ゲームでもそれはねえ、と思ったが口にはしなかった。というかそんなところにある薬を口にしたくはない。

				　俺は壁に掛けてあった時計を見た。保健室に侵入してから二〇分近くが経過しようとしている。

				「はい、タイムアップ」

				　後ろから抱きかかえようとしたが流石にセクハラだと思い直し、肩を叩くだけに止めた。その消極的な行動が、こちらを舐めるような態度を呼び起こしてしまったのであればセクハラもやむなしと考えていたが、幸い来未ちゃんはこちらを睨んでいるが抵抗はしなかった。舐めてもいないと思いたい。

				「ほら、睨まない睨まない。可愛い顔が台無しだ」

				「かわ……!?」

				「あ痛っ！」

				　宥めようとしたが裏目に出たらしく、綺麗な回し蹴りを頂戴した。照れ隠しとはいえ酷い。

				「か、和矢さんの癖に生意気です！」

				　しかもめっちゃ舐められていた。

				「……取りあえず帰ろっか」

				　その提案は「嫌です」と華麗にスルーされたが、一応従ってくれるらしく必要なものをリュックサックに詰め込んでいく。俺はそれを尻目に外の様子を窺うが、やはりゾンビはいない。

				　やがて必要物資の確保も終わり、未だ降り続ける雨に叩けれながら敷地の外に出たが、何か事件が起こることはなかった。

				　正直に言って少し拍子抜けした。確かに雨の日のゾンビエンカウント率は極端に落ちるが、これほどスムーズに進むとは思わなかったのだ。

				「来未ちゃんッ!!」

				　……だから俺は、俺たちはほんの少しだけ気を抜いた。

				「────え？」

				　その一瞬の隙にゾンビが現れたのは運が悪かったとしか言いようがない。だけど、だからといってそんな言葉で納得ができるだろうか。

				　仮にこんな世界だから仕方がないと割り切れたとして……そのゾンビが、二メートル近い身長の男だという現実はどうだろうか。

				「和矢さん、たすけ」

				

				　伸ばした手は届くわけもなく、来未ちゃんは呆気なくゾンビに噛まれた。

				

				「っ！」

				　噛まれた。つまり俺と違って抗体のない来未ちゃんは、たった一週間前後でゾンビの仲間入りだろう。

				　その事実を無理やり頭から追い出し、即座に男の頭をかち割った。その反動で肌が引き裂かれ抉(えぐ)れ、来未ちゃんが声にならない叫びをあげる。

				　服を破り噛まれた右肩を見ると、へし折れた歯が食い込み血が溢れていた。これはもう助からないだろう。

				　来未ちゃんは濡れた地面にぺたりと座り込んだまま身動きをしない。何が起こったか分かっていないのか、それとも分かっているから動けないのか……どちらにせよ結果に変わりはない。

				　俺は頭を潰した男を見た。見覚えのある背丈……行き道で反対車線にいたゾンビだろう。あの時俺たちは右側の歩道を歩いており、そして帰り道では同じく右側の歩道を歩いていた。つまりこれは回避できた未来なのだ。

				　あの場でこのゾンビを始末しておけばこんなことにはならなかったし、ここにゾンビがいたという事実をきちんと覚えておけば十分に対処ができた。

				「来未ちゃん……」

				「触らないで……！」

				　治療のために立たせようと手を握ると、その手は振り払われた。

				　自分の身体を抱き締めて震える来未ちゃんはぶつぶつと何かを呟いており、死にたくないだとか助けてだとかが小さく聞こえた。

				「一旦学校に戻ろう」

				　返事はない。

				「……そのままの格好だと、流石に何が起こったか丸わかりだよ」

				　その言葉にびくりと肩を震わせると、来未ちゃんはゆっくりと顔を上げて口を開いた。

				「お姉ちゃんには……言わないでください…………」

				「だったら、バレないように簡単な治療と着替えくらいは済まさないとね」

				「……はい」

				　のろのろと立ち上がる来未ちゃんの手を取ると、俺は学校に向かって歩を進めた。

				

				　　　　

				

				「そこ、座って」

				　保健室にある真っ白なベッドを指差すと、来未ちゃんは無言でそこに座った。あの元気な少女の姿は見る影もない。

				「多分、というか確実に痛むだろうから、これ噛んでて」

				　きちんと洗濯した清潔なハンカチを取り出すと、来未ちゃんにそれを噛ませる。

				「まずは食い込んだ歯を取るから」

				　返事はなかったが、ピンセットを使い右肩に食い込んだ歯を引き抜く。

				「っ!?」

				　痛みにびくつく身体を押さえながらピンセットを動かすと、ぬちゃ……と赤い糸を引く歯が綺麗に取れた。あまり見ていて気持ちのいいものではないため、すぐさまそれをゴミ箱に捨てる。

				　それを四度繰り返した後、傷口を洗うために消毒液をかけた。

				「────!?」

				「っと」

				　予想していた以上の力で押され、床に尻餅をついた。まるでゾンビのような力強さではあったが、それを口にしたところで不幸な結末しか見えないため黙っておく。

				「……っく、ふっ……ん」

				　歯を食い縛りながらながら懸命に堪えてはいるが、痛みは相当なものだろう。だがここは我慢してもらうしかない。

				「もう少しだから頑張って」

				　脱脂綿に消毒液を染み込ませ、汚れをこそぎ落とし滅菌ガーゼをテープで止める。あとは包帯をくるくると巻いてやれば終わりだ。

				「うん、まあぎりぎり及第点か」

				　多少不恰好ではあるが、緩んでいる所も無いし十分いい方だろう。

				「あ…………す」

				「ん？　ああ、うん」

				　ほとんど聞き取れないような小さい声だったけど、多分来未ちゃんは「ありがとうございます」と言ったのだろう。それは感謝しているというよりも、時報代わりに鳩が飛び出すのと同じ原理な気がした。

				　実際、ゾンビに噛まれて感謝しているような余裕はないだろう。目撃者を消そうとしていないだけ理性的かも知れない……それはただ単に何をすればいいのか頭が回っていないだけかも知れないが。

				　この場合どうすることが最適かと言われると「来未ちゃんの子宮に精子を振りかける」という答えが正しい。

				　そう、来未ちゃんはかなり悩んでいるが、はっきり言ってゾンビに噛まれたことなんて全く問題ではない。何せ俺がいるのだ。彩ちゃんという実績も存在する。

				　ただ……あえて問題点を一つ挙げるならば、「噛まれたての生きた人間の発症を防げるかは不明」だということか。十中八九問題ない。だが万に一つでも間違いが起きてしまえば大変なことになる。

				　その大変なこととは来未ちゃんがゾンビになるということもそうだが、そうなってしまった場合は静代ちゃんを殺さなければいけなくなる。

				　仮にも来未ちゃんを犯すわけだから、俺の傷やら彩ちゃんのことを懇切丁寧に説明しなければならない。そしてどうにか信用させて……もし駄目だったら間違いなく静代ちゃんに殺される。

				　静代ちゃんからすればあの手この手で自分たちを騙した極悪人でしかない。

				　だから来未ちゃんを犯すことは静代ちゃんに知られるわけにもいかないし、来未ちゃんに希望を持たせてはいけない。あくまでも結果から説得するしかないのだ。

				「……ゾンビ化するまで大体一週間くらいだね」

				　来未ちゃんは答えない。

				「これからどうするか、お姉ちゃんと相談としないとね」

				「っ」

				　反応のなかった来未ちゃんは勢いよく顔を上げた。

				「本当ならあの場で……でもそんなことできないからさ、ゾンビ化するまでは何とかしてみんなと一緒に────」

				「……さい」

				「え？」

				「お姉ちゃんには……言わないでください」

				　先程も言われたその願い、聞き届けるのは構わない。もし俺に抗体がなければ実際にそうしていただろう。だけど今はそういうわけにもいかない。

				「って言われてもね。来未ちゃんと静代ちゃんは同じ部屋で寝てるわけだし、俺と彩ちゃんも同じ部屋で暮らしているわけで……正直に言って、いつゾンビになって襲われるか分からないのはごめんだね」

				「で、でも、五日くらいなら……それだけあれば覚悟を決められると思うので、それまでは内緒に……」

				「五日も……ね。一週間前後ってのは人によって変わるわけで、当然ながら俺よりも身体が小さな来未ちゃんはもっと短い可能性が高いわけだよ？」

				「それでも、お願いします。私にできることなら…………何でもしますから」

				「ふぅん……何でも、ね」

				　来未ちゃんは学校に来るからか、ポンチョの下は中学の制服であろう水色のジャンパースカートを着ていた。

				　その膝下までを隠す涼やかな制服を上げ、あまり肉の付いていない太ももに手を這わす。

				「ぅ」

				　ぴく、と来未ちゃんの身体が動いた。それを気にせずさらに上へと手を動かすと、服の上から手を掴まれる。

				「何でもしてくれるんじゃないの？」

				　そう言うと掴んでいる腕からすっと力が抜けた。

				　身体をそっと押してベッドに横たわらせると、来未ちゃんは眩しかったのか顔を見られたくなかったのか、自分の左腕で顔を隠した。

				　多少の罪悪感を覚えながらスカートの中に頭を入れる。中はほんのりと暗いが、ピンク色の下着であると判別できる程度には見えていた。そういえば以前もピンク色の下着だったが、ピンク色が好きなのだろうか。

				　細い足に触れる。すべすべとしていて気持ちがいいけど、なんというか違う。肉の付き方が幼いというか……ロリコンじゃない俺には少し物足りない。ここ最近小学生と中学生としか致していない俺が言えたものではないが。

				「……っ」

				　内腿に触れると来未ちゃんの身体が強張った。本当はじっくりと愛撫してあげたいところだが、残念ながら時間がない。それになんというか……あまり優しくするのも違うだろう。

				　俺は来未ちゃんを救うために来未ちゃんを抱く。でもその事実が結果として伝わるまで、クソ野郎を演じなければならない。

				　だから焦らしたりはせず、いきなり下着の上からま○こを舐めあげた。

				「ひっ！」

				　なんとか声を出さないように堪えていた来未ちゃんだが流石に許容値を上回ったらしく、小さく息を呑んだ。ガタガタと身体が震えている。

				　俺はそれに構わず、来未ちゃんの形を舌で覚えるようにゆっくりと上から下になぞった。口を離すと舐めた部分だけ色が濃くなり、しかも濡れて張り付いているため形がくっきりと浮かび上がっていてエロい。

				「腰、浮かせて」

				　ショーツ……というよりも可愛らしいそれはパンツといった響きの方が合っている。そのパンツを抜き取るために声をかけるも反応はない。

				　仕方なしにクロッチの部分をずらそうとするも、寝転んだ体勢での愛撫は正直無理がある。

				「来未ちゃん、ちょっとうつ伏せになって……そうそう、お尻突き上げて……いいよ。そのまま動かないでね」

				　多分俺の声は届いていないだろうけど、半ば力ずくで動かす。なんとなく初体験は正常位なイメージがあるけど、できないものは仕方がない。来未ちゃんにはバックで諦めてもらおう。

				　それにこの体勢だと単純に俺が動きやすいし、来未ちゃんも顔を見られずに済むという一石二鳥。

				「……下着もそうだけど、中身も随分と可愛らしいんだね」

				　体勢を変えたためパンツを脱がすことは容易となった。しかし膝をついているため抜き取ることはできず、布切れは足に引っ掛けたまま。そしてその下から現れた未成熟な女性器は毛すらも満足に生えておらず、割れ目はぴったりと閉じたままだった。

				　ほんの少し濡れて光を反射しているのは愛液ではなく俺の唾液だろう。

				　足の肉付きは少女特有の物足りなさがあると言ったが、女性器の綺麗さで言えばこちらに軍配が上がる。

				　処理するも何も毛が生えていないのだから当たり前ではあるが、お尻の穴は綺麗だし剃り跡も歪な毛穴も見当たらない来未ちゃんのおま○こは、間違いなく最高クラスに綺麗だ。まあそれは彩ちゃんも同じだけど。

				　と脳内で親バカを発動させつつ、来未ちゃんのおま○こをくぱぁと開く。

				　パンツよりも鮮やかで綺麗なピンク色が姿を表す。透明だがやや白い膜……といっても穴をぴっちりと塞いでいるわけではない、俗に言う処女膜も拝むことができた。

				　せっかくなので処女膜に舌を這わせる。

				　来未ちゃんの処女膜は一般的……かどうかは知らないが、指一本分ほどの穴の周りにうっすらと纏わりつくような膜があるタイプで、経験上乱暴にしない限り痛みも出血も少ないタイプだ。

				　しかしきちんと濡らせないし、普通のローションも彩ちゃんという名の天然ローションもないこの現状だと出血も痛みも免れないだろう。そこは我慢してもらうしかないが、きっとトラウマものだろうな……まあトラウマになったとしても、一週間程度は続けて性行為をする必要があるわけだけど。

				「ふっ……ぅ、……く…………う」

				　無心になって可愛らしいおま○こを舐めていると、来未ちゃんのすすり泣く声が鼓膜を叩いた。

				　泣いているのは恐怖だろうか。嫌悪だろうか。ＳだとかＭだとか、そういった性癖は持ち合わせていないが少しゾクゾクとした。

				　本当はもっと濡らすべきだろう。いきなりおま○こを触ったりせず、胸や足など直接的な性感帯ではない場所からじっくり攻めるべきだ。でもそんな時間はないし、何よりも我慢ができなかった。

				　カチャカチャと金属音の鳴るベルトを緩め、履いていたジーンズと下着を脱ぐ。来未ちゃんはシーツに顔を埋めたまま反応を示さない。それをいいことに声をかけることもせず、俺は屹立したペニスを来未ちゃんの小さなおま○こにあてがった。

				　やはり反応はない。あてがったものの、このまま入れても痛いだけなので上下に動かしてほんの少し溢れている愛液をペニスになじませる。

				　そして膣穴に向けてゆっくりと腰を突き出すと、その分だけ来未ちゃんの腰が前に逃げた。

				「……ぃ！」

				　足をさらに開かせ、腰を掴んで無理やり挿入しようと試みるがなかなか入らない。

				　ゾンビだった彩ちゃんは処女喪失の際に、ゾンビであるが故に力が入っていなかった。しかし痛みと恐怖で身体が強張っている来未ちゃんの中に挿入するのは、なかなか至難の技であった。

				　仕方なしに一旦挿入するのを諦めて、唾液で濡らした人差し指をそっと膣口に押し付けた。

				　ずむむ、と流石に指一本は簡単に呑み込んでしまったが、きゅうきゅうと締め付けてくるそこにそれ以上の余裕があるとは思えなかった。

				「……はっ……ふぅ…………は、────ぁ」

				　ゆっくりと抜き差しを繰り返すと、喘ぎ声とは程遠い苦悶するかのような息遣いが聞こえてくる。

				　あまり色気があるとは言えない声だが、身体はきちんと己を守るために愛液を分泌しており指の動きはどんどんスムーズになっていく。

				「ん……ぁ!?」

				　戯れにクリ◯リスを擦ると、来未ちゃんは文字どおり跳ねた。彼女自身が垂れ流している液体を塗り込むように指を動かせば、腰を振って逃れようとする。少し刺激がキツ過ぎるようではあるが、収縮する膣からごぽりと愛液が垂れ落ちた。

				「もういいかな」

				　再度怒張したペニスをあてがう。腰を前に突き出すと、今度は亀頭部分がずっぽりと呑み込まれた。

				「う……ぅ」

				　ここまで来ればあと少し。そう思って来未ちゃんの腰を引き寄せると、呆気ないほど簡単に俺のペニスは呑み込まれた。

				「きゃああああああああ！」

				　処女膜を破った音や明確な感覚はない。だがあるところを境にして、一気に抵抗がなくなった。

				　結合部を見ると若干ペニスが赤くなっており、目の前の少女の処女が儚くも散ってしまったことが実感できた。

				「ふ……ぅ……酷い…………酷いよぉ……」

				　邪魔なスカートを捲り上げ、ハリのあるお尻に手をつく。

				　ゆっくりと腰を引くと、ぴっちりとくっ付いた膣に引っ張られ来未ちゃんの身体まで付いてくる。それを両手で無理やり押さえて腰を前後させると、悲鳴のような喘ぎ声が上がった。

				　膣内部まで傷付けてしまったのか、ポタポタとシーツに垂れるほど出血している。

				　早く射精しなければという気持ちと、ずっと入れておきたいという気持ちがせめぎ合う。もちろん今日以降も堪能できるため、最初くらいはすぐに解放してあげるつもりだ。

				「あぅ……」

				　腰が密着するほどペニスを差し込むが、膣の長さが足りないのか若干余る。なんとか全部入らないかとコリコリとした子宮を押すと、来未ちゃんは力強くシーツを握り締めた。

				「い……痛いです……和矢さん…………ぅ、お姉ちゃん……」

				　上から体重をかけるように来未ちゃんを押し潰し、小さな胸に触れる。

				　まだ硬さは残るが、彩ちゃんよりも膨らんでいるそこは汗でじっとりと濡れている。既に頭頂部は可愛らしく勃起しており、つまんであげればきゅっと膣が締め付けてきた。

				「もう少しで終わるから、もうちょっと我慢してね」

				　耳元で囁くと、来未ちゃんはこくこくと頷く。

				　終わりとはつまり膣内射精(なかだし)であるわけだが、果たしてそれは理解しているのだろうか。……おそらく分かっていないのだろう。

				　セックスという行為とそれの意味は知っているだろう。でもきちんと理解していない。

				　じゃないとこんな時に、早く終われとばかりにきゅうきゅうと射精をねだったりしないだろう。……女としての本能だけが全ての意味を理解しているようだ。

				「ふ……ぁ…………え!?」

				　立てられた膝を崩すために足を引っ張ると、来未ちゃんは完全にうつ伏せ状態となる。開いていた足が閉じた分だけ締め付けが強くなり、体重をかけて子宮を抉る行為は征服感をより強いものにしてくれる。

				　射精感はすぐに訪れた。

				「来未ちゃん、射精(だ)すからきちんと受け止めるんだよ……！」

				　射精するためのラストスパートに入る。その腰の動きに来未ちゃんは呼吸することもままならず、俺の声はほとんど聞こえていないようだ。

				「……っ、射精(で)る……！」

				

				　びゅるるる、どびゅ、びゅ、びゅ、びゅー……

				

				　間違いなく本日初の射精。ぷりぷりとしたゼリー状の精液が来未ちゃんの子宮に放たれ、あっという間にその中を満たし、余剰分が結合部から漏れ出てくる。

				　それでもまだ足りないとばかりに射精は続き、来未ちゃんの幼い本能はそれを奥へ奥へと運んでいった。

				「…………ふぅ」

				　やがて長い射精も終わり、まだ来未ちゃんの中で硬さの残るペニスを引き抜くと、ぶりゅりゅ……と品のない音を立ててピンク色の精液が逆流してきた。

				　この惨状を理解できていない来未ちゃんはぱっくりと開いたおま○こを隠すこともせず、シーツに顔を埋めたまま嗚咽している。

				　ずきりと、心と股間が痛んだ自分を殴ってやりたくなった。

				

				　　　　

				

				　時間さえあればすぐにでも第二ラウンドと行きたいところだが、そろそろ帰らないと静代ちゃんが心配している。それに彩ちゃんの薬を届けてあげないといけない。

				　やることだらけで大変ではあるが、順序さえ間違えなければきっと上手くいく。

				「……来未ちゃん。そろそろ帰らないとお姉ちゃんが怪しむよ」

				　来未ちゃんはシーツに顔を埋めたまま動かなかったが、その言葉を聞いてのろのろと起き上がった。顔はぐしゃぐしゃで酷い有様だった。これは何か言い訳を考えておかないと誤魔化せないだろう。

				　せめて顔くらい拭かないといけないと思い、来未ちゃんのリュックサックから白いタオルを取り出して差し出すも、ぼぅと俺の顔を見上げるだけで受け取らない。仕方がないので俺が顔を拭いてやるが、されるがままにしている。……本当に大丈夫かな、これ。ちょっとやり過ぎたのかも知れない。

				　だけどこれ以外に上手くいく方法が思い付かなかったのも事実。もう諦めて、少しでもハッピーエンドに向かえるよう努力するしかない。

				「っと、ストップ。垂れてるから拭いた方がいいよ」

				　顔を拭いてやるとパンツを穿きなおそうとしたので止める。股間からは血と精液が混ざり合ったものが溢れ出ており、このまま下着を身に着けても気持ちが悪いだろう。それにピンク色のパンツとはいえ内側は白色の布であるため、色が付くのはまずいかも知れない。まあ生理という言い訳もできるだろうけど、なるべく怪しい点は消しておきたい。

				「…………これ、……何ですか……？」

				　来未ちゃんは自分の股間から溢れ出てくる精液をすくい取って、指先でにちゃにちゃともてあそんだ。

				「何って、精液だけど？」

				「精、液……これが…………」

				　表情を変えずに糸を引く精液を眺めている。

				「赤ちゃんできたら、どうするんですか……」

				「ゾンビに子供ができるなんて聞いたことがないけどね」

				　そう言うと無表情だった来未ちゃんの顔がくしゃりと歪み、綺麗な二つの瞳から涙が溢れた。

				　間違いなく俺は地獄に堕ちるだろうな……っていうか、子供できたらどうしようか。あくまでも一週間を乗り切ったら性行為は止める。それは当然のことだが、それまでに受精する確率はゼロではない。むしろかなり高いだろう。

				　彩ちゃんが一体どういう状態か分からないけど、このままいけば彩ちゃんも妊娠するだろう。

				　彩ちゃんとの子供は二人が最低ラインであると心で決めているため、子供ができても俺が白い目で見られるくらいの弊害しかないが、来未ちゃんにできた場合はどういう対応をするべきなのだろうか。

				　そこら辺もきちんと考えないとな……。

				「ほら。約束は守るから、来未ちゃんも頑張って。そんな態度じゃすぐにバレる」

				「……はい」

				

				　帰りは何事もなく、暗い雰囲気のまま家に到着した。

				

				「ただいまー」

				　預かっていた鍵を使って家の中に入ると、すぐに静代ちゃんが飛んできた。それを尻目にポンチョを脱いでドアにかける。

				「……！　おかえりなさい!!」

				　二人揃って帰宅した姿を見て、静代ちゃんはほっとした表情を浮かべる。だがすぐに違和感を覚えたのか、俺と来未ちゃんを交互に見て訝(いぶか)しげな視線をぶつけてきた。

				　道中、言い訳を考えてきた俺は来未ちゃんを労わる風を装って静代ちゃんに近付き、こっそりと耳打ちをする。

				「仲の良かった子がいたみたいなんだ……もちろんゾンビとしてね」

				　内緒話の内容は来未ちゃんに伝えてある。今の来未ちゃんに静代ちゃんを騙すような演技はできないが、落ち込んでいるのは本当のことであるため、お姉ちゃんはあっさりと俺の嘘に騙された。

				「そう……ですか」

				「ああ。でも俺たちは見てのとおり大丈夫だし、来未ちゃんのことは少しそっとしてあげてくれ」

				　ボロが出ないよう偽りの優しさを見せ、俺は彩ちゃんの部屋に向かう。

				「分かりました。────あ」

				「ん？」

				「来未を無事に連れて帰って下さり、ありがとうございました」

				　静代ちゃんは深々と頭を下げる。だから助かった。今の顔を見られなくて。

				　どんな表情を浮かべているか分からないけど、なんとなく予想はつく。そしてその顔を見た静代ちゃんが疑問を浮かべることも。

				「うん、いいよ。当然のことだから。……それよりも、彩ちゃんに薬あげてくるから。また後でね」

				　返事は聞かずに、俺は彩ちゃんが眠る部屋に足を踏み入れた。ガチャン、とやや大きめな音と共に扉が閉まり、静代ちゃんの言葉は断ち切られる。

				「…………分かってるよ、そんなこと」

				　心の中で愚痴ったつもりが、思わず声に出していた。

				　分かっている。自分が来未ちゃんを助けられなかったことは。物語の主人公みたいに完璧じゃないから。油断して、たまたまそれが取り返しの付かないミスだったというだけだ。

				　来未ちゃんと静代ちゃんのことは好きだ。なんというか親戚の子供たちみたいな、微笑ましい感じの好き。だから今の状況は酷く心苦しい。来未ちゃんとの性行為は正直に言ってかなり気持ちが良かった。だからこそ賢者タイムの反動が半端ない。理想と現実の乖離(かいり)が酷い。

				　また俺は嫌がる来未ちゃんを抱かなければならないのだ。いっそ、本当のことを伝えられれば楽になるかも知れない。でもいきなりそんなことを告げられた来未ちゃんは戸惑うだろうし、信じてもらえるなんて楽観的にもほどがある。

				　今来未ちゃんは戦っている。静代ちゃんだってそうだし彩ちゃんも。一番年の食ったおっさんが一人で落ち込んでなんかいられない。どうせなら鬼畜キャラを突き詰めるくらいの心意気で頑張ろう。

				「よし」

				　顔をあげると、苦しそうに呼吸を繰り返す彩ちゃんが視界に入った。まずは一番大切な女の子を救うことから始めよう。

				　そう思ってベッドに腰掛けると、その振動で起きたのか薄眼を開けた彩ちゃんが俺の袖をきゅっと握った。

				　彩ちゃんが握ったのは俺の袖だというのに、まるで心臓を掴まれたかのように胸がきゅんと痛んだ。控えめに言っても天使である。

				「どうした？　寂しかった？」

				　冗談のつもりでそう問うと予想以上に強い力で腕を引っ張られ、彩ちゃんの胸に突っ込む形になった。咄嗟に腕を立ててなるべく体重をかけないようにはしたが、風邪で体力の落ちている彩ちゃんには苦しいだろう。そう思ってすぐに離れようとしたのだが、それは彩ちゃんが許してくれなかった。

				「彩ちゃん？」

				　答えはない。当然だ。彩ちゃんはしゃべることができない。

				　でも、だからこそ行動で思いを伝えようとしているのか、ゆっくりと俺の頭を撫でた。

				　温かくて小さな手が俺の頭を上下する。

				「………………もしかして、最初っから起きてた？」

				　そんなわけないよな、と現実逃避をしながら聞いたが無情にも彩ちゃんはこくりと頷いた。

				　何が起きたのかは分からないが俺が落ち込んでいるのは分かる。だから慰めてあげよう……という流れなのだろう。まったくありがたいことだ。ありがた過ぎて涙が出る。誰か俺を殺してくれ。

				「あ、彩ちゃん。薬持ってきたんだ」

				　魅惑のホールドから断腸の思いで抜け出し、ポーチから座薬を取り出す。その手を彩ちゃんが掴んだ。

				「首振ってもダメだから。薬はこれしかないから我慢してくれ」

				　ふらふらの状態で懸命に抵抗してくる彩ちゃんをひっくり返して、パジャマのズボンと可愛らしいパンツを剥ぎ取る。

				　お尻を突き出させて、先ほど来未ちゃんと致した時のような格好にさせると彩ちゃんは抵抗することを止めた。

				「ん？　こんなのあったっけ？」

				　無力なり……と少し楽しくなりながら彩ちゃんのお尻に触れると、ヘッドボードに花瓶が置いてあった。

				　花瓶と言っても切り花を挿す細長いタイプではなく、平たい皿のような形のもの。そこには水が張っており、白い百合の花びらが浮いていた。

				　花瓶は静代ちゃんが置いてくれたのだろう。水は綺麗で、花びらは萎びれていない新鮮なものだ。

				「切り花じゃなくて花びらってところが、静代ちゃんのセンスの良さを物語ってるよね」

				　ふと意識の端で、この花びらは一体どこで手に入れたのだろうかと疑問が浮んだが、表層に浮かぶ前にひっそりと消えてなくなってしまった。

				

				　　　　

				

				　そんなことよりも尻だ。百合の花に負けない白さを誇る彩ちゃんの尻。足の付け根からはこんがりと焼けていたその肌は……ほんの少しだけ白くなっている。

				　日焼けの境界線も曖昧になっており、保護するべき文化財が失われようとしていた。

				「……何があっても水着を手に入れるから、今年の夏は海に行こうね」

				　固く決意をし、袋から座薬を取り出す。あとはそれを挿入するだけなのだが……当然ながら他人に座薬を入れたことなどない。現在のポーズ的にア○ルはくっきりと見えており、多分これ以上にないくらいベストな体勢であるのは分かる。

				　しかしＡＶで観たことのあるようなア○ルとは違うその姿に、俺自身少し戸惑っている。

				　無論この可愛らしい窄まりを見るのは初めてのことではないが、そこに何かを挿入するつもりでじっくりと見たことはなかった。

				　彩ちゃんのア○ルはピンク色で毛も生えておらず、ぴっちりと閉じたそこに穴はない。

				「……ん」

				　指で無理やり広げると、小指も入らないだろう小さな穴が姿を見せた。本当にこの中に入るのだろうか？

				　唾液で濡らした小指を入れようとするが、指の先すら入らない。

				「……っと」

				　持っていた座薬が俺の体温で溶け出し、不快なベタつきを感じる。これはもう使い物にならないだろうし、ゴミ箱に捨てておく。

				　溶けた薬はティッシュで拭い、再びピンク色の窄まりとご対面。

				「よし」

				「────!?」

				　ア○ルに舌を這わせると突然彩ちゃんが暴れ出した。それを両手で押さえつつ、舌を穴の中にねじ込む。

				　特に味はしないし、幸いにおいもしなかった。

				　尻たぶを左右に開いて中心を舌でつつくが、舌の脆弱な筋肉では敵の防御は突破できそうにない。

				「おっかしいなぁ」

				　座薬の挿入とは本来こんなに難しいものではないはずだ。そうでないと、全国の親御さんは子供のア○ルをこじ開けて座薬を挿入していることになる。流石にそんなわけはない。

				　であれば、原因は全て彩ちゃんにあるということになる。大方羞恥心でお尻に力を入れているのだろうけど、ぶっちゃけそうして長引かせる方がよりダメージがでかいと思う。観念さえすればものの数秒で終わることなんだが……。

				　こうなれば最終手段を講じなければなるまい。それ即ちローション。

				　もちろん彩ちゃんの身体から採れる天然ものだ。

				「あれ、もう濡れてる。彩ちゃんって実はお尻も好きなの？」

				　風邪を引いている子に激しい愛撫をするわけにもいかないため、ゆっくり優しくかつ短時間でという無理難題に挑戦しようと思ったのだが、彩ちゃんのおま○こは既に雫を垂らしていた。

				　それを指ですくい取りア○ルに塗ると、力を入れた人差し指が徐々に埋没していく。

				「ぅ……っく」

				　少し苦しそうに呻くが、指は第一関節までずっぽりと挿入されていた。

				　たった一本でこの窮屈さだ。本当にこの中にペニスが入るのだろうか。

				「ん？」

				　今思考が果てしなく飛躍してなかったか？　落ち着け。今から挿入するのは座薬だ。

				　ポーチから新たに座薬を取り出し、先端が細くなっている方を彩ちゃんの窄まりに押し当てる。そのまま指を押し込むと、少し拍子抜けするくらい簡単に呑み込まれて行った。

				「ふぅ……ぁ……く、ぅ」

				　第二関節まで指を入れると、流石に彩ちゃんも苦しそうに呻く。座薬を挿入するという大役も果たしたため、もう少しここにいたいと訴える人差し指を宥めてゆっくりと引き抜く。

				　少しばかりムラムラとするが、彩ちゃんは病人だし出すなら来未ちゃんに、だ。濡れた下半身を丁寧に拭ってパンツとパジャマを履かせ、最初と同じようにベッドに寝かしたところで突然ドアがノックされた。

				「今大丈夫ですか？」

				「え!?　あ、うん。大丈夫！」

				　ぱっとベッドを見るが怪しげな残(ざん)滓(し)は見当たらない。問題ないだろうとコンマの世界で判断すると、俺は了承の意を返した。

				「失礼します」

				　静代ちゃんは折り目正しく頭を下げて室内に入ると、若干挙動不審な俺を見て首を傾げた。

				「どうかしましたか？」

				「いやいや、特に何も」

				　そのまま視線を合わせるのは危険だと判断した俺は、何気なくヘッドボードに飾られた花瓶に目をやった。それに釣られたのか静代ちゃんもその花瓶を視界に収めると、顔を綻ばせながら口を開いた。

				「綺麗な花ですね！　百合の花……ですか？」

				　一瞬何を言われたのか分からなかった。

				「……え？」

				　確かに疑問に思った。静代ちゃんは一体この花をどこで手に入れたのかって。

				「ちょっと待って……これ用意したのって、静代ちゃんじゃないの？」

				　俺と来未ちゃんじゃないことは確かだ。普通に考えて彩ちゃんなわけもない。となれば当然、消去法で用意したのは静代ちゃんしかいなくなる。

				「え!?　私じゃないです……よ？」

				「そんな……じゃあ誰が……」

				　この家にはもう一人、誰かがいる？

				　そんな風に探偵のようなことを考えていると、突然彩ちゃんが嘔吐き始めた。

				「っと、静代ちゃん、洗面器！　彩ちゃんはもう少し我慢してね」

				「は、はい！」

				　背中をさすってやると、彩ちゃんはこちらを見てぱくぱくと口を開閉させた。話せない彩ちゃんはこういう時に意思の疎通ができずに困るが、今回はなんとなく水が欲しいのだろうと分かった。

				「水……ちょっと待ってね」

				　水を取りに行こうと立とうとしたが、床に水筒が落ちていることに気が付く。もしかして水筒も花瓶も彩ちゃんが用意したのか？　しかしだとすれば花はどこに……。

				「ほら、ゆっくり飲んでね」

				　コップに水を注いでやり、彩ちゃんに飲ませてあげる。すると洗面器を持ってきた静代ちゃんが焦った表情で戻ってきた。

				「先輩、洗面器持ってきました！」

				　まだ吐いてないから大丈夫だよ、という意味の視線をやってから洗面器を受け取る。

				「ああ、ありがとう」

				　そのまま彩ちゃんの前に洗面器を置くと、ついに我慢の限界が来てしまったのか吐き出した────寸前まで飲んでいた水と、真っ白な花びらを。

				「…………は？」

				　洗面器にびしゃびしゃと水と涎が落ち、そこに数枚の花びらが浮かぶ。それは間違いなくヘッドボードの花瓶にあるものと一緒だ。

				　目の前の光景が理解できなかった。体内のカルシウムか何かが石になるのは聞いたことがある。でも花を作り出すなんて聞いたことがない。花びらを食べる人の話を聞いたことがあるが、そういうわけでもないだろう。

				「彩ちゃん、これ────」

				「花吐き病ですね！」

				　やたらとキラキラとした瞳の静代ちゃんが、まるで食いかかるようにそう言った。

				「花吐き病？　何それ？」

				「知らないんですか!?　ネットとかでも有名なんですけど、片思いを拗らせた女の子が花を吐き出すんですよ！　治療法の見つかっていない奇病なんですけど、両想いになると白い百合の花を吐き出して完治するん……です、けど……両想い……白い、百合の花……？」

				　静代ちゃんは俺、彩ちゃん、白い百合の花を交互に見る。それを数度繰り返すと得心したとばかり笑みを浮かべ、部屋から出て行った。

				「ちょ、ストップ！　ストーップ!!」

				　間違いなく静代ちゃんは勘違いをしていた。いやまあ間違いではないが、今まで彩ちゃんは花を吐き出したことはなかった。少なくとも俺の前では。

				　それにもし彩ちゃんが花吐き病とやらにかかっていたとしても、両想いになって白い花を吐き出すならとっくに吐き出しているはずだ。

				「ごめんなさい、先輩。事実の前に言い訳は無意味です」

				「落ち着け！　白い花を吐き出して完治するなら何故彩ちゃんは二度────」

				　バタン、と目の前で扉が閉められた。そしてカチャリと鍵がかかる音がした。え、俺らの部屋に鍵は付いてないんだけど。

				　って、それはいいとして……よくはないけど、白い花を吐き出して完治するならそれが二度起きたという矛盾は見過ごせない。

				　これは彩ちゃんがゾンビであるということに関係があるのか？　それとも本当に花吐き病という奇病がこの世界には存在しているのか……？

				　白い花びらがどこから生まれたかは分かった。しかし謎が新たな謎を呼び、ついでに俺を巻き込んで複雑に絡まる。

				「何が起きているんだよ、この世界……」

				　その疑問に答えてくれる者は、残念ながら存在しなかった。

				

				　　　　

				

				「すぅ……すぅ」

				　部屋に戻ると彩ちゃんが穏やかな寝息を立てて眠っていた。

				　流石に座薬の効果が現れるには早過ぎるため、おそらく花びらを吐き出したことですっきりしたのだろう。

				　しかしだとすれば、高熱の原因はこの花びらにあるのか？　それとも高熱の結果、花びらを吐き出したのか？

				「……考えても無駄だな」

				　伝説になった博士じゃあるまいし、考えたところで答えが出るはずもない。この世界は常識という枠から抜け出してしまっているけど、俺の意識はまだ常識の範疇から抜け出ていない。あくまでも非常識が常識になるだけで、その逆にはなれないのだ。

				　窓の外を見るとやや勢いの弱まった雨がしとしとと地面を濡らしている。まだ昼過ぎだが、雨音と可愛らしい寝息を聞いていると眠たくなってきた。

				　特にやることもないし、昼寝でもしようか。晴れたら本屋かゲームショップにでも行って、暇を潰せる物を探してみるのもいいかも知れない。

				「ちょいと失礼するよ」

				　寝ている彩ちゃんをずらし、空いたスペースに潜り込む。雨で気温が下がっている今、布団の中は暖かくてちょうどいい。

				　面倒なことは未来の俺に任せ、呑気にゲームのことを考えながら俺は眠りに就いた。

				

				　　　　

				

				　ざぁざぁと水が流れる音で目が覚めた。壁の時計を見ると時刻は零時前。どうやら自分では気が付かなかったがかなり疲労していたようで、十時間近くも寝ていたらしい。

				　起き上がって窓の外を見ると、未だ小雨ではあるが止んでいないようだった。

				　雨が降る音は聞こえない。起きる要因となった水音はどうやらシャワーの音らしく、風呂場の方からきゅっ、と蛇口を捻る音がした。

				　部屋を出てリビングに向かうと、『チンして食べてください』と女の子らしい丸文字の書き置きと共に、ラップされた料理が置かれてあった。

				　思わずぐぅ、と腹の音が鳴る。材料のほとんどは缶詰なはずだが、そうは思わせない姿に唸らざるを得ない。女子は料理ができないといけない、なんて考えたことはないけど、料理ができる女の子に魅かれるのは事実だ。

				「いただきます」

				　さっそくご飯とおかずをチンして、少し遅めの晩御飯とする。

				　どうやら彩ちゃんはいつの間にか起きてご飯も食べたらしく、食器置きには濡れた彩ちゃんの食器もあった。

				　寝かせといてあげよう、という優しさはありがたいが、みんなで食べたかったという気持ちもある……が、ご飯が美味しいからそんなことはどうでもよくなった。

				「本やゲームより食材だな、やっぱり」

				　娯楽は大事だ。でもそれよりも食べ物が大事。缶詰ばかりでここまで美味しく感じられるのだから、きちんとした食材に調味料があれば、もっと美味しいものが食べられるのではないかと期待してしまう。

				　どこか俺が守る側で、姉妹二人は守られるだけの存在だと思っていた。あくまでも俺たちの方が上……そういう思いがあったのは否定できない。だけど実際、こうして俺たちは与え合っている。あの二人はもう、俺にとって必要な存在になっていた。

				「……ごちそうさま」

				　二人に感謝しながら洗い物を済ませる。

				　ぐっすりと寝たばかりで全く眠気はなく、何かこれといってすることがあるわけでもない。つい癖でテレビを点けるも、当然ながらやっている局はなかった。

				　携帯は相変わらず繋がらず、少なくとも日本全体がこのような状況であることが予想できる。しかし他の国はどうなっているのか。これが細菌テロなら他の国は安全なのかも知れないが……首都である東京に他国の影がない以上、その線は薄いかも知れない。

				　まあテロだとかなんだとかはお偉いさん方に任せて、俺は汗でも流すとしよう。

				　そう思ったが、ふと誰も風呂場から上がっていないことに気が付いた。

				「まさか……ね」

				　来未ちゃんが浴槽で手首を切っているイメージを頭から消す。

				　こんな世界で必死に『生きたい！』と足掻いている人間が自殺なんてするわけがない。安全な場所にいて、両親はおそらく亡くなっているのだろうけど、姉は存命。そんな中で果たして自殺なんて考えるだろうか。

				　そう考えるのは俺が男だからだ。よく例えとして「ゲイに犯されれば女の子の気持ちが分かる」なんて言う人間がいるが、流石に死のうなんて思わないよな……なんて思ってしまう以上、きっと永遠に共有できない気持ちなのだろう。

				　分からないのであればもしかすることもある。

				　そう判断して浴室に向かうと……来未ちゃんはいた。結論から言って想像していたようなことはなく五体満足で、ただし心の方はそうではないらしく、ただぼぅっと湯船を見つめていた。

				　湯に手を浸すと、浴槽に満たされたそれはすっかりと温(ぬる)くなっていた。

				「……風邪引くよ」

				　声に反応してか来未ちゃんはそっと顔を上げる。そこにこれといった表情はない。

				　まるで初期の彩ちゃんを思い出す行動に、身体が強張る。

				「…………来未ちゃん？」

				　ゾンビになってしまったのか。それとも彩ちゃんのようにゾンビと人間の境目で、なんとか生きている状態なのか。

				　後者であれば時間が解決してくれる。だけど前者だったら────。

				「……ぁ、……和矢さん」

				　くぐもった声は反響してさらに聞き取りづらい。だけど確実に来未ちゃんは俺の名前を呼んだ。どうやらゾンビにはなっていないようだ。

				「頭が、……ぼぅっとして…………私、……ゾンビになっちゃった……んですか……？」

				「ゾンビはしゃべらないでしょ。来未ちゃんはまだ人間だよ」

				　きっとのぼせてしまったのだろう。顔が真っ赤になっている。

				「大丈夫……私はまだ……ゾンビじゃない…………大丈夫……嘘、嘘よ。……すぐにゾンビに……」

				　ガタガタと身体を震わせ、それに合わせて温くなった湯がちゃぷちゃぷと音を立てる。

				　今まで来未ちゃんにとって心の支えであった静代ちゃん。その存在に頼ることのできない現状に、心が悲鳴を上げている。はっきり言ってまずい状態だ。

				　しかし先ほど結果が出たように、俺の言葉で来未ちゃんは救えない。彼女にとって俺はまだ表層的な存在で、しかも強姦されたことによってその表層的な信頼も消えてしまっている。どう足掻いても俺は言葉で来未ちゃんを救えない。

				　……だったら、行動しかない。

				「んむっ!?」

				　顔を覆う両手をどかし、無理やり唇を奪う。反射的に突き出された腕を押さえ、歯茎をなぞるように舌を動かす。

				　鼻で息をすることを忘れたのか、それとものぼせているかは分からないが、固く閉ざされた口が緩む。無論そんな隙を逃すはずもなく、すぐさま舌を絡めた。

				　繋がった場所から垂れる水滴が俺の服を濡らしやや不快だが、ぼたぼたと唾液がこぼれ落ちるほど乱雑に激しく舌を啜る。

				「んじゅ……じゅる……んっ」

				　ごくりと唾液を嚥下(えんげ)する音を聞きながら、俺も同様に来未ちゃんの唾液を飲み込んでいく。

				「ん……ちゅ…………ぷはっ！」

				　頃合いを見て開放してやると、来未ちゃんは酸素を求めて喘いだ。

				　それを横目に、すっかりと濡れてしまった服を脱ぎ洗濯機に投げ入れる。

				　俺に何をされるのか分かっているらしく来未ちゃんは少し怯えた表情でこちらを見ているが、その瞳には先ほどと違って光が宿っていた。

				　犯されている最中に、ゾンビになる恐怖を感じる余裕はないだろうと考えたわけだが、見事にその考えが当たったらしい。……まあ恐怖に怯えることと犯されることのどちらがいいのかは分からないが。

				「こっちに来て」

				　そう伝えると来未ちゃんは一瞬だけ逡巡したが、逆らったところでどうにかなるわけでもないと諦めているのか、大人しく従った。

				「ここに座って」

				　バスチェアーに座っている俺の膝を指すと、来未ちゃんは固まって動かなくなった。

				　膝の上に座ることが少し幼稚だから……ではなく、屹立した股間を見て動けなくなったのだろう。まだ一度しか経験のない来未ちゃんは少しディープなキスをしたところで、そう簡単に股を濡らしたりはしない。そんな状態で挿入されたら間違いなく裂けてしまう……と考えているはずだ。

				　もちろん俺はそんな鬼畜ではない……いやまあ、この状態はどう足掻いても鬼畜だが、そこはひとまず置いておく。

				　そんな鬼畜じゃない俺は挿入する気などなく、素股で気持ちよくなってもらおうと考えているわけだ。まあ結果的に、挿入するために気持ちよくなってもらうわけだが。

				「んっ」

				　半ば無理やり対面座位の形に座らせると、その拍子にクリ◯リスとペニスがこすれたのか鼻にかかった吐息のような声を漏らした。

				　締め切った風呂場にその幼い嬌声が響き、本人は耳を真っ赤にさせながら俯いている。

				　その可愛らしい耳をはむと、来未ちゃんは鳥肌を立たせた。

				　それに逆らうかのように首筋を舐めあげると、ぶるぶると身体を震わせる。反応が素直で可愛い。

				「気持ちいい？」

				　わざと音を立てながら耳を舐めしゃぶり、彩ちゃんよりも少しだけ大きな乳房に手の平を添えた。

				　ドクドクと心臓が忙しなく動いている。早鐘のようなそれを感じながらぐにぐにと揉みしだけば、少し物足りなさそうに控えめな喘ぎ声をあげた。

				「ひぅ！」

				　焦らすのも可哀想だと思って桜色の頭頂部をきゅっと摘まむと、来未ちゃんは悦びに声をあげる。

				　そのまま親指と人差し指でぐにぐにと押し潰してあげるといやがるように首を振るが、その動きに合わせてわずかに動く腰は、まるでペニスをねだるようにとろりとした愛液をまぶしていく。

				　上から順番に攻めていくつもりだったが、早くも素股を楽しんでいるようだった。

				「……腰、動いてるよ」

				　そう指摘して乳首をいじるのを止めると、来未ちゃんはびくりと身を震わせた後に硬直する。しかし逃げることはせず頭を俺の肩に乗せると、少し置いて再び腰を動かし始めた。

				　温くなった湯に浸かっていたことで冷え始めた身体は、いつの間にか温まっている。

				　もうそろそろ挿入してもいいかな、と思うももう少しだけ焦らしてみる。

				「ひぁ……んっ！」

				　こちらに寄りかかっている身体を押して、晒け出された乳首に舌を這わす。身長差の所為で若干苦しい体勢ではあるが、そこは我慢するしかない。

				　既にびんびんに勃起していた乳首はこれ以上にないほどの硬さを誇り、来未ちゃんの顔はだらしなく緩んでいた。

				　薄く開いた口からだらだらと涎が垂れており、それをすくい取りながら唇を重ねると予想外なことに来未ちゃんの方から舌を絡めてきた。

				「んんっ」

				　舌の動きに応えながら腰をわずかに引く。先端を濡れそぼったおま○こにあてがうも、舌を絡めることに夢中な来未ちゃんはそれに気が付かない。

				　そのまま腰を押し出すと、二度目とは思えないほど簡単に亀頭が呑み込まれた。

				「んぅ!?」

				　来未ちゃんははっとした表情を浮かべて俺の肩を押すが、上半身が離れるだけで下半身は繋がったままだ。それどころか、重心が変わったことで下半身がずるずるとこちら側に落ちてきて────腰と腰がぴったりと密着してしまう。

				　来未ちゃんの膣内(なか)はトロトロできゅうきゅうと締め付けてきて、焦らすつもりで結果的に焦らされた俺は油断するとすぐにでも射精してしまいそうだった。

				　自分で奥まで挿入してしまう形となってしまった本人はいやいやと首を振りながら俺の胸に手を当てているが、傍目から見るとぎこちなく上下運動を繰り返しているようにしか見えない。

				　その動きでペニスがさらに膨張して自らの中を圧迫し、苦しげに呻く。その繰り返しになっているようだが、俺には助けてあげられない。できることといえば、なるべく早く射精して解放してあげることくらいだ。

				「ん、……いた、……あっ」

				　腰を持ち上げて、落とす。それと同時に腰を突き上げる。

				　膣内(なか)はどろどろと愛液に溢れてはいるが、流石に二度目の性行為でゴリゴリと抉られて気持ち良くはなれないらしい。上げる声は痛みによるものか、圧迫されての呻き声に近いものだけだった。

				　しかし上の口とは裏腹に、下の口はぐちゃぐちゃと下品な嬌声を上げている。

				　結合部を見ると赤く腫れているが出血はしておらず、クリ◯リスも皮を被ったまま勃起している。

				「んあっ!?」

				　なんとなく思い立って可愛らしく自己主張しているクリ◯リスを摘まむと、痛いほど膣が収縮した。

				「ダメダメダメ！　それやだぁっ!!」

				　優しく皮を剥いて上下に擦ってやると、きゅうきゅうとした締め付けがぎゅうぎゅうとしたものに変わる。

				「あ痛たたた」

				　上半身は暴れ、下半身は締め付けるというよりも千切り取ろうとするような動きになり、慌ててクリ◯リスから手を放した。

				「ふぅ……ふぅ…………」

				　来未ちゃんは肩で息をしながら俺を睨んでいる。少しばかり快感が強く、それが気持ちのいいものだと認識できなかったらしい。繋がった場所からごぽりと愛液が垂れ、身体の方は正直に反応しているが脳はまだ受け入れられないみたいだ。

				「ごめんごめんって。そんなに睨まないでよ」

				　謝りながら頬に手を添えて唇に吸い付くと、来未ちゃんの身体からふっと力が抜けた。どうやらキスがお好みらしい。

				　キスに集中できるようにゆっくりと腰を動かすと、降りてきた子宮と亀頭が熱い口付けを交わした。

				「……分かる？　来未ちゃん。精液が欲しいって子宮が降りてきてるよ」

				　小さく腰を揺らして子宮口をノックしながら囁くと、先ほどの痛い締め付けとは違った強い締め付けが起こる。

				「んふっ……ぁ……や」

				　来未ちゃんと濃厚な生セックスをしながら失礼な話だが、ふと彩ちゃんのことが頭を過ぎった。

				　彩ちゃんに肩を噛まれてから一ヶ月ほど経つが、俺の知る限り彩ちゃんに生理は来ていない。それが元から来ていなかったものなのかゾンビになってしまったからなのか……もしかするともう孕んでしまっているからかはまったくの不明だが、彩ちゃんと違って来未ちゃんは間違いなく子供を産むことができる身体だろう。

				　俺はそんな女の子に、睡眠と食事を済ませた後の万全な精子を注ぎ込もうとしているわけだ。

				　本当に孕むのか分からない射精と、孕むことが分かっている膣内での射精では興奮度が違う。

				「あっ！　ん、……ふっ！」

				　思わず腰の動きが早くなる。

				「んぁ、ぅ……まって……かず……や、……さん…………ああ！」

				　前回の経験から俺が射精に至るまでのラストスパートをかけていることが分かったのだろう。来未ちゃんはなんとか俺を止めようと身体を捩るが、膣内射精(なかだし)が一番重要なのだからそれを止めるわけにはいかない。

				「だめ、です……って！　……かず……んん!?」

				　うるさい唇を塞ぎ、腰を持って乱雑に突き上げる。

				　もう射精まで秒読み状態であるが、何が起こるか分かっているならわざわざ口に出す必要もないだろう。

				　がしがしと腰を押し付けちょうど最奥、子宮口に亀頭がぶつかった瞬間に全力で射精した。

				「……ぅ…………出てるよぉ……ばかぁ」

				　ぐしぐしと涙を流しながら来未ちゃんは俺を罵倒する。

				　しかしこんな日がこれから毎日続くのだ。いずれ慣れることだろう。

				　ゾンビ化するかどうかが分かる一週間後……その日まで俺は、せいぜい来未ちゃんに嫌われ続けるとしようか。

				

				　　　　

				

				　コンコン、と扉が二度叩かれると同時に、痛いほど膣が収縮した。

				「来未ー、先輩どこに行ったか知らない？」

				「しっ……知らない」

				　思わず高くなる声を抑えて、来未ちゃんは言葉を返す。ギリギリの線を見極めながら腰を動かすと、膝の上に座る少女が苦悶の声を上げた。

				「きつそうだけど大丈夫？　便秘ー？」

				「うん、ちょっと……そんな……ぁ、感じ、かな」

				　この場で行われていることと会話とのズレに思わず笑えば、振り返った来未ちゃんが俺を睨め付ける。

				「あんまり座ってると身体に悪いから、無理しないようにね」

				「う、うん。ありがと」

				　微笑ましい姉妹の会話を終え、静代ちゃんの足音はリビングに消えて行った。

				（な、何を考えているんですかっ。あ、朝っぱらからこんなところでなんて……！）

				　万が一にでも声が漏れないように、来未ちゃんは膣がより抉られることを気にせずに仰け反って俺の耳元で囁いた。少女特有の甲高い声に思わず身体がぞくぞくと反応する。

				（大丈夫だって。ほら、靴もちゃんとここにあるから）

				　持ってきていた靴を目の前でぶらぶらと揺らしてやれば「これだから大人は嫌いなんですよっ」と来未ちゃんは小さな声で毒づいた。そんな反抗が可愛らしくて耳たぶを食むと、下手すればリビングまで聞こえかねない音で鳴く。

				（こ、この変態！　ロリコン！　鬼畜ぅ！）

				（はっはっはっ！）

				　大人の力を見せつけるように下から突き上げてやると、無力な少女はすぐに口を閉ざした。

				　しかしトイレという場所を選んだのは俺なわけだが、正直ここで朝っぱらからセックスをするのは少しばかり危うい。それにこれ以上来未ちゃんをいじめるのも可哀想だ────そう思って動いてみるのだが、ガタガタギシギシと揺れる。音も出る。これはスピードを上げてさっさと射精するか、もしくはじっくりねっとり音を立てずにやるかの二択だ。

				　無論途中で止めるという選択肢はない。

				　そんな頭の固い大人に説教をするかのように、来未ちゃんが口を開いた。

				（か、和矢さんは動かないでください！　私が……動きますから）

				　ぴしゃりと、頭の中で雷鳴が轟いた。

				　そうだ、その手があった。むしろその手しかない。

				（わ、分かった）

				　情けないことに俺はそんなことしか言えなかったが、我が息子は期待からバキバキに勃起している。これが「下の口は正直だ」っていうやつだろうか。多分違う。

				（んぅ、あっ……ちが……くぅ…………）

				　

				来未ちゃんは俺に背を向けた状態でなんとか抜き差しを繰り返すが、残念なことにその動きはスムーズなものとは言い難かった。

				　本人もそれは分かっているのか、懸命に腰を振るが効果はない。ほとんど動いていないか音が大き過ぎるせいで、彼女が求めている結果にはたどり着いていないようだ。

				　こういう時、大人はどうするべきなのだろうか。正しい方向に導いてやるのか────子供が自分で答えを見つけることを待ってやるのか。……まあ、普通なら警察に自首するべきなのだろうが、幸か不幸か警察なんて組織はとっくに崩壊している。

				（……一旦……ぅ……抜きますね）

				　白くて小さなお尻から、愛液でテカテカと光る男性器が飛び出す様はなんとも形容しがたいものを孕んでいた。

				　最後まで突き刺さっていた肉棒を抜き切った来未ちゃんは、息も絶え絶えといった様子でこちらを見ながら、俺の右肩にそっと手を乗せた。


                			

	








			
				　余った手の平で可愛らしいおま○こを隠しながら、俺の足を跨ぐ。

				　どうやら後ろから挿入されていると動きづらいという結論に達したらしい。

				「あっ！」

				　驚くほどスムーズに亀頭が呑まれ、来未ちゃんは小さく喘いだ。

				　結合部は白く細い手に遮られているが、正直あまり隠せてはいない。隙間からゆっくりと挿入されていくのがよく見える。

				　一度目だとか二度目だとか、そんなものは関係ない。毎回このひだをかき分けて行く瞬間はなんというか、たまらなく興奮する。

				「……んぅ……く」

				（来未ちゃん、声抑えて）

				「そんなの……無理、です……！」

				　焦らすようにゆっくりゆっくりと腰を下ろしていく。

				「ぁん……！」

				　やがて全てが収まり、ぴったりと結合部がくっ付くと来未ちゃんは小さく身体を震わせた。膣もきゅうきゅうと激しく締め付けている。

				「もしかして……イッた？」

				「そんなわけ！　……むぐ」

				（声大きいって……！）

				　三度目の行為にして早くも膣イキを覚えた中学生おま○こは、否定する本人とは裏腹にだらだらと愛液をこぼしている。これが本当の「下の口は正直」ってやつだろう。

				（それにしても、もう膣イキができるって……来未ちゃん、才能あるのかも……ぐふっ!?）

				　羞恥的なシチュエーションが好きなのかと思ってその方向で攻めてみると、レバーブローという名の反撃が来てすぐさま攻撃を中止した。どうやら才能のあるなしに関係なく、中学生には早過ぎたらしい。

				　……まあ、彩ちゃんは大好きなシチュエーションだけど、彩ちゃんの場合は経験値が違い過ぎるため例外としておく。

				（は……ぅ…………はや、く……イッてください……）

				　俺に正面から抱き着くようにして腰を動かす来未ちゃんは、耳元で可愛く喘ぎながら懇願してくる。

				（行くってどこに？）

				　だから俺は、そんな陳腐とも言える言葉を返す。

				　来未ちゃんも俺が分かっていてとぼけていることを理解しているようで、至近距離から鋭い視線をぶつけてきた。

				（はやく、だ、出して……うぅ…………射精……してください）

				　どこに？　と聞くべきか迷ったが、流石にいじめ過ぎだろうと判断した俺は黙って来未ちゃんの腰を掴んで上下に動かした。

				「か、かず……や……さん、音、音が……！」

				　ぱちゅぱちゅと身体がぶつかる音、愛液がかき混ぜられる音がこの小さな空間に響く。

				　ラストスパートに向けて動いているのだから多少音がするのは仕方がない。それよりも来未ちゃんの吐息の方が響いていて、慌てて俺は口を塞いだ。

				「んむ!?　んん、……んちゅ」

				　舌を絡めながら乱雑に腰をぶつける。射精まであとわずか……その瞬間、ガチャッとリビングの扉が開かれた。

				「ぁ」

				

				　びゅるる、びゅぅー、びゅるる、びゅっびゅっ……

				

				　射精の快感に真っ白になった状態で、なんとか水を流す。

				　来未ちゃんはびくびくと痙攣しながら俺にしな垂れかかっており、上の口も下の口もだらだらと涎を垂らしていた。

				　幸い静代ちゃんは自分の部屋に用があったらしく、軽快な足音と共にリビングへと戻って行った。

				　咄嗟に水を流して良かった。リビングと部屋を行き来するにはトイレの前を通る必要があるから、下手するとバレていた可能性がある。

				「……どうしようか、これ」

				　何事もなく済んだことによる安堵感と、賢者タイムが織り混ざって微妙なやる気のなさを感じながら、俺はぐったりとする来未ちゃんを揺り起こした。

				

				　２

				

				「……暑」

				　寝苦しさから目を覚ます。

				　久しくカレンダーを眺めていないから今が何日かは分からないが、おそらく三月の下旬……くらいだろうか。

				　三月と言えばまだ吹き抜ける風に冷たさがあり、朝は布団から出ることが億劫になる程度には寒い月。だというのにもかかわらず暑さで目覚めた原因は、きっと俺をホールドしたまま熟睡している娘で間違いない。

				　彩ちゃんも彩ちゃんで、前髪がおでこに張り付く程度には寝汗をかいており、暑いなら離れて眠ればいいのに……なんて思ったり思わなかったり。だがそれがいい、とどこかで熱い主張をしている自分がいる。何はともあれ彩ちゃんは可愛い。そして可愛いは正義。

				　だがしかし暑い。これは引き剥がすべきなのか、それとも……と彩ちゃんの天使な寝顔を見ながら考えていると、控え目なノックが鼓膜を叩いた。

				　壁の時計を見るとまだ朝の五時。朝食には少し早い。

				「どうぞ」

				　寝起きの少し掠れた声で入室を許可すると、ノックと同じく遠慮がちに扉が開かれた。

				「来未ちゃんか……朝からどうしたの？」

				　その問いに来未ちゃんは口を開くが、少しバツが悪そうに彩ちゃんをちらりと見て口を閉ざした。何かこの場では言いにくいことなのだろうか。

				　……ああ、そういえば今日は、あの日から────来未ちゃんがゾンビに噛まれた日から五日目。約束の日だ。

				「ちょっと待ってね。すぐに起きるから、リビングで待ってて」

				「あっ、いえ……そのままで、大丈夫です……」

				　とは言うものの、来未ちゃんは再び閉口する。

				　それほど言いにくい内容なのだろうか。だとすれば命乞い？　しかしそこまで切羽詰まった雰囲気ではない。何か面倒事を頼むような、そんな申し訳なさみたいなものを感じる表情だ。

				　特にせっつくことはせずに彩ちゃんの頭を撫でながら待っていると、ついに来未ちゃんは朝からここに来た理由を話し始めた。

				「今日は……お姉ちゃんの誕生日なんです。だからその……誕生日プレゼントを探しに行くの、手伝ってほしくて」

				　それだけを言うと下を向いてもじもじとしたまま動かなくなった。いや、もじもじとしているのだから動いてはいるのだが。

				　きっと五日前の来未ちゃんならもっと気兼ねなく俺を誘うというか、おねだりができたはずだ。そう思うと申し訳なく思うし、来未ちゃんがああも五日という日数にこだわっていた理由が分かった。

				　何度もゾンビになりたくないと言っていたのだから、来未ちゃんも死にたくない気持ちは強いのだろう。でもそれは徐々に侵食される恐怖によるものが大きくて、一番最初……ゾンビに噛まれたあの日、来未ちゃんは言ったのだ。お姉ちゃんに言わないでください、と。せめて五日は……と。

				　自分の死とかよりも、お姉ちゃんの誕生日を優先したのだ、この子は。

				「……はぁ」

				　大きくため息を吐くと、来未ちゃんはびくりと身体を震わせた。

				　本条さんの時もそうだったけど、俺はこういう話に弱いのだ。まるで物語のような、他者を思いやるその気持ちに胸が締め付けられる。

				「来未ちゃんにとって今の俺はただの鬼畜なおっさんかも知れないけど、行かないわけないでしょ？　むしろ早く用意してください、くらいの勢いで言ってくれなきゃ」

				「……へ？　あ、はい。ごめんな……さい？」

				　改まって言うのは気恥ずかしく、やや早口でしかも来未ちゃんを責めるような内容になってしまったのは何故だろう。

				　もっとこう……格好いいおっさんになりたいと思いました、まる。

				「それで、誕生日プレゼントに当てはあるの？」

				　早速格好いいおっさんからは程遠いセリフではあるが、その問いに対して来未ちゃんは小さく首を縦に振った。

				

				　　　　

				

				「ここ……です」

				　来未ちゃんの当てとはここ……ジュエリーショップだった。看板には『３℃』と書いてある。随分寒そうな名前ではあるけど、こういう場所に縁のなかった俺でも知っているブランド店だ。読み方は知らない。

				「あ、意外に残ってるもんなんだね」

				　シャッターが壊され、割られた入り口から中に入るが思ったより中は綺麗だった。それに商品も手付かずのまま残っている。ぐちゃぐちゃの外観から、てっきりパンデミックの混乱で金目のものは奪い尽くされているんじゃないかなんて思っていたが、そんな余裕のある人間ってのは思いの外いないようだ。

				　入り口が破壊されているのも、誰かがここに逃げ込んだとかそんなオチかも知れない。

				「っと、来未ちゃんストップストップ。あんまり先に行かれるとカバーできないから」

				　人の気配はないし物音もしないが、だからと言って油断はできない。ほんの五日前に足をすくわれたばかりなのだ。

				　しかしそんな思いとは裏腹に、来未ちゃんは自嘲気味に笑う。

				「今更何を恐れる必要があるんですか？　……もう何もかも遅いんですよ」

				　そう言って再び歩みを進めた。

				　来未ちゃんの言いたいことは分かるけど、俺が言いたいのはそうじゃない。だから気付かれないようにため息を吐きながらも、駆け寄って来未ちゃんの手を取る。

				「誕生日を祝う前に食い殺されるわけにはいかないでしょ。噛まれることを恐れる必要はなくなったかも知れないけど、今すぐ死んでいいわけじゃない……違う？」

				　少しずるい言い方かも知れない。でもこう言わないと来未ちゃんは納得しないだろう。大人とはずるい存在なのだ。

				「違い……ません」

				　むすっとした表情を浮かべながらも、来未ちゃんは俺の言い分を否定しなかった。なんとなく反抗期を迎えた娘を持つ父親の気持ちが分かった。もちろん今の関係も状況も、そんな微笑ましいものではないが。

				「事務所の方にもゾンビはいないっぽいけど、一応用心はしててね。俺は入り口の方で、ゾンビが集まってこないか見張ってるから」

				　ひととおり安全を確認すると、入り口の方に向かう。唯一の出入り口に複数のゾンビが集まってしまったら限りなくゲームオーバーになってしまうからだ。

				「あ、大丈夫です。欲しい物は見つかりましたから」

				　しかし早くもお目当のものは見つかったようで、スムーズにことが進みそうだ。中学生とはいえ、女性の買い物は長いというイメージがあったため一安心である。

				「へえ……ちなみにどれ？　ダイヤのネックレスとか？」

				　そこでダイヤのネックレスという安直な俺を嘲笑うかのように、来未ちゃんはガラスケースの中にある小さなリングを指差した。

				　その指輪は上下逆さまの大きなハートが二つ正面に並んでおり、そのハートにはそれぞれ淡く薄青い宝石とキラキラ光るダイヤモンドらしき宝石がはめ込んであった。

				「ピンキーリングです。左がアクアマリンで、右がダイヤモンドになっているんですよ」

				「ふーん」

				　本当にふーんとしか言えなかった。俺から見ても確かに可愛らしくて綺麗だが、まあ興味がないのでふーんとしか言いようがない。

				「あ、分かってませんね。アクアマリンって三月の誕生石なんですよ？　ちなみに私は四月生まれで、四月の誕生石はダイヤモンドというわけです」

				　そう説明する来未ちゃんは、五日前の来未ちゃんのようだった。

				「な、なるほど」

				　しかしそこを嬉しくは思っても、宝石にもアクセサリーにも興味がない俺に返す言葉はない。

				　ただ少しだけ、姉妹が仲良く並ぶリングを誕生日プレゼントに選ぶ来未ちゃんの心中を察して、胸が痛んだ。

				　だけどあと少しだ。今日あたり来未ちゃんを説得して……説得するというのも少しおかしな話だけど、取りあえずあと数日間をゾンビになる恐怖に耐えてもらえれば、俺は真実を話すことができる。

				　その時は静代ちゃんにも全てを話そう。俺の言葉が信じられなくても、ゾンビにならないという現実は変わらない。結果が何よりの証拠として、俺の言葉を弁護してくれる。

				　精液で治療なんて馬鹿げた話だが、そもそもゾンビという存在自体がおかしいのだ。きっと来未ちゃんの中でも、許されないかも知れないが納得できる日は来るだろう。

				　その日のことを夢見ながら、俺はハンマーを取り出してガラスケースを叩き割った。

				　ガシャン、と無機質な音が辺りに響き渡る。これが映画なら潜んでいたゾンビが目を覚まして襲いかかってくるフラグだが、幸いにして一階の安全は確保済みだし二階からゾンビが降りてくるようなこともなかった。

				　来未ちゃんは割れたガラスに触れないように気を付けながら、ひと際輝いているリングを手に取る。きちんと見ていなかったが、どうやらお値段は税込み約九万円。中学生の女の子が高校生の姉にプレゼントするような額ではないから、これはこういう世界の数少ない利点だな。

				　……しかし、普通に考えてこんな高価な指輪をプレゼントできるのは、今がこういう状況だからだ。前もって計画していたなど有り得ないと言える。だとしたら何故来未ちゃんはこの指輪をプレゼントすることを思いついたのだろうか。

				　ゾンビに噛まれ、俺に犯され……何故そんなに余裕があるのか？

				　真っ先に考えられる点は二つだ。前もって計画していたか、突発的な行動か。

				　前者が有り得ないなら後者しかない。しかし来未ちゃんはこのピンキーリングの詳細どころか、置いてある場所すら知っていた。となると後者も有り得ない。

				　計画しているわけではないが以前ショッピングの一環で見たことがあり、そして今回の出来事で突発的な犯行に及んだ……という二つを複合したものだと考えられる。

				　まあつらつらと思考してみたものの、過程なんてものはどうでもいい。大事なのは結果で、そして来未ちゃんがわりかし余裕であることだ。

				「……自暴自棄になっているのか？」

				「何か言いましたか？」

				「いや、なんでもない」

				　来未ちゃんは俺の言葉に反応は示したものの、無表情で外から差し込む光にリングを当てている。

				　一体何を考えているのだろうか。ただでさえこの年頃の女の子の気持ちなんて理解できないというのに、こんな複雑な状況での心境なんて理解できるわけがない。

				「今日で、五日目だけどさ」

				「……はい」

				「気分はどう？」

				　理解できないのは、想像で補えるほど知らないからだ。だから少しでも来未ちゃんのことが知りたかった。……もしも自棄(やけ)になって全てを諦められては困る。砂漠で一粒の金を見つけるような奇跡で、ゾンビに噛まれた来未ちゃんとそれを治せる俺がいるのに、死なせるわけにはいかない。

				「気分、ですか。もちろん最悪ですよ。……本当にあと数日でゾンビになるのか、分からなくなるくらいには」

				　それはそうだろう。こんな日々が最高なわけがないし、ゾンビになるはずもないのだから。

				「一つ聞くけど、来未ちゃんは人がゾンビになった瞬間を見たことがある？」

				「ないです」

				「そう……。じゃあ教えてあげる。ゾンビに噛まれた人は大体一週間前後で死ぬんだ。そしてその後、生き返る。ゾンビとしてね」

				　もちろん嘘だ。ゾンビになる人間は徐々に体調を崩すが、その体調を崩したまま人間として生き、唐突に死ぬ。そしてそれはゾンビの誕生と同義で……つまるところ、どのタイミングでゾンビになるのかは分からない。

				「つまりさ。ギリギリまでお姉ちゃんと一緒にいられるんだ。……だから、その気がなかったら悪いんだけど……自殺する必要はない」

				　来未ちゃんがゾンビに噛まれ、俺に犯され、その後……俺はアフターケアをしなかった。保険もかけなかった。それは必要がなかったからだ。

				　あの来未ちゃんがせめて五日は、と言ったからには五日後の今日に何かがあると分かっていた。それまでは絶対に死なないだろうと思っていた。だけど六日後……お姉ちゃんの誕生日も祝い、気が抜けてしまったら？　現実に耐えられなくて、人に迷惑をかけられないなんて来未ちゃんが思ってしまったら？

				　間違いなく死を選ぶ可能性が高い。だから俺は、釘を刺さなければならない。

				「噛まれて一週間後……つまり明後日、俺は来未ちゃんに伝えたいことがある。知ってほしいことがあるんだ。だから────」

				「死ぬな、ってことですか？　随分と勝手というか、最初と言っていることが変わっていますね」

				　当然のことだ。五日前と五日後では目的が違う。来未ちゃんがゾンビに噛まれた時、俺は何があっても来未ちゃんを犯さなければいけなかった。本当なら噛まれたその場で犯したかったくらいだ。しかし今はゾンビ化する心配もない。

				　なんてことを言えれば楽なのだが、今は駄目だ。今日は静代ちゃんの誕生日でそれに水を差したくないし、あまり早く伝え過ぎると混乱させてしまう。

				　俺が来未ちゃんに真実を伝えるよりも、来未ちゃんが俺に真実を聞きにくる方が望ましい。

				　もちろんそう言えるのは勝算があるからだ。十中八九大丈夫、じゃない。確実に大丈夫と言える要素がある。ただ一つ問題があって、できれば俺はその手を使いたくない。

				　だからゾンビ化しないという結果を用いて俺は来未ちゃんを説得する。もしそれでどうしても納得がいかなかったら、使いたくないその手を使えばいいだけだという二段構え。

				「ああ、いえ。変わってませんね、和矢さんは。結局あの時も今も、私の身体目当てですよね？」

				　────だが正直、その返しは予想していなかった。

				　いや予想できなかった、と言った方が正しいかも知れない。確かに言われてみれば、身体の関係を延長させたいがために俺が詭弁を使っているようにしか聞こえない。俺は無意識にそこから目を逸らしたのかも知れないのだ。もうどうしようもないというのに、これ以上嫌われたくないという自己中心的な考えで。

				「別に責めてるわけじゃないので、そんな顔しないでください。今日は手伝ってもらったわけですし、いいですよ。……どうぞ」

				　そう言うと来未ちゃんはスカートと下着を一緒に下ろし、割れていないガラスケースに身体を預けると片足を上げくぱぁ、と指で自らの穴を広げた。

				「……え？」

				「どうしたんですか？　今更。……あっ、ゾンビが心配ですよね。大丈夫です。私、外見張っておきますから」

				　来未ちゃんはあっけらかんとした表情で一方的に告げると、くるりと体勢を変えてケースに上半身を預け、頬杖を付いて入り口の方を見る。お尻はこちらに突き出されており、完全に後背位のポーズだ。

				　これは……どうすることが正解なんだ？　確かに今日はまだ精液を注入していないが、来未ちゃんが自ら求めてくるような形は初めてだ。だから逆に楽だった側面もある。

				　言動の不一致は指摘されたばかりだから、ここでやらないという選択肢もある。だが、来未ちゃんの身体目当てという点は一致しているなんて言われたばかりで、ここで断るのは逆に不審か？

				　いやいや、この段階ではもう不審とか不審じゃないとかはどうでもよくて……。

				「和矢さん、今日は私がご飯を作るつもりなので、早く済ませてください」

				「わ、分かった」

				　結局俺は、言われるがままに来未ちゃんに触れた。

				　濡らすためにお尻に触れると、来未ちゃんはおま○こを舐めやすいように両足を開いてくれる。

				「んっ」

				　唇でクリ◯リスに触れると来未ちゃんは鼻から抜けた声を出した。まだ舐めていないが既にそこは濡れていて、五日という短いようで長い期間のことを思った。

				　ほとんど触れてもいないため流石にぐちょぐちょとまではいかないが、膣口からはどっぷりと愛液が滴っている。これなら挿入しても痛くないだろう。それに、外での行為は落ち着かない。早く射精(だ)してしまって、すぐにでも帰りたかった。

				「うっ……」

				　まるで来未ちゃんの膣内(なか)とは思えないほどスムーズにペニスが入る。だというのにもかかわらず締め付けは一層強力で、来未ちゃんは外でのセックスに興奮しているということがよく分かった。

				　早く射精したいとは言ったが、流石にものの数分で終わらせるつもりはなかったためゆっくりと挿入したペニスを抜く。亀頭だけでも十分過ぎるくらいの快感だが、このまま動けば込み上げてくる射精感も治まるだろう。そう思っていたのだが……。

				「ちょ、来未ちゃん!?」

				　なんと来未ちゃんは頬杖を付いたまま器用に腰を動かし、いとも簡単に最奧まで呑み込んでしまったのだ。

				「ちょっと待って、ストップ、ストップ！」

				　再三の制止を華麗にスルーしたまま、来未ちゃんはお尻を振る。無論、一歩後ろに退がってしまえばいいだけなのだが、それはそれでなんとなく負けた気分になる。

				「くっ」

				　仕方なしに来未ちゃんに合わせて腰を振ってやると、いい角度で入ったのか一瞬びくりとおま○こが痙攣した。

				「あふ……！　……ぅあ……」

				　気が付けば入り口を見ていた来未ちゃんの顔は下を向き、頬にあった手は嬌声を防ぐために使われていた。

				　こんなにぐちゃぐちゃで、しかも子宮を突き上げられてびくびくと震えるいやらしい穴が中学生のものなのだから驚きだ。それにそんな状態になっても快楽を貪るように、来未ちゃんはより強くお尻を突き出してくる。

				　どうやら出し入れするよりも、ぐりぐりと子宮口を押される方がお気に入りのようだ。

				「ふあ……ん……あはっ」

				　手の平から溢れた喘ぎ声がキンキンと脳に響く。

				　既に射精感はそこまで来ていて、油断すればいつでも出てしまうような状況だ。もちろんさっさと射精してすぐに帰るという当初の予定を変える必要はなく、俺は来未ちゃんの身体が浮くほど全力で突き上げると、無抵抗な子宮に向かってびしゃびしゃと精を吐き出した。

				「ふわ……!?　……くぅ……ぁ」

				　数十秒の時間を使って最後まで吐精を終えると、俺はゆっくりとペニスを抜いた。引き抜かれた肉棒を追い抜かんとばかりに逆流する精液が、ごぽりと音を立てて床に滴り落ちる。

				「っ……は、早く帰りましょう」

				　来未ちゃんは赤み刺す頬を隠すこともせず、ふらふらとしながら入り口へ向かう。その姿はまるでゾンビのようでぞっとした。

				「ふらついてるけど、だいじょ────」

				「ひゃう!?」

				　肩に手をかける際に耳を掠めたらしく、だだっ広いストリートに嬌声が響き渡る。そしてそれに呼応するかのように、あちこちで物音が聞こえ始めた。どう足掻いても音の原因はゾンビである。そして今回、屋内であるため弓は置いてきていた。

				　つまり割とリアルにピンチだったりする。

				「逃げるぞ！」

				「ひゃい！」

				　目前に現れたゾンビをやや大袈裟なくらいに避け、どうしようもない時は掴まれないように気を付けながらハンマーを振るう。

				　もう随分と生き物を壊す感触に慣れてしまった。ゾンビが生き物かどうかは別として、案外柔らかい感触とか、その実、骨は固かったり脆かったりとか。どこをどのくらいの強さで殴れば動けなくなるとか、確実に殺せるとか……。

				　俺だけならまだしも、来未ちゃんも的確にゾンビの頭を潰しているし、膝の皿を割って無力化したりと手慣れたものだ。

				　……頭が回って素早く動ける分、よほど生きている人間の方が未来にとって害になりそうだ。

				　例えばの俺の血でワクチンが作れたとしても、人類が反撃の狼煙を上げてゾンビを駆逐したとしても、ことはそう簡単に運ばない。

				　それならいっそ……ずっとこんな世界であれば、まだ楽なのかも知れなかった。

				　そう思って後ろを走る来未ちゃんを見た。そんな風に考えられるのはきっと、俺が他の人間よりも安全な立場にいるからだろう。

				「……黙っておこう」

				　冗談でもそんなことを来未ちゃんに言ってしまえば、殺されても仕方がないからな。

				

				　　　　

				

				「……ただいま…………疲れました」

				「ただいま……まったくだよ」

				　あの後、ゾンビから無事に逃げ切った俺たちはそのまま家へと帰る……ことはせず、近くのスーパーでいくつかの材料を入手した。

				　缶詰や瓶ものが主で、重量はもちろんのこと動けば音が鳴り、行く先々でゾンビとエンカウントする羽目になった。今もマンションの下には数十体のゾンビがうろついているはずだ。ご近所の皆さんに申し訳がない。

				「和矢さんは休んでてください。料理は私が作りますので……できたら起こしますね」

				「ああ、うん。正直助かる……すっかり睡魔がね…………おやすみ」

				「おやすみなさい」

				　来未ちゃんに見送られ、部屋に戻る。そしてそのままベッドにダイブ。

				「ふぎゃ!?」

				　何かを潰したかのような音が聞こえたが俺は気にせずに暖かい枕を胸に抱いて、そのまま眠りに落ちた。

				　………………。

				　…………。

				　……。

				　ガチャリ、と扉が開く音で目が覚めた。

				　今何時だろうと時計を見ようと思ったが、身体がいうことを聞いてくれない。どうやらいろいろと無理をした結果、身体がストライキを起こしてしまっているらしい。

				　扉が開いたということは来未ちゃんが起こしに来てくれたのだろう。悪いけど寝た振りを続けて、このまま二度寝といきたい……ところだが、流石に静代ちゃんの誕生日にそんなことはできない。

				　起こされたらすぐに起きようと心の準備をしていると……ぎし、とベッドが軋んだ。

				　原因は部屋に入ってきた誰かがベッドに上がったからだ。

				　そう言えば隣に彩ちゃんの気配はない。どうやらトイレにでも行ってて、その帰りであるようだ。

				　……と思ったのだが、彩ちゃんにしては重い。ベッドの軋む音と沈み込み具合からして、彩ちゃんより体重のある人間のような気がする。

				　であれば今ベッドに乗って俺を見下ろしている？　人間は静代ちゃんくらいしかいない。

				　だがしかしそれなら何故、静代ちゃんは俺を起こさないのだろうか。

				　不思議に思いそっと薄目を開くと────背後から光に照らされて影となった静代ちゃんが、包丁を振りかぶってこちらを見ていた。廊下から漏れる光が刃に当たって、きらりと部屋を照らしている。

				　そしてその鈍く光る包丁が、垂直に落下してきた。

				「うわ!?」

				　慌てて腕を突き出すと、上手い具合に静代ちゃんの腕を捉えることに成功する。包丁の切っ先は胸部から十数センチほど上空で停滞し、そのまま貫(つらぬ)かんと震える。

				「なに、なに!?　どうしたの静代ちゃん!?」

				　ぎりぎりと力が拮抗し、研ぎ澄まされた鉄が上下に動く。

				　静代ちゃんは女の子ではあるが全体重をかけることができ、逆に俺は力を伝えることができない。むしろ寝起きの状態で、最初の一撃をよくぞ止めたと自分を褒めてやりたいくらいだった。

				「くっ……！」

				　静代ちゃんは何も答えない。

				　その代わりに「これが答えだ」と言わんばかりに腕の力を込める。

				　そこでようやく、俺は事態の把握ができてきた。要するに静代ちゃんは、来未ちゃんから全てを聞いたのだろう。

				　どうやら俺は判断を誤ったらしい。やはり最初から全てを説明していればよかった。……いや、普通に考えて信じてもらえるはずがないし、何より来未ちゃんは静代ちゃんに知られることを恐れていた。

				　静代ちゃんに全てを伝えていいならいくらでも方法はあったというのに……そりゃないぜ、来未ちゃん。

				「……先輩は……先輩は……！」

				　ぽたり、と静代ちゃんの瞳から溢れた涙が俺の頬に垂れた。言葉にできない感情が俺に降り注ぎ……ふっ、と力が抜けた。

				　その力とは静代ちゃんのものではなく俺のもので────切っ先が俺の胸に、

				「がっ……ぁ……!?」


                			

	








			
				　突き刺さるより早くベッドが軋み、俺の上から静代ちゃんが消えた。

				　その代わり先ほどまで静代ちゃんがいた場所には片脚を上げた彩ちゃんが立っており、その目は静代ちゃんを鋭く睨んでいる。

				「えーと……」

				　何が起こったのか。

				　いや、何が起こったかは分かっている。簡単に言えば戻ってきた彩ちゃんが、静代ちゃんの横っ腹を蹴り上げたのだ。……なにそれ？　自分で言ってて意味が分からない。っていうか蹴り方すっげえ綺麗だったんだけどどこで覚えたのだろうか。

				　混乱している俺を尻目に彩ちゃんはすっと脚を下ろして、腹部を押さえてうずくまっている静代ちゃんに近付いた。そして右脚を後ろに反らして────

				「ちょ!?　ストップ、それは駄目！　顔面にヤクザキックはまずいから!!」

				　慌てて飛び跳ねて彩ちゃんを羽交い締めにすると、そのままベッドに後退して座る。もちろん彩ちゃんは膝の上に座らせた。

				　暴れる娘をなんとか宥めていると、少し回復したらしい静代ちゃんがお腹を押さえたまま俺を睨む。それに反応した彩ちゃんがまた暴れる。

				「なんなんだよマジで……」

				　俺の口からは形容しがたい感情の代わりに、そんな言葉が漏れ出る。

				「……殺してやる」

				　ぼそり、と静代ちゃんが言葉を漏らした。

				　一瞬、ほんの一瞬だが先ほど俺は、罪の意識に耐えかねて力が抜けた。だけどこの命は俺だけのものじゃないということを、腕の中で暴れる娘を見て思い出す。当然ながら殺されてあげることはできない。

				　彩ちゃんを腕の中に抱えたまま静代ちゃんと一緒に吹き飛ばされた包丁を拾い、リビングに向かう。そこには色とりどりの料理とは正反対に暗い部屋の中で、俯いて座る来未ちゃんがいた。

				「彩ちゃん、全部伝えようと思う。リビングから見える位置でお願い」

				　俺がそう言うと、可愛い娘は心配するように俺を見る。安心させるように頭を撫でると、彩ちゃんはこくりと頷き部屋を出た。

				「来未ちゃん」

				　カーテンを開けて呼びかけると、光に目を細めながら来未ちゃんは俺を見た。何故だかほっとしたかのような表情を浮かべた後、自嘲気味に笑う。

				「お姉ちゃん包丁持って行ったんですけど、大丈夫だったみたいですね」

				「んー、正直大丈夫とは言いにくいけどね、いろいろと。……お姉ちゃんには知られたくなかったんじゃなかったの？」

				「……なんだかもう、どうでもよくなって」

				「どうでも……ね」

				　くるくると包丁をもてあそびながら外を眺める。こういう時は曇天雲なのが相場だが、空は憎らしいほど晴れていた。

				　そのまま何かを話すこともせずに空を眺めていると、横っ腹を押さえた静代ちゃんがやってきた。まだ痛むのだろうか。流石にやり過ぎじゃない？　肋骨折れてるかも。

				　まあでも、俺と彩ちゃんの立場が逆だったら静代ちゃんは地に伏したままだろうから俺には何も言えない。

				「的場……和矢……!!」

				　ついに先輩呼びですらなくなってしまった。

				　まあそれはそれとして、凄い絵面だ。一人は正気を失った顔でテーブルを眺めていて、一人は片腹を押さえて俺を睨み、俺は俺で気にせずに包丁をもてあそんでいる。

				「おっ」

				　時間的にそろそろかなと思って窓を開くと、ちょうどいいタイミングでガラスが割れる音がした。無論割れたのは目の前のガラスではない。

				「ほら、二人共。そんなところにいないであれを見てよ」

				　ベランダから身を乗り出し、地面を指差す。そこには道端にある車を破壊して回る彩ちゃんがいた。

				　ここ、十二階の部屋まで聞こえるほどの音が響いてゾンビが集まらないわけもなく、彩ちゃんはあっという間にゾンビに囲まれてしまった。

				　来未ちゃんは動かなかったが、静代ちゃんは未だに響き渡る音が気になるのか、俺を警戒しながら地面を見た。

				「………………え？」

				　当然ながらそこにいるのは彩ちゃんなのだが、距離が距離だけにはっきりとしない。だから静代ちゃんは幻覚でも見ているんじゃないかという顔で俺を見て、再び彩ちゃんを見た。

				「え？　え？」

				　しかしいつまで経っても口から出てくるのはそんな一文字だけ。

				　そんな姉に興味が惹かれたのか来未ちゃんはふらふらとした足取りでベランダに出て、同じように地面を見た。

				「な!?　何で……そんな!?」

				　姉とは違い、ゾンビに噛まれた妹の方が事態の把握は早かったようで、彩ちゃんを助けるためにベランダから出る────その手を取って動きを止めれば、先ほど「どうでもいい」なんて言っていたとは思えないほどの声量で俺を叱咤する。

				「何考えているんですか!?　自分の娘が噛まれるかも知れないのにッ!!」

				「俺の娘が、何？」

				「だから！　彩ちゃんがゾンビに────嘘……？」

				　だが言葉の途中で彩ちゃんに見向きもしないゾンビたちに気が付き、呆然とする。

				　俺が合図代わりに手を振ると、彩ちゃんも軽く手を振ってその場から移動した。もちろんゾンビに襲われることもなく、逆に進路上にいる邪魔なゾンビを押し退けていた。

				「何で……何が……？」

				　ぺたりと、来未ちゃんがその場に座り込む。未だに現状を理解できていない静代ちゃんは、そんな妹に「大丈夫？」だとか「苦しくない？」なんて場違いな言葉を投げかけている。当然ながら『ゾンビに襲われない存在』を目撃してしまった来未ちゃんは、現実世界に帰れないでいた。

				　俺はそんな二人を放置したままリビングに戻り、一仕事を終えた彩ちゃんを労(ねぎら)うために冷たい飲み物を用意する。

				　優雅に紅茶でも飲みたい気分だが、お茶とリンゴジュースしか確保していなかったためコップに氷を入れ、たっぷりとリンゴジュースを注いだ。

				　自分用にお茶を注いで落ち着いていると、二杯目をお代わりする前に彩ちゃんが帰宅する。

				「ごめんね、ありがとう」

				　彩ちゃんは俺からコップを受け取ると、隣に腰掛けた。賢い我が娘はこれから説明会が開かれることをきちんと理解しているようだ。

				　決して察しが悪いわけではないけど、取り残される形となった姉妹は彩ちゃんがジュースをお代わりしても、ベランダから出てこなかった。

				　やがて氷がからんと音を立てる頃、ようやく来未ちゃんは静代ちゃんの肩を借りてリビングに舞い戻る。どうやら俺は眼中にないようで、まるで化物を見るような目で彩ちゃんを見ている。

				　静代ちゃんはそんな妹と、それを気にせず俺にじゃれつく彩ちゃんをオロオロとしながら交互に見ていた。

				「あれは……どういうことですか？」

				　すぐに答えは返さず、小さくなった氷をガリガリと噛み砕く。

				「来未、どうしたの？　あれって……」

				「お姉ちゃんも見たでしょ!?　さっき彩ちゃんはゾンビに襲われなかった！　ゾンビに襲われないのは、ゾンビだけなのにッ!!」

				　そう、来未ちゃんは核心を突いている。ゾンビに襲われないのは、ゾンビだけ。何故か耐性があってゾンビにならない俺も、人間である以上ゾンビに襲われる。

				「や、やっぱりさっきのは、そう……なのね。でも、だったら何で……？」

				「だから今それを聞いてるの!!」

				　あれだけ仲の良かった姉妹の絆にヒビが入るんじゃないかって心配するほど、来未ちゃんは荒れていた。それはきっと、目の前に希望があるからだろう。もしかしたら自分も助かるのではないか？　と。そしてそれは間違いじゃない。

				　だから俺はコップを置いて、二人に事実を教えてあげた。

				「来未ちゃんの言うとおりだよ。ゾンビに襲われないのはゾンビだけ────彩ちゃんはその、ゾンビだからね」

				　その言葉を聞いて絶句する二人を尻目に、彩ちゃんが俺の指を掴んではむはむと甘噛みをし始めた。いや、そういう謎のゾンビアピールいらねえから。可愛いからいいけど。

				「な……ぇ…………薬が、あるの……？」

				「あるよ？」

				「だったらなんでそれを私に……！」

				「いや、来未ちゃんにはもうあげてるし、薬」

				　は？　と言わんとばかりに口を開き、来未ちゃんに続こうとした静代ちゃんも口を開いたまま固まった。

				「じゃ、じゃあ先輩……来未は、ゾンビにならないんですか……？」

				「うん」

				「良かった……！」

				　再度先輩呼びに戻った静代ちゃんは来未ちゃんを抱き締める。しかし抱き締められている本人は薬に心当たりがないらしく怪訝(けげん)な表情を浮かべていた。

				「薬何てどこで……？」

				「どこ？　えーっとね」

				　初日から思い出していく。

				「まずは保健室でしょ？　次はお風呂で、トイレもそうだよね。今日ならお店で……」

				　そこまで言ってようやく来未ちゃんは俺が言っている薬が何か理解したのか、頬どころか首まで赤くする。

				「え、え!?　く、薬ってもしかして……」

				「そう、せ」

				「あー！　言わなくていいですっ!!」

				　バン、と机を叩いて立ち上がると、何も聞きたくないのか耳を塞いで首を振る。

				　俺的にはそのままこの話題もフェードアウトしてほしかったのだが、そんなご都合的なことまで起きることはなかった。

				「……え？」

				　首を振っていた来未ちゃんは突然ぴたりと止まると、ギギギ……と壊れたおもちゃのように彩ちゃんを見た。

				　そしてゆっくりと俺を見る。その顔は「お前、実の娘も犯ったのか？」と聞いている。

				　気付かれてしまったら仕方がない。俺は首を縦に振った。

				「最低！　変態！」

				　と罵りながら姉に抱き着く来未ちゃん。その反応はもっともである。

				　だが正確には実の娘じゃない。それも伝えねばならないだろう。っていうか伝えておかないとただの変態だ。……いや、小・中学生を犯した変態に変わりはないけど。

				　そんなわけでかくかくしかじかと、二人と出会うまでに起きたことを話す。本条さんのこととかは隠して、隠しようのない彩ちゃんの部分は仕方なく暴露する。もちろん、俺の精液が有効で血液は駄目だったという嘘みたいな実験のことも。

				　正確に言えば彩ちゃんは俺の血肉で生き返ったわけだけど、そもそも噛まれていなかったという例外であるため、そこは省いた。

				「……和矢さんが私を犯した理由は分かりました。でもだったらどうして、最初に言ってくれなかったんですか!?　最初に言ってくれれば私は……」

				「喜んで身体を差し出したって？　本当に？　ゾンビに噛まれたタイミングで都合よくそんなことを言い出す人間を信用できる？」

				　俺と来未ちゃんにはある程度の信頼関係はあった。でもそれは所詮ある程度でしかない。極限の空間で濃厚な時間を過ごした所為で忘れがちだが、俺たちはまだ出会って一週間しか経っていない。そして来未ちゃんがゾンビに噛まれたのは、出会って次の日だった。

				　大切な処女を捧げられるほど、来未ちゃんは自暴自棄ではなかった。少なくともあの時はまだ、お姉ちゃんの誕生日を祝うという明確な目標があった。

				「それは……」

				「それに────正直な話、本当にゾンビにならないかなんて分からないんだ。たった一度の成功で安心できるほど、俺は楽な人生を歩んじゃいないよ」

				　その言葉を聞いて来未ちゃんは唇を噛み締め、静代ちゃんは顔を青褪めさせた。

				「せ、先輩はその……彩ちゃんにはどのくらいの頻度でせ……薬を与えていたんですか？」

				「頻度？　毎日三回以上は確実だったかな」

				　聞かれてから反射的に答えて、静代ちゃんが何を知りたかったのかを察してしまった。

				　つまるところ静代ちゃんは精液を与えてゾンビ化を防ぐという方法を、実績があるから採用せざるを得ない。だが失敗してもらうわけにはいかず、成功例があるならそれに近付けようとしているわけだ。

				　妹思いの静代ちゃんが思い至った結果だが、それで割りを食うのはもちろん来未ちゃんだ。

				「さ、三回も……」

				　静代ちゃんは妹をちらりと見た。

				「いやいやいや！」

				　当然来未ちゃんは首と手を横に振って全力で否定する……が、その反応は間違いだ。

				「三回してないの？」

				「してないよ！」

				「じゃあしなきゃ！」

				　当然そうなる。

				「え」

				　そして来未ちゃんは固まった。

				「先輩、今日は何回済ませましたか？」

				「……一回、だけど」

				「じゃああと二回……いや、念のため三回お願いします。私は部屋の準備をしておきますので、先輩も何かあれば済ませておいてください」

				「あ、はい」

				　静代ちゃんはすくっと立ち上がると、自室へと消えていった。何か片付けだったりいろいろと準備をしているのだろう。よく分からないけど。

				「えーと、シャワーとか浴びる？」

				　返事の代わりに、ガタっと椅子が音を立てた。

				　来未ちゃんは服に皺が寄ることも気にせずにぎゅっとスカートを握っている。その顔は真っ赤に染まっており、目はぐるぐると回っていた。

				　今までの性行為は無理やりのものだったが、今から行われるものは来未ちゃんが受け入れなければならないのだ。心の持ちようというか何かが違うのだろう。

				　ちらりと彩ちゃんを見ると、そんな来未ちゃんをつまらなさそうに見ていた。

				　俺が来未ちゃんとセックスしていることをわざわざ言ったことはなかったが、当然ながら彩ちゃんは知っている。特に嫌がる素振りも嫉妬する素振りも見ていないけど、実際はどう思っているのだろうか。いつかそういったことも含めて彩ちゃんと話ができればな……と思いを馳せている間も、来未ちゃんは動きを見せない。

				「俺は別に、そのままも大好物だけ────」

				「シャワー浴びてきます！」

				　俺の言葉を遮るように、来未ちゃんはリビングを後にした。

				　途端にリビングには静寂が訪れ、部屋でばたばた片付けをする音だとか、きゅっと蛇口を捻る音が聞こえてくる。外からは甲高いブレーキ音が聞こえてきて、この段階で車に乗っている人間なんているんだなーと呑気に思った。

				　彩ちゃんは当然のことながら、俺も言葉を発しない。だけど気まずさはなくて、心地のいい沈黙があった。

				　こてんっと、彩ちゃんの頭が俺の肩に乗る。触れた箇所から伝わる温もりと重さを感じながら、俺も負担にならない程度に体重をかけた。

				　もしも高校生時代に彩ちゃんがいれば、俺の人生はバラ色だったと思う。その時は同級生……いや、一つ下の後輩なんてベストじゃないだろうか。ツンデレ気質だけど結構マメな性格だから、毎日お弁当作ってくれたりね。想像するだけで幸せだけど、今のこの関係も悪くない。

				　こうやって彩ちゃんを受け入れられるのも、年齢を重ねただけとはいえ多少なりとも苦労したからだ。そういう意味では、やっぱり今の歳の差で生を受けたのは運命かも知れない。

				「先輩、準備できました。どうぞお部屋に」

				　キリリとした表情の静代ちゃんはいきなりリビングに顔を出すと、ズレた眼鏡をすちゃっと上げながらそう言った。先ほどまで精液という言葉が恥ずかしくて言えなかった少女には見えない。

				「彩ちゃんはどうする？」

				　一応聞いてみると、彩ちゃんは小さく頷いた。何を思って頷いたのかはイマイチ分からなかったが、おそらく付いてくる気なのだろう。俺は別に構わないのだが、公開セックスの主役に抜擢された来未ちゃんはどう考えているのか疑問である。

				「……失礼します」

				　軽くノックをするが返事がなかったため、許可を取らずに姉妹の部屋に入る。

				　────そこには袴を着てベッドに横たわり、枕で顔を隠している来未ちゃんがいた。

				「えーと……」

				　何からツッコめばいいのか、それとも突っ込んでいいのかは不明だったが、取りあえずことの首謀者に視線を投げる。「私たちにとって袴は正装ですから」ということらしい。なるほど分からん。

				　俺がどうするべきかまごついていると、静代ちゃんは来未ちゃんの手を取って口を開いた。

				「お姉ちゃんがついてるからね！」

				　まさかの彩ちゃんだけではなく、静代ちゃんも観客の一人だった。いや、静代ちゃんからするとサポーター的な立ち位置なのかも知れない。セコンド、と言うべきか。

				「本当にいるの!?　嫌なんですけどー！」

				　枕越しにもごもごと否定の意見が聞こえるも、静代ちゃんはそれを受け入れるつもりはないらしい。

				「駄目！　来未に任せたらちゃんと薬を摂らないでしょ？　小さい頃からそうなんだから」

				　まったくもう、とお姉ちゃんらしさを見せる静代ちゃんに来未ちゃんは絶句してる。その気持ちは分かるよ。俺も正直「どういう神経してんだ？」って思うところもあるし。

				　一応百歩譲って薬の摂取だとしてもそういった行為であることに変わりはなく、妹のそれを最後まで見届ける気はどうかと思う。

				　……………………まあエロいから俺としては構わないけど。

				　ここで俺が強く言えば静代ちゃんも彩ちゃんも退室するんだろうけど、そう言えない無力な俺を恨むなら恨んでくれ……と心の中で来未ちゃんに謝罪しながら、ベッドに足をかけた。

				　ぎし、とスプリングが軋み、来未ちゃんではなく静代ちゃんが唾を飲み込む。

				　少しだけ袴を捲ると来未ちゃんの細い足が露わになった。ご丁寧に足袋まで履いており、謎のマニアックさを醸し出している。

				　なんというか、既にどう足掻いても犯罪なんだけど、これは犯罪っぽい。しかも袴はスカート仕様のものだった。

				　背徳さにくらりとしながらも袴を捲っていくと白い太ももが見え、その先……未成熟なおま○こが観衆に曝(さら)された。っていうか下着付けてねーのかよ。いやまあ、そっちの方が正しいのかも知れないけど……なんというか静代ちゃんは頭がおかしい。

				　膝を立てさせて捲った袴がおま○こを隠さないようにすると、光に照らされたそこがきらりと光った。

				　つまるところ既にしとしとと濡れているわけだが、それを口にするとＭ字開脚になっているこの状態が変化してしまうだろうと危惧し、俺は喉を震わせずにそっと息を吐いた。

				「指、入れるよ」

				　視界が閉ざされたというか、自ら閉ざしてしまっている来未ちゃんが驚かないよう声をかけ、人差し指をゆっくりと挿入する。

				「ふぅ……く」

				　か細い呼吸に合わせ、膣がきゅうきゅうと収縮する。

				　いつもより濡れていてスムーズだというのに、いつもより締め付けが強いのは興奮しているからだろう。

				　今朝も随分と感じていたが、来未ちゃんはそういう露出の気があるのかも知れない。

				「……っ」

				　指を引き抜くと透明のアーチができた。それを静代ちゃんが食い入るように見ている。何か言ってあげようかと思ったが、今後に支障をきたす可能性を考えて口を閉じた。

				　来未ちゃんの愛液でテカテカになった指をシャツで拭い、膝裏に触れる。そのまま舐めやすいように開いてやると、わずかに抵抗を感じた。

				　ぴったりと閉じたびらびらが開かれ、中身が顔を出している状態が感覚として分かるのだろう。確かにとても卑猥ではあるが、このくらいは我慢してもらわなければ。

				「ひゃあ!?」

				　ぷっくりとしたおま○こをなぞるように唇を押し付けると、枕の下からくぐもった嬌声が聞こえてきた。

				　溢れてくる液体を舌で舐めとりながら唇を上下に動かせば、来未ちゃんのお尻がびくりと震える。ア○ルもひくひくと開閉を繰り返しており、控え目に言っても凄まじい光景が目の前に広がっていた。

				　ちょっと感じ過ぎじゃないかと思いながらクリ◯リスに舌を這わせようとすると、その前に手で頭を押さえられる。

				「待って、和矢さん…………待って」

				　このまま責めれば今までにないくらいの絶頂を経験させてあげられるのだろうけど、来未ちゃんの脳は快楽を上手く呑み込めずに混乱している。既に肩で息をするくらい体力を消耗していて、このままじゃ三回射精するまでに来未ちゃんがおかしくなってしまう。

				「も、もう駄目……入れてください」

				　来未ちゃんもこのままじゃもたないと思ったのか、自分で膝を抱えてＭ字開脚を維持する。

				　俺もそれに答えるためにズボンとパンツを下ろすと、隣で見ていた静代ちゃんがベッドから落下した。

				「あ、ご、ごめんなさっ…………お気になさらず……！」

				　あわあわと眼鏡を外して眼鏡拭きでレンズを磨く静代ちゃん。何とかペニスを視界に入れないよう努力している。

				　そんな生娘の反応をされてお気にしないわけにもいかず、俺は口を開いた。

				「静代ちゃん」

				「ひゃい!?」

				「ちょっと手伝ってくれない？」

				「は、はいぃ、分かりました！」

				　震える手で眼鏡をかけ直し、俺の顔を見ることでペニスを視界に収めないようにしているのが分かって少し微笑ましい。

				　だから俺はあえて顔の前で分りやすいようにペニスを指差してあげた。

				「今から来未ちゃんのおま○こに挿入するからさ、痛くないように濡らしてよ」

				「へ……？　………………えぇ!?」

				　ゆっくりと指に従って目線を動かし、ペニスを視界に収め……俺の言葉を理解すると、悲鳴のような声をあげながら後退る。そして壁に背中をぶつけ、ようやく停止した。

				「何してるの？　来未ちゃんがゾンビになってもいいの？」

				「そっ、……それは駄目、です」

				　来未ちゃんのことを引き合いに出すと静代ちゃんはいくらか正気を取り戻したのか、顔を背けながらもベッドに上った。

				「そ、それで、濡らすというのは……？　お水、でいいんですか？」

				「そんなわけないでしょ？　静代ちゃんの唾液だよ。だ・え・き。フェ◯チオくらい聞いたことあるでしょ？」

				　そう告げると静代ちゃんは「ああ、やっぱり……」みたいな顔で天を仰いだ。どうやら理解はしていたらしい。まあ流石に高校生なんだから、そのくらいの知識はあるだろう。

				「あの……どうすればいいか、教えてください」

				「取りあえず亀頭……先っちょの部分にキスして」

				　順番に教えてあげようと指示を出すも、静代ちゃんは動かない。

				「ほら、順番に教えるから取りあえずキスして」

				「え、あ……その、私、ファーストキスまだなんですけど……」

				「……それがなに？」

				　テンションが上がったことを悟られないように冷たく突き放すと、静代ちゃんは「……いえ」と顔を伏せる。

				　そして触れるか触れないかの軽いキスをした。

				「そうじゃなくて、もっとこう」

				　その精一杯の努力を褒めることすらせずに、俺は静代ちゃんの頭を押さえて腰を突き出した。

				「んむ……!?」

				　むちゅ、と肉厚な唇の感触が亀頭から伝わってくる。

				「ほら、口開けて」

				　ほんの少し開いた唇を押し通り、口内を蹂躙する。舌を絡めることすらせず本当に口を開けているだけだが、これが濃厚なファーストキスだと思うと興奮も段違いだ。

				　このまま口内射精を堪能しようかと悪魔が囁いたが、それには何とか耐えてペニスを口から引き抜くことに成功した。

				「ぅ……」

				　静代ちゃんは口を押さえて吐き気に耐えているが、その姿さえ興奮材料の一つでしかない。

				　再度その口に突っ込みたくなる気を抑え、来未ちゃんの膣に亀頭を擦り付ける。

				「ごめん、来未ちゃん。お待たせ」

				　姉の唾液と妹の愛液で濡れたそれを、亀頭の部分だけ埋没させる。ゆっくりと焦らすように、奥までは入れずに浅い所で抜き挿しを繰り返す。

				　ぎしぎしとベッドが軋むのは俺が動いているからではなく来未ちゃんが小刻みに震えているからなのだが、それは指摘しないでおいてあげた。

				「うわぁ……」

				　いつの間にか復活した静代ちゃんが、先っぽだけとはいえぶっとい棒が出入りしている妹の入り口を見て感嘆の声をあげる。

				　彩ちゃんも他人との性行為が気になるのか、右隣からまじまじと見ていた。一応実験の時にいろいろと見ていたはずだが、まあ生きている人間とゾンビの違いはあるし気になったのだろう。

				　来未ちゃんは周囲を気にする余裕はないらしく、声を出さないように顔を枕に押し当てていた。そのため今自分がどういう目にあっているか分かっていないようだ。

				　遠回しに教えてあげようと思い、「こっちを見て」という思いを込めて最奥まで貫くと、来未ちゃんの腰が跳ねた。

				「あぁ!?　っく……ぅ……はぁ……！」

				　同時にぐねぐねと膣が締まり、精液をおねだりしてくる。

				　どうやらたったひと突きでイッてしまったようだ。

				「来未!?　大丈夫!?」

				　そうとも知らない静代ちゃんは来未ちゃんに近付き枕を剥ぎ取ろうとするが、当然来未ちゃんは全力で抵抗する。今枕を取られてしまったら、いやらしく歪んだ顔が見られてしまうからだ。

				「ちょ、ちょっと痛くてびっくりして……」

				　どうやら姉に「奥まで突かれてイッた」ということは知られたくないようで、来未ちゃんはそんな嘘をついた。隣で彩ちゃんが鼻で笑ったけど、静代ちゃんはそれに気が付かず心配そうな表情を浮かべている。

				「そんなに痛いの……？」

				「ぅ……あひっ……うん……いた、……いたいの……！」

				　どう足掻いても痛みを訴えるような声質ではないが、来未ちゃんは俺の動きになんとか耐えている。

				　こっちも半ば意地になって腰を動かしていると、それを止めたのは来未ちゃんではなく静代ちゃんだった。

				「ま、待ってください先輩、来未が痛がってます」

				「いや、待ってたら射精できないよ？」

				「そ、そうですよね！」

				　再び腰を動かす。それに合わせてよがり狂う来未ちゃん。

				　しかしそれが痛みを堪えているようにしか見えない姉は────妹のために文字どおり、ひと肌脱いだ。

				「………………は？」

				　眼前にライムグリーンのショーツがある。

				　静代ちゃんはちゃんと穿(は)いているんだねとか、いろいろ言いたいことはあったけど俺はそれを飲み込んだ。飲み込んだ上で出てきた言葉がその「は？」という一文字だったのだ。

				「……何考えてんの？」

				「わ、私のを使ってください！」

				　要するに静代ちゃんのおま○こに挿入して、射精は来未ちゃんのおま○こで行うということだろう。なるほど、姉妹丼とは確かに夢がある。しかし来未ちゃんを犯した時とは違い、今の俺に静代ちゃんを騙してその処女を奪う必要性は皆無なのだ。

				「来未ちゃん」

				　子宮口を抉って飛んだ意識を引き寄せる。

				「痛くないよね？」

				　来未ちゃんは答えない。

				「ほら、来未ちゃん気持ちいいんだって。だから静代ちゃんがそんなことする必要はないよ？」

				「本当なの？　来未？」

				「……き」

				「き？」

				「気持ちよくなんか……ないんらからぁ……！」

				　呂律の回らない状態で、妹は無情にも姉を売った。

				　来未ちゃんが失うものなんてほとんど無いはずだ。強いて言うなら多少恥ずかしさがあるかも知れないが言うならそれだけで、静代ちゃんは処女を失うことになる。

				　なんという外道、なんという鬼畜。先ほど無理やりフェ◯させた自分のことは棚に上げ、心の中で来未ちゃんを責めてみる。

				「ひっ……！」

				　据え膳食わぬは何とやらというか、こうなってしまえばもう流された方が楽だと思い、ショーツをずらして中身を拝見する。

				「おお……」

				　最近ずっと可愛らしいおま○こばかり見ていたから、何というか静代ちゃんのおま○こは逆に新鮮だった。

				　どっちかというと毛の量は少ない方なのかも知れないけど、当然手入れされていないそこはびっしりと生い茂っており、十分成熟した肉体であることが分かる。指で広げるとピンク色の粘膜が顔を出した。

				「う……くぅ……」

				　ゆっくりと人差し指を挿入してやれば、来未ちゃんよりも激しい締め付けが感じられる。でもまあ、小学生でも呑み込むことができたのだ。高校生の静代ちゃんがペニスの一本くらい呑み込めないわけがない。

				　もちろん濡らす必要はあるけど、手っ取り早く済ませたかった俺はいきなり静代ちゃんのおま○こに口を付けた。

				「あっ、だめ……だっ……ひゃあ!?」

				　客観的に今この状況を見ると凄いことになっている。

				　来未ちゃんを正面から犯し、その上に跨ってお尻を突き出している静代ちゃんのおま○こを舐めているのだ。

				　どれだけお金を積んでも見られない景色と得られない興奮に、俺の息子がびくびくと跳ねる。しかしここで暴発するわけにはいかない。俺はじっくりと静代ちゃんのおま○こを味わう必要があるのだ。たとえ修羅道に堕ちたとしても。

				「彩ちゃん、乳首を責めて」

				　クリ◯リスを指で擦りながら垂れてくる雫を舐めとっているため、今の俺に静代ちゃんの胸を責める余裕はないのだ。

				「おふ」

				　しかし何をトチ狂ったのか彩ちゃんは俺の乳首を口に含め、口内でころころと転がし始めた。油断していた瞬間の攻撃にびゅっと精液が漏れる。

				　慌てて括約筋に力を入れて射精を強制的に中断させるが、止まらなかった精子が来未ちゃんの膣内にどろどろと染み渡る。

				「や、彩ちゃん、俺の乳首を責めてどうすんの!?」

				　確かに俺は『静代ちゃんの』乳首を責めてとは言わなかった。しかし聡明な彩ちゃんなら分かって当然のことで、つまるところ一人だけ仲間はずれにされた彩ちゃんのクレームであるようだ。

				　仲間に入りたかった以上、彩ちゃんは乳首舐めを止めるつもりがないようなので、俺はそのこそばゆいような微妙な感覚に耐えながらも静代ちゃんを責める。残念ながら腰を動かす余裕はなかった。

				「っし、もういいかな……」

				　暴発してしまわないように、来未ちゃんの膣からゆっくりとペニスを抜き去る。最後の最後で未発達なひだひだがカリを強烈に包み込み危なかったが、なんとか耐え切った。

				　あと数往復で限界に達してしまいそうなため、精々静代ちゃんの処女膜を奪う程度の働きしか見せないだろう。だが静代ちゃんのためにも最初はそのくらいでちょうどいいか。

				　そう思い、静代ちゃんのお尻をしっかりと掴む。右手で亀頭を膣口にしっかりとあてがい、そのまま腰を突き出した。

				「い……ッ!?」

				　痛みからか前に逃げる静代ちゃんを押さえつつ、メリメリと強引に押し入る。

				　そして数分の時間を使ってようやく、先端が子宮口をノックした。静代ちゃんは脂汗を浮かばせながら荒い呼吸を繰り返している。

				「静代ちゃん、分かる？　一番奥まで入ったよ」

				「は、はい」

				　こくこくと首を振る静代ちゃんを見ながら、俺も自分の限界が近いことを悟っていた。あとはなるべく痛くないように抜いてあげて、来未ちゃんの中で射精すれば終了だ。

				　────そう思って腰を動かそうとした瞬間、俺のア○ルにぬるっ……と異物が侵入してきた。

				「っ……!?」

				

				　びゅるるる、どびゅ、びゅっ、びゅびゅ、びゅー……

				

				　いきなり与えられた快感に耐え切れず、俺は溜めに溜めたゼリー状の濃い精液を、一滴残らず静代ちゃんの子宮に向かって吐き出した。

				　その間も彩ちゃんの舌は俺の中を出入りし、頭が焼けるような快感に目の前が真っ白になる。

				「え？　え？」

				　何が起こっているのか理解していない静代ちゃんは、両手で自分の体重を支えながらも振り返って俺を見ている。そんな無垢な子の無防備なおま○こに中出ししているんだと思うと余計に興奮して、射精が止まる気配を見せない。

				　やがて長い射精が終わり、不安そうにこちらを見ている静代ちゃんを尻目にペニスを抜くと、すぐに血と混ざってピンク色になった精液が吹き出すような勢いで出てきた。

				「あの、先輩？　これって……え？」

				　静代ちゃんは四つん這いのまま自分の秘部に触れると、溢れ出る精液をにちゃにちゃともてあそびながら顔を青褪めさせている。

				　自分の膣内(なか)に注がれたものが何かは分かってはいるが、その現実が理解できていないようだ。

				「あーやーちゃーんー！」

				　俺は振り返ってそっぽを向いてるいたずらっ子の頬を両手でサンドする。そして二人に聞こえないよう顔を寄せ、耳元で呟いた。

				「……グッジョブ」

				　過ぎ去ったものは仕方がない。それよりも得られたものの方が大きかった。中途半端な常識に囚われていた俺は、静代ちゃんの膣内(なか)から抜いて来未ちゃんの奥で射精する気だったのだ。

				　だが処女を失ったばかりのおま○こに射精した方が気分的に気持ちがいいのは間違いないし、男というのは未開の地に憧れるというもの。

				　無論目先の快感に振り回され、当初の目的を忘れることはよろしくない。

				　当初の目的とは何か？　それは姉のおま○こで射精欲を高め、妹の膣内でぶち撒けることだ。

				「いいっ!?」

				　混乱しているのをいいことに、再度静代ちゃんの中に侵入する。もちろん先ほど処女膜を引き裂かれたばかりだからか痛みが伴うようで、無許可で中出しされたことについて考える暇はなくなったようだ。

				「ぅ……くぅ…………」

				　精液のおかげか出し入れは非常にスムーズになったが、こなれていない所為かこちらも少し痛みを感じる。

				　息抜きに来未ちゃんの中に突っ込んでみると、予想どおり来未ちゃんの腰が跳ねた。

				　来未ちゃんのおま○こは入り口がぎゅうと締め付け、奥に行けば行くほど精液をねだるように優しく吸い付いてくる。

				「来未!?　ちょっと先輩！　挿れるなら私にお願いします！」

				　露出の気がある来未ちゃんは姉とは言え他人に見られながらのセックスに尋常じゃないくらい興奮しており、たったひと突きでイッてしまった。そんなどろどろに解された膣内は、正直こなれていない静代ちゃんのおま○こより断然具合がいい。

				　女性器とは器という文字が入っているとおり、大きく別けて二種類ある。

				　一つは生まれた時点で出来上がってしまっているもの。

				　もう一つは、使い込まれてより輝くもの。

				　葛西姉妹はどうやら後者にあたるようで、であるなら経験数が多い来未ちゃんの方が名器なのは当然のことだ。

				　だから女子高生に可愛らしく「挿れてください」とお願いされても、素直に「うん」とは言えなかった。

				「ん、んぁっ……くぅ……ふぅぅ〜！　……んんっ！」　

				　サンドイッチの下にいる来未ちゃんは枕に顔を押し付けて耐えようとはしているが、完全によがり喘ぎ声を上げていた。

				　そのハートマークが乱舞していそうな声に、流石の静代ちゃんも怪しく思ったらしく「……気持ちいいの？」と声をかけた。

				「ち、ちがっ、苦しいの！　おま、おま○こが熱くて、お腹がきゅんきゅんするのぉ！」

				　そのセリフは完堕ちした人間のものではあったが、静代ちゃんは来未ちゃんの様子があまりにおかしかったため、逆に不安になったようだ。

				「せ、先輩……お願いします……私のおま○こを使って下さぃ……」

				　顔を真っ赤にし、片手で体重を支えながらもう片方の手でびらびらを広げながら、静代ちゃんはそんなことを口にした。綺麗なサーモンピンクのおま○こからは少し濃いピンク色の精液がだらだらと流れ出ており、とてつもなく卑猥だった。

				　ここまでアピールされてスルーできるわけもなく、俺は静代ちゃんに挿入するため腰を引いた……のだが、抜けない。いや、抜けないというか抜かせる気がないらしく、引いた腰の分だけ来未ちゃんが腰を浮かせて俺のペニスを咥え込んでいた。

				「えーと……静代ちゃん、ちょっと退いてくれる？」

				「へ？　あ、はい」

				　少し動くには邪魔だったため、一旦静代ちゃんには退いてもらう。

				　そしてそのまま何も言わずに来未ちゃんの両足を掴むと、今度こそ腰を浮かせられないように押さえながら、外に出るギリギリまでペニスを引き抜いた。

				「先輩……？」

				　完全に抜かないで動きを止めた俺に、静代ちゃんがその意図を問う。

				　だが俺はそれに答えず、全力で腰を突き出した。

				「ああ、ああああっ、あふ、あああああああああああ！」

				「くっ……」

				　予想だにしなかった反撃を受けたが、何とか耐え切り来未ちゃんの中から撤退する。

				「さっ、静代ちゃん。そこに横になって」

				「え？　あの……」

				　俺に押し退けられベッドの端でびくびくと震える来未ちゃんをちらりと見て、何か言いたそうにする静代ちゃん。

				「大丈夫、静代ちゃんも慣れたらああなるよ」

				「えぇー」

				　何故か心配ではなく嫌そうな表情を浮かべる静代ちゃんに、いつかイかせてやろうと思いながら再度横になるよう指示を出す。すると静代ちゃんは俺に従ってベッドの中心に寝転がった。何故か仰向けではなくうつ伏せだったが。

				　まあ仰向けでＭ字開脚だった妹と上手い具合に対比となっており、いいんじゃないでしょうか。というどういう立場のものか分からない感想を抱きながら静代ちゃんの太ももに跨(またが)る。

				　流石にこのままだとぴっちり閉じられ過ぎて挿入できないため、ほんの少し脚を開いてもらう。

				「あぅ……」

				　わずかにできた隙間から見える肉厚のびらびらを巻き込みながら、ゆっくりと挿入する。俗に言う寝バックという体勢だが、この体勢は正常位よりも柔らかなおしりの感触を楽しむことができるのだ。身体的な面で熟している静代ちゃんにちょうどいい。

				「先輩っ、これ、奥まで届いてます……！」

				　ぐぐっと体重をかけて子宮口を押し潰すと、静代ちゃんは内臓を圧迫されて苦しみ喘いだ。

				　ただでさえ締め付けが強くなる体位だというのに処女のキツイ締め付けが合わさって痛いくらいだが、精液という名の潤滑油のおかげで出し入れに苦労はしない。

				　だがあまり動くと早くも射精(で)てしまうため、奥に突っ込んだまま動きを止める。

				　……彩ちゃんに噛まれてから量と回数は増えたけど、その分チャージから発射までの時間が短くなった気がしてならない。

				「うーむ」

				　何とか気を紛らわせようと手を彷徨わせ、悩みながらも胸に手を這わせる。

				「ひゃあ!?」

				「うぉ!?」

				　ずっしり。

				　そんな擬音がぴったりな重量が手の平から感じられた。

				　意外と……いや、存外、思いの外、意表を突くかのように、静代ちゃんのおっぱいは大きかった……！

				　静代ちゃんはうつ伏せ状態で、今俺が触った部分は体重にて潰されはみ出た一部分でしかない。だというのに、触れた瞬間悟ってしまったのだ。その圧倒的な戦闘力(むねのおおきさ)を！

				「静代ちゃん、四つん這いになってくれる？」

				「……？　ぅ、……分かりました」

				　のろのろと四つん這いになった静代ちゃんにのし掛かり、胸に手を這わせる。

				「おぉ……」

				　手の平から溢れる乳に思わず感嘆の声が漏れる。彩ちゃんや来未ちゃんのおっぱいは張りがあって硬さが残るが、静代ちゃんのおっぱいはとても柔らかい。たぷたぷともてあそべば、乳が波打つ。

				　何故俺は今までこの凶悪な兵器に気が付かなかったのだろうか。世間一般で言う着瘦せするというやつだろうけど、ここまで大きければ初見で気が付きそうだが……まあ緩い服ばかりだったから見逃してしまったのだろう。

				「せ、先輩……あまり遊ばないでください…………」

				　胸を触りだしてから、膣の締まり具合が凄い。どうやら大きな胸がコンプレックスであるらしく、だからこそ他の場所より一段と感じているようだ。

				　俺は今までの時間を取り出すように乳をこねくり回した。

				「おぉ……おぉう……」

				　パンモロよりパンチラ派の俺からすると、胸は直揉みよりも服の上からの方が萌える。

				　だがこの重量感はもはや萌えを超越した何か……母性というか尊いというか……何か原始的な感情を奮い立たせるものがあった。そして謎の全能感もあり、これはある種の宗教とも言える。

				　軽く触れれば水まりのように弾け、力を入れれば餅のような弾力が。

				　そんなおっぱいという存在の素晴らしさを再認識していると、俺の尻に攻撃が加えられた。先ほどの口撃とは違い、物理的なものだ。

				「……何してんの？」

				　硬い身体を捻って背後を見ると、むすっとした表情の彩ちゃんが手加減をしたビンタを俺の尻に与えていた。

				「あぅ！　くぅ！」

				　ビンタの衝撃が静代ちゃんにも伝わっているのか、静代ちゃんは俺の尻が打(ぶ)たれる度に反応する。

				「あんっ、あっ、ん、く、ぅ、はぁん！」

				「……ぷっ」

				　ツボに入ったらしく、彩ちゃんはリズムよく手首のスナップを利かせながら楽器の演奏に興じていた。

				　楽しむのはいいんだけど、流石に弱パンチでも数を貰えば痛いのは痛い。まあでも、気が付いたら射精感は遠のいていた。

				「ふわ!?　せ、先輩っ、先っぽは……！」

				　余裕ができたのをいいことに、グミのような乳首をコリコリと指の先で転がす。人差し指と親指の腹で潰してやると、それに合わせて膣がきゅうきゅうと締め付けてきた。

				　やはり全体的に胸への愛撫が感じるようで、後背位ではできることも限られているため体勢を変える……

				前に彩ちゃんが俺の尻を掴んで動きを封じた。また平手かと思い肛門に力を入れると、そんな尻を両手で開き彩ちゃんは「ぬる……」と舌を侵入させた。

				　どうやらア○ル舐めが気に入ったようで、彩ちゃんは皺の一本一本を確かめるように舐める。

				　そのむず痒いようなじんわりとした快楽に耐えていると、今度は玉袋の方に舌を這わせる。直接的な快感というよりもずっしりと精液が溜まっていく感覚が癖になりそうだ。

				　腰を動かすことなく子宮口に濃厚なキスをしていると、ぼぅっとした表情でこちらを見る来未ちゃんと目が合う。焦点は合っていないが、それを好機とばかりに引き寄せると唇を奪う。

				　静代ちゃんの胸を揉みしだきながら後ろから挿入し、彩ちゃんにはア○ルを舐めさせる。そして来未ちゃんとは濃厚な口付けを交わす……こんなこと、ほんの半年前なら考えられなかった。

				　このままズルズルと行けば婚期を逃すよな……と若干焦り始めていた自分が、超の付く美少女たちを侍(はべ)らせての四人プレイ。人生何が起こるかなんて分からないものだ。……半年前なら、とは言ったものの、流石にこの状況は数時間前まで想像できなかったな。

                			

	








			
				　────なんてことを考えていたら。

				「え？」

				　愚息が暴発寸前だった。

				　びしゃびしゃと先走りが射精のように、静代ちゃんの子宮を汚しているのが自分で分かる。

				　何故この段階になるまで気が付かなかったのか。……それはおそらく、肉体的な快感だけではなく精神的にもこの瞬間がとてつもなく充足しているからだろう。

				「……ねえ、静代ちゃん」

				「な、何ですか先輩……？　そ、それと奥は苦しいです……」

				「膣内(なか)に射精(だ)していい？」

				　このまま射精したらどうなるのだろうかという不安がある。何か魂まで出て行きそうで。

				　パンデミックの中、あらゆる人間があらゆる方法で死んだ。その中でもテクノブレイクをかましたやつなんていないだろう。

				「え？　……あ、はい、どうぞ？」

				　よく意味が分かっていないようで、まさかの中出し許可に息子がびくんと反応した。

				　流石に静代ちゃんの歳で分からないはずがないが、多分頭が回っていないのだろう。それを利用する汚い大人がここにいた。

				「じゃあ遠慮なく」

				　彩ちゃんの舌がついてこれるようにゆるゆると腰を動かす。静代ちゃんの腰を掴むために来未ちゃんを離すが、いつの間にか飛んだ意識が戻ったらしく自分で身体を支えて舌を絡める。どうやら来未ちゃんは俺を離す気がないらしい。

				　そして俺は子宮の入り口にぴったりと亀頭をくっつけると、静代ちゃんを孕ませるつもりで射精した。

				「ひゃあ!?　お、おちんちんが……！　びくんびくんしてる……っ！」

				　びくびくと何度もペニスが震え、その度に精子が静代ちゃんの子宮に降りかかる。

				「え？　え？」

				　戸惑いの声を上げるのは静代ちゃんじゃなくて俺だ。一向に射精が終わる気配がしない。

				　いつもより吐精によってペニスが震える間隔が長くて、まるで堰き止められたホースのように一定間隔で射精する。尿道を通る精子は液体というより固体で……一度中出ししちゃったんだしいいや、みたいなノリで射精(だ)したのは間違いだったのかも知れない。

				　敢敢　これはやばいか？　と思い膣に触れようとすると、ようやく粘度の高い精子がどろりと顔を出した。その量は射精の時間から考えるに有り得ないほど少ない。

				「ふわぁ」

				　静代ちゃんがびくりと震えると、閉じたおま○こからさらに精子が逆流してきた。それでも量は足りない。

				　あまりの粘度になかなか出てこないのか、それとも子宮が全て飲み込んでしまったのか。

				　どちらにせよ元ゾンビの彩ちゃん、ゾンビ予備軍の来未ちゃん。その二人と違って健全者である静代ちゃんは何の問題もなく赤ちゃんを作ることができる。そんなぴちぴちなおま○こにびちびちと精子を泳がせているわけだ。

				　賢者モードの頭でなくてもやばいということは分かる。

				　いやまあ、みんながどう思うかどうかは別として、俺としては子供ができることは嬉しい。ただこの場では育てるどころか産むことすら厳しい。

				「……そろそろ行くしかないか。自衛隊基地に」

				　来未ちゃんが噛まれたからっていうのもあるけど、ここは居心地が良過ぎた。本当ならもっと早くここを出て、向かうべきだったんだ。

				　ヘリを飛ばせるくらいの余裕があるのだから、きっとこの近くのどこよりも安全なはずだ。

				　もちろんここも比較的安全だが、余裕がない分ゾンビよりも人間が怖い。

				　だからみんなと、孕んでいるかは不明だが子供のためにも早く移動しよう、自衛隊基地に。

				「あの」

				　そう目標を定めた俺に、シーツを引っ張って自分の身体を隠した静代ちゃんは言った。

				「来未にあと三回、お願いしますね」

				　笑顔である。笑顔であった。

				　静代ちゃんは俺に中出しされたことについて何か文句を言うことなく、妹のために口を開いたのだ。

				　そして俺にはその笑顔が、ゾンビよりも怖かった。

				

				　　　　

				

				　翌日、未だ玉が重いというか、出し過ぎて鈍痛がするなか俺は、沢山の食糧が入ったリュックサックと弓を抱え、俺を置いて先に進む三人へと声をかけた。

				「みんな、忘れ物はない？」

				　その問いに全員が力強く首肯する。皆走れる程度の大荷物を背負い、葛西姉妹は自前の弓を装備している。どうやら問題はないようだ。

				「和矢さん早くー！」

				「先輩、行きましょう」

				　二人は言葉で俺を急かせ、彩ちゃんは無言で腕を差し伸べている。早くしろということだろうか。

				　俺は最後にもう一度装備の確認をした後、待ち切れないとばかりにこちらを見る三人に向かって口を開いた。

				「じゃあ行こう。作戦名は『いのちだいじに』だ！」

				〈続く〉


                			

	








			
				彩ちゃんとファッション雑誌

				

				「彩ちゃんって、ファッションセンスいいですよね」

				　ある日のこと、不意に来未ちゃんがそんなことを口にした。

				　当の本人である彩ちゃんはお菓子を食べながら寝転び、雑誌を捲って足をバタつかせている。スカートのため下着が丸見えだ。

				　静代ちゃんはキッチンでお昼ご飯を作っており、来未ちゃんの発言はどうやら俺に向けてのものであったらしい。しかし俺にファッションのことが分かるはずもなく、テキトーに頷いておいた。

				「まあ、そうだね。なんか大人っぽいし」

				　すると偶然にも間違った感想ではなかったのか、ソファーに座っていた来未ちゃんがガバッと起き上がった。

				「そう、そうなんです！　私と同い年なんですよ!?　なのにこう……私はなんというか……芋っぽい！」

				　ぼん、と目の前にいる来未ちゃんがジャガイモになる。

				　いやいや、自分のこととは言え酷い言いようだ。想像してしまったジャガイモ姿を搔き消し、改めて来未ちゃんを見る。

				　確かに彩ちゃんと比べると、同じ動きやすい格好であるというのに、どこかボーイッシュというか元気系というか……まあ、確かに大人っぽいというよりは年相応って感じだ。中学生だなぁ、と思う。

				　一方、彩ちゃんは全体的にラフですっきりとしているが、アクセサリーがさり気ないワンポイントというかアクセントになっていて、背伸びをしているわけじゃないが佇まいが大人というか、服を着こなしていた。

				　俺のファッション語彙力じゃ表現できないのだが、強いて言うならば来未ちゃんは足していくファッションで、彩ちゃんは引いていくファッションだろうか。どちらが難しくセンスがあるかは、わざわざ言うまでもなかった。

				「でもほら、膣イキできる子なんて大人でもなかなか────ぐふっ!?」

				　なんとかフォローしようと苦心した結果、ついそんな下ネタを放ってしまい、激しく物理的なツッコミを鳩尾にいただく。

				「最低ッ！　変態ッ！　サツマイモッ!!」

				　ジャガイモ繋がりなのだろうか。よく分からないが語呂は良かった。

				「ごめん、ごめんって」

				「許しません。和矢さんみたいなロリコンにはお触り禁止です」

				「えー！」

				　そこは抗議せざるを得ない。三人とのセックスは俺にとって生き甲斐というか、もはや食事と同義である。セックスしないと死んでしまうのだ。……我ながら酷い。

				　そんなわけで何とか許してもらおうと平謝りしていると、来未ちゃんは許すための条件を提示してきた。

				「……じゃあ、私に似合う服を見繕ってきてくれたら許します」

				「オッケー、任せてくれ！」

				　もちろん俺はその条件を呑んだ。来未ちゃんに似合う服を選ぶ自信はなかったが、こちらには強力な助っ人がいる。

				「じゃあすぐ戻ってくるから！」

				　料理中の静代ちゃんに声をかけ、ついでに寛(くつろ)いでいた彩ちゃんを拉致すると俺は近くにあった服屋へと向かった。

				

				「……こんなはずではなかったんだが」

				　現在地は洋服屋……と見せかけて、近所の本屋にいた。

				　何故かと言うと、不純な動機で休息を邪魔した所為か、彩ちゃんが大変ご立腹なのである。来未ちゃんに似合う服の選択は全て彩ちゃん任せにしようとしていた俺は出鼻から挫かれ、仕方なしに本屋へと移動したのだ。何とかファッション雑誌でも読んで、マネキン買いならぬ雑誌買いをしようと思ったわけだ。

				　しかしファッション雑誌なのだから、そこに載っているコーディネートを丸パクリするだけと思っていたのだが、いかんせんそう甘くもないようで……一体どれがいいのか分からない。

				　勘で手に取った雑誌は全体的に過激で、胸の谷間が空いた「穴空きニット」がランキング上位として紹介されているが、来未ちゃんだと隙間風で風邪を引いてしまうかもしれない。仕方なく棚に戻す。

				「うーん」

				　床に散乱する本を踏まないように歩きながら、新刊コーナーからバックナンバーが置いてある場所に移動する。新刊コーナーは冬物が多かったため、バックナンバーで春物があることを祈っての移動だったのだが……俺はそこで、ある雑誌を見つけた。

				「シックスティーン？」

				　表紙には『少し早めの春物コーデ』やら『大人なＪＫ的コーデ』などと煽ってある。まさに探していた雑誌じゃないか！　とそれを手に取ろうとすると────もの凄い勢いでやってきた彩ちゃんにぶん取られた。

				「え、あ、何？　彩ちゃんが選んでくれるの？」

				　そう聞くと首が取れるんじゃないかってほどに、コクコクと頷く。……彩ちゃんにしては不審というか、珍しい反応だ。もしかすると女性誌というものは、女性にとって男性に見られたくない情報の塊なのだろうか？

				　例えば俺を籠絡するためのテクニックが書いてあるとか、はたまた彩ちゃんのコーディネートは実は雑誌買いだったとか？　仮にそうでもここまで過剰な反応を示すだろうか？

				「まあいいや。選んでくれるなら俺としては願ってもない。さっきの服屋に戻ろうか」

				　彩ちゃんはほっとした表情を浮かべている。俺としても偶然とはいえこの難所を乗り切れそうでひと安心だ。

				「ゾンビは……まあいないか」

				　先ほど安全確認はしたばかりで、もちろん気を抜くようなことはしないが周囲を確認する。当然ゾンビと出くわすこともなく、最初に訪れた服屋に到着する。

				　服屋は大量の服で視界が遮られているため、危険度は高い。わざと音を立ててみるも反応はないため大丈夫だとは思うが、念のため見晴らしのいい大きな通路を選んで歩く。

				「じゃあ俺はここで座って待ってるから、後はよろしくね」

				　そう言うと少し不満そうだったが、『シックスティーン』をぎゅっと握り締めたまま彩ちゃんは首を縦に振った。

				「期待してるねー」

				　とぼとぼと歩いていく彩ちゃんの背中に気持ち程度の言葉を投げかける。

				「さてと」

				　近場の椅子に腰を下ろした。おっ、案外座り心地いいな。

				　俺は予想外に深々と座れる一人用の椅子に満足しながら────『シックスティーン』を開いた。

				　あの彩ちゃんがあそこまで取り乱すのだ。俺が興味を持たないわけがない。

				　当然バックナンバーとして残っていたもう一冊を、彩ちゃんにバレないように持ち出すことくらいはするさ。

				　そんなわけで早速読み進めていく。

				「ふむふむ」

				　シックスティーンは文字どおり十六歳の女の子向けファッション雑誌であるようだ。しかし春特集ということで、このナンバーは春に高校生となる中学生を対象とした特集を組んでおり、それが表紙にあった『大人なＪＫコーデ』というわけである。

				　胸元に目が行く男性にアピールする女子力上昇ネックレスだとか、男の性的な視線を意識した作りになっている。……これで中学生向けの特集なんだろ？　何というか末恐ろしいものを感じる。

				　そういう世代なのか、それとも学生だった頃の俺が無知だったのか。

				「あんまり知りたくなかった情報だった────ん？」

				　あるページで動きが止まる。止めざるを得なかった。

				　これは……もしかして………………。

				　該当箇所を食い入るように見つめている俺に影が差した。反射的に顔を上げると、満面の笑みで青筋を浮かべる彩ちゃんがそこにいた。どうやら洋服選びはひと段落したようで、片手には数着の服を手にしている。

				　満面の笑みで怒る表情なんてレアだなー、可愛いなーと思いながら見つめていると、俺が先ほどまで目を通していたページを視界に収めた彩ちゃんの顔が、さぁと青褪めた。

				

				「彩ちゃんって、読者モデルだったんだね」

				

				　俺の決定的な一言に、がくりとその場で膝をつく。どうやら彩ちゃんは読者モデル……俗に言う『読モ』というやつで、それを俺に知られたくなかったらしい。

				「しかしモデルか……」

				　詳しくないが、モデルは芸能人で読者モデルは一般人……という括りである。ようするに一般の可愛い学生が、雑誌購入者の代表として載るのが読モなわけだ。

				　女の子座りのまま項垂れている彩ちゃんを見る。次に手元の『シックスティーン』を見ると、似たような構図の写真があった。その写真では女の子座りのまま上目遣いでカメラを見ている。

				　いやもう、この状態ですることといえば一つしかないだろう。男の夢を体現できる立場でそれをしないなんて選択肢はない。

				「彩ちゃん」

				　ペニスを取り出し、彩ちゃんの眼前に突き出す。彩ちゃんはいきなりの暴挙に「こいつ……何を考えているんだ？」という顔でこちらを見るが、そこは気にせず唇をつついた。

				「おっ」

				　俺に引く気がないと気付いたからか、観念した彩ちゃんは先っぽだけを軽く咥え、もごもごと口を動かす。やる気のない口淫ではあるが、誌面で笑みを浮かべる彩ちゃんと見比べるだけでどろどろと先走り汁が溢れ出てくる。

				　もちろん精神的に高ぶっても物理的な刺激はイマイチだ。それを補うため、彩ちゃんに亀頭を咥えてもらったまま自らの手で肉棒を扱(しご)く。

				　ここ最近オナニーをする必要がなかったためすっかりご無沙汰だった右手の恋人だが、久し振りだと案外悪くない。何せ感覚は自分が好きなようにコントロールできるし、何よりもおかずが豪華だ。そのおかずにしゃぶらせているというのも堪らない。

				　限界はすぐに訪れた。

				「うっ……！」

				

				　びゅるっ、びゅるるるるる！　どぴゅっ、どぴゅっ！

				

				「…………!?」

				　宣言せずにいきなり射精した所為か、上手く受け止められなかった精液がぼたぼたとこぼれ落ちる。

				　いつもなら尿道に残った精液まで飲み干してもらうところだが、今日はどうしても彩ちゃんを汚したかったため、途中で口から引き抜いて残りは顔にかける。

				　絞り出すように出した精子を頬やおでこに塗りたくると、とても卑猥な一枚が出来上がった。

				　惜しむらくは今ここにカメラが無いことか。もしもあれば『シックスティーン』の一枚と比べるように撮るというのに。

				「あれ、その服ってさ、こっちの一枚と似てるよね」

				　ふと、彩ちゃんが握り締めている洋服に目がいった。偶然か、それとも自分が気に入ったものを用意したのか、『シックスティーン』で彩ちゃんが着ている服とほとんど同じ物みたいだ。飛び散った精液が少しかかってしまってはいるが、まあこのくらいはいいだろう。

				「よし、彩ちゃん。早速このポーズで────ぐふっ!?」

				　本日二度目の攻撃を鳩尾にいただく。流石に調子に乗り過ぎたかーとか、静代ちゃんからも一発もらえばコンプリートだねとかアホなことを考えていると、立ち上がった彩ちゃんが近くの壁に手を付き、こちらを振り向いた。

				「お、……おお！」

				　そのポーズは紛れもなく、手元にあるものと一緒だ。

				　でもなー、服がなーといった視線を送ると、彩ちゃんは嘆息しながら着替えを始めた。読モで現役中学生の生着替えだけでも考えられないことだというのに、俺はその肉体を味わうことさえできるのだ。生きてて良かった。いや、割とマジで。

				「えーと、オールライダース？　あうたーもぼとむす？　レザーで大人コーデ？」

				　手元の資料にはそんなことが書いているが、正直呪文にしか見えなかった。ボトムス？　百年戦争じゃねーよな？

				　チェックのシャツを腰に巻くことでメリハリをつけるのがいいらしいが、もちろん彩ちゃんもメリハリってた。

				　オールライダースっていうのはライダースジャケットに、スカートもレザーのやつを指すらしい。見た感じからの想像だけど。

				「なるほど、上下黒になっちゃうから、赤のチェックでアクセントを付けるわけね」

				　どこか得意気な顔をしている彩ちゃんに近付き、スカートを捲った。

				　灰色の地味なパンツが、湧き出る愛液により黒く染みていた。

				「下着まで黒で統一するんだね」

				　びんびんに勃起してショーツ越しに自己主張をするクリ◯リスを摘み上げる。

				「ひぅ……!?」

				　突然敏感な部位を責められた彩ちゃんはがくがくと膝を震わせるが、壁に手をついていたおかげでなんとか体勢を崩さなかった。

				　いつも通り、フェ◯チオをしている時から濡らしていたようで、舌を這わせると布越しとは思えないほど大量の蜜が溢れてくる。

				　前戯の必要がないほど濡れているためショーツをずらしてペニスを差し込めば、呆気なく呑み込んでしまった。

				「ぅあ……くぅ……」

				　後ろから差し込んだペニスを奥まで押し込むが、受精する気満々の子宮が降りてきていて、わずかに竿が余る。ぐりぐりと腰を動かすと、ようやく全てが入り切ってくれた。

				　前のめりになった彩ちゃんの背中に『シックスティーン』を乗せ、そこに載っている少しばかりお尻を強調した写真を見ながら抽送を繰り返す。写真にうつった小振りなお尻が、まさかこうもやすやすと大人のペニスを吞み込むだなんて一体誰が思うのだろうか。

				　少し冷えてしまったお尻を撫でるように指を立てると、ぞわぞわと鳥肌が広がっていく。一オクターブ高くなった矯正がキンキンと耳に響いた。

				「彩ちゃん、モデルおま○こに種付けしていい？」

				　耳元で囁くと、珍しく彩ちゃんは首を振って拒否をする。

				　中学生でモデルだった時の気分に浸っているのだろうか。だとしたら大変だ。

				「子供できちゃったら、学校とかどうしようか」

				　その言葉に呼応するかのように膣圧が上がる。

				「赤ちゃん孕んだままモデルするの？　男の精子がびちびち泳いでる姿が雑誌に載っちゃうよ」

				　その姿を想像してしまったのか、モデルおま○こは俺のペニスを咥えたまま激しく伸縮し、彩ちゃんは思いっきり仰け反った。どうやらイッてしまったらしく、先ほど押し込んだばかりの子宮が精液をねだるように再び降りてきた。

				「ねえ、彩ちゃん……膣内(なか)に射精(だ)していい……？」

				　再び聞くと、彩ちゃんは上気した顔でこちらを見ながら、こくりと頷いた。

				　既に俺も我慢の限界であったため、ラストスパートに向けて激しく腰を振る。

				「ぁ、ぁ、ぁ……くぅ……ぁ」

				　パンパンと腰がぶつかる度に彩ちゃんの口から可愛い喘ぎ声が漏れる。

				　俺はそれを聞きながら、彩ちゃんの最奥で精を解き放った。

				

				　びゅるっ、びゅるるるるぅ、どびゅるっ、びゅっ、どびゅ……びゅびゅ……

				

				「……っ」

				　最後の一滴まで絞り出すように、コリコリとした子宮口に亀頭をなすりつける。

				　やがて長い射精が終わるも、俺は彩ちゃんの中からペニスを抜くことはしなかった。それどころか、硬度を失わなかったそれを再び動かす。

				「次はさ、この服とかどう？　格好いい系もいいけど、たまには可愛い系の彩ちゃんも見てみたいな」

				　そして第二ラウンド、第三ラウンドと続くのだが……この時の俺は、完全に来未ちゃんのことを失念していた。

				　そしてそのことを思い出す頃にはお目当の服は全てぐちょぐちょになっており、数日の間、来未ちゃんの機嫌は直ることがないのだが……それはまた別の話だ。

				おわり　

                			

	
			
				あとがき

				　はじめての方ははじめまして。そうじゃない方はいつもありがとうございます。作者の佐々木篠です。

				　名義はいろいろとありますが、書籍化を機に「佐々木篠」で統一することにしました。ｗｅｂでは「しの」名義で本作、「パンデミックで俺は英雄になった」を連載しておりました。

				　さて、初めての出版、初めてのあとがきです。本来なら僕のペンネームの由来から作品の成り立ちまでをツラツラと書き並べるところなのですが、読者の立場になるとどう足掻いても不要ですので、大人しく作品の解説でもしようと思います。一応簡単に自己紹介すると、ゲームが好きです。以上です。

				　本作「パンデミックで俺は英雄になった」ですが、パンデミックと書いてあるようにゾンビものです。連載初期のタイトルは「ゾンビもの（仮）」として投稿していた程度にはゾンビです。

				　簡単に説明すると、「主人公になり損ねたおっさんに片足を突っ込んだ青年が、女子高生と出会い、別れ……そして女子中学生に慰められながら女子高生と再会する話」です。道中女子高生と女子中学生の姉妹も合流します。何故か説明にゾンビが出てきませんでしたが、作中はいっぱい出てきます。パンデミックだからね！

				　あまり内容について述べると、あとがきから読む派の人たちにネタバレしてしまうのでここら辺で。

				　次は……そうですね、取りあえず表紙を見てください。女の子三人がいますよね。この表紙は本編終了後に改めて見てもらいたいのですが、その解説は置いといて……どうです？　めっちゃ可愛くないですか？

				　本作のヒロインズが書籍化に伴いある種の受肉を果たしたわけですが……この子ら三人共、プロット上ではモブ扱いです。言葉は悪いですが、ヤリ捨て要員でした。

				　では何故、最初に出てくるメインヒロインを差し置いて表紙を飾っているのかというと、端的に言えば人気だったからです。書いているうちに見事ヒロインへと昇格し、そして今に至るわけです。読んでくださっている方たちの意見を反映しつつ執筆できるのはｗｅｂならではですよね。

				　現在進行形で「パンデミックで俺は英雄になった」は連載中です。サイトは「ノクターンノベルズ」様です。タイトルで検索したらきっと出てくると思うので、気に入って下さったのであればぜひそちらで閲覧して感想でも書いちゃってください。あなたの言葉で作品がより面白くなる……かも知れません（笑）。

				　ちなみにですが、書籍となるにあたりいろいろと改稿しております。誤字脱字や誤用はもちろん、方言まで修正しております！　いやほら、リュックってからう物じゃない？

				　言い回しとかもさり気なく変えてたり。そして書籍限定の短編、「彩ちゃんとファッション雑誌」も見所ですよ！　本編では触れなかった彩ちゃんの過去が一つあらわになります。

				　それでは、いい感じに文字数も埋まってきたところで……ここからは恒例であろう謝辞を。

				　真っ先に書籍化の打診を下さった担当様。いろいろとお世話になりました。たまに質問ぶん投げるだけで話が進んでいき、非常に楽でした。今後ともよろしくお願いします！

				　イラストを担当いただいた蒼井遊美様。キャラの動機付けはよく悩むのですが、「彩ちゃん可愛いから仕方ないよね」みたいなノリで悩む必要はなくなりました。続刊が出せれば引き続きよろしくお願いします！

				　その他、ご飯を奢ってくれた友人たちやら、いろいろな相談に乗ってくれた親友のＮ先生、本作を出版するにあたって関わられた数多くの人たち。そしてｗｅｂの頃から応援してくださった方々、何より本書を手に取ってくださった皆様。本当にありがとうございました！

				　……以上です。謝辞ってのはゲームでいうところの「Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ　ｆｏｒ　ｐｌａｙｉｎｇ」だと考れば、ゲーム好きには外せないですよね！

				　それでは、２巻でもう一度あとがきが書けることを祈って……。

                佐々木　篠

                			

	



















佐々木 篠

 

　修羅の国のやばいところ在住。一日に十時間くらいゲームをしないと死ぬ。普段はゲームの企画屋やってます。
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